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　　　　　プロローグ







「こんなのは、穿はけーんっ！」

　飛んできた、ちょっと温ぬくいパンツが顔に当たっておでこの上で紙に戻るのを、江え本もと文ふみ人ひとは込みあげる怒りの中で感じた。もしも自分が怒りを物理的な現象に変える事の出来る超能力者であったなら、パンツであった物は、一いつ瞬しゆんで消し炭と化していただろう。

　が──残念ながらそんな《力》を持ってはいなかった。なので、文人はこめかみをひくつかせながら、それでも何とか笑え顔がおを浮かべ、おでこの上の紙で出来たパンツを指で摘つまんで、

「……どういう事かな？　《司書》、殿」

　そう、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに訊きいた。

　するとフィフは──フィフ・デグリースは、文人の作った、黄葉した銀杏いちよう色いろの高校の制服を着て、腰に手を当てて睨にらむようにベッドの上に立った。白く輝かがやく強こわいロングヘアが扇おうぎのように広がって、紫むらさき色いろの瞳ひとみが挑戦的に輝いている。

「どうもこうもない！」

　ほとんど膨ふくらみのわからない胸を、フィフは反らした。プリーツの多いスカートがふわりと揺れて、文ふみ人ひとはぎくりとしたが、それは本物よりもやはり硬いのか、それ程ほど翻ひるがえる事をしなかった。

「何じゃ、それは！」

　びしっ、と文人を指差す。

「何って」

　文人はおでこの上の紙の立体物を指で摘つまんだ。温ぬくみはもうなく、ただざらりとした紙の感触だけが指にあった。

「お望みのものだろ？」

「どこがじゃっ！」

　見えない手に引っ張られるように、その、切って、貼はって、組みあげられた《紙》は、ひらりとフィフの方へと飛んだ。彼女の小さめの手が、それをぱしっとつかむ。するとたちまち、本物へと変わった。すなわち──パンツに。だが。

「見本と似ても似つかぬではないかっ！　拙せつは幼児かっ!?　一人ひとりでトイレにも行けない子供かっ!?　誰だれがこんな、おむつみたいなものを作れと申した！　ありえん！　拙はカボチャのお姫様かっ！」

　一気に言って、フィフは手にしたパンツをびろ～んと広げた。

　それは──実に見事な《カボチャパンツ》、だ。

　文人はため息をついた。

　確たしかに、見本とは違う。

　十五歳にして、生まれて初めて女性の下着売り場に連れて行かれて、あれこれと品定めにつきあわされるという生き地獄を味わったその結果としては、いささか──否いな、かなりお粗末なのは認めよう。

　あの、まったく身の置き所のない禁断の地には、二度と行きたくない。いろとりどりの、まるでキャンディーの袋の中のようなあそこは、しかし、思春期の男子には少しも甘くなどなかった。

　店員は、ひそひそと何事かを言い交わし、客の年上の女性は少しからかいを含んだような視し線せんで見、明らかに十代だと思われる女子は、変態を見るような目で見る。

　異物。

　あそこでは間違いなく自分は異物だった。

　しかも、そればかりか、

「これがいい♪」

　とフィフが自分の好みのパンツを選び、駆かけ寄ってきた時には、何もかも捨てて逃げ出したくなった。

　あの瞬しゆん間かん、周囲の視し線せんは明らかに、

『このマセガキが』

　と変わった。

　気のせいなんかではない。目を見ればわかる。声を聞けばわかる。レジの女性の、ありがとうございました、という声こわ音ねには、あきらかな軽けい蔑べつが含まれていた。

　それでもまあ耐えられたのは、

「えへへ」

　と嬉うれしそうに笑うフィフがいたからだ。

　ブラジャーとそろいのパンツの入った紙袋を抱えて、鼻歌などを歌う彼女の、頰ほおがほんのりと桃もものように染まった横顔を見ると、まあいいか、と思えたからだ。

　しかし。

　文ふみ人ひとはため息をついた。

「……しかたないだろ？　大体、何で女子のパンツって、こんなに──」

　机の上に置かれた《本物》を手にして、伸ばす。さらりとした光こう沢たくのある布の塊かたまりのようであったそれは、そうすると初めてパンツである事がわかる。

「──伸びるんだよ。こんなの、紙で再現するの無理だって」

　男のパンツとは何かが根本的に違う。トランクスも確たしかに腰の部分は多少縮ちぢむが、女子のパンツとは何と言うか思想が異なるように思えた。

「それでも何とかくしゅくしゅってした感じを再現しようって頑がん張ばったんだぜ？　七夕たなばたの飾りなんかで、紙で作る提灯ちようちんがあるだろ？　あれって胴のところが膨ふくらむから、応用出来るんじゃないかって、さ」

「それで出来上がったのがカボチャパンツでは、意味がないではないか！　よいか!?」

　そう言うと、フィフは手にしていたカボチャパンツを穿はいた。足を通す時、スカートが捲めくれてその奥が見えそうになり、文人は、ぎゃ、と声を上げそうになった。

　だが、フィフは気付かず、穿き終えてしまうと、

「見てみよ！」

　と手を広げた。

　文人は思わず、噴ふき出だしそうになった。ぼよんとしたカボチャパンツは、実際穿いてみると思った以上に大きく、それ程ほど短くもないスカートの下でパンパンに膨らんで、下から裾すそを持ちあげてしまっていた。

「これで学校へ行けと言うのか!?　これでは学校どころか、外も歩けぬ！」

　そう言ったフィフは、ちょっと涙目だった。

「……ま、まあねえ……うん……」

　わざとらしく咳せき払ばらいをして、文人は笑いを堪こらえた。こうして見ると、まるで幼稚園児のコスプレをしているようだ──などとは決して言えない。もしも頭の中を読まれたら、ぼこぼこにされるだろう。

「とにかく、じゃ！」

　フィフは、止める間もなくするりとカボチャパンツを脱いだ。上げた足の奥が、またしても危あやうく見えそうになったのに、文ふみ人ひとの《紙の心しん臓ぞう》は跳はねあがって、破れるのでは、と焦あせったが、実際は見えそうで見えず、心臓も無事だった。

　フィフはカボチャパンツを指先に引っ掛けてぐるりとまわすと、その遠心力を利用して、文人に向かって再びそれを放った。柄がらだけは可愛かわいらしい猫のイラストのそれは、文人に届くその前に紙に戻って、ふわりと頭の上に載った。

「拙せつは、そんなのはよう穿はかぬ！」

　フィフは再び、ノーパンツのままベッドの上に立って腕を組み、実に尊大に、文人を見下す格好になる。とはいえそれはポーズだけの事で、少しも威い厳げんなどはなかったのだが。

　文人は紙のパンツを頭の上から除のけると、

「じゃあ、どうするんだよ」

　と訊きいた。

「くしゅくしゅ感のないブリーフみたいなのなら作れるのに、それも嫌いやだっていうしさ。いまの僕の技術じゃ、それが限界だって。まあ確たしかに、カボチャパンツはあんまりだと思うけど、こっちなら──」

　文人は机の上の《仕掛け絵本》を手に取り、膝ひざの上に乗せた。何の動物のかはわからないが、なめらかで掌てのひらに吸いつく感じが気持ちのいい、革装そう丁ていの立派なものだ。開くと、ぽんっと音を立てて、白い、平べったい、昔、女子が体育の時に穿いていたというブルマーとかいうのに似た、試作パンツが飛び出した。本来は、フィフのような《仕掛け絵本》の《生きた仕掛け》が開かねば、仕掛けは実体化しないのだが、文人は心臓が《仕掛け》化してしまっているせいで、人でありながら実体化が可能──という事だった。

「──スカートだって持ちあがらないだろ？」

「嫌じゃ」

　スカートの裾すそを押さえて引っ張るようにして、フィフは眉まゆを顰しかめた。

「だから何で」

　文人が重ねて訊くと、フィフは不意に頰ほおを赤らめて、もじもじと腿ももを擦こすりあわせるようにして、しばらく黙だまった。文人は黙って待った。こうなるとあまりせっつくのは逆効果だと思えてそうした。すると。

「何か、こう……」

　フィフは、紫むらさき色いろの瞳ひとみを落ちつかなげに、きろきろと動かした。

「こう、な。ずりずりざらざらとして……擦れて、痛いのじゃ……」

「ぱんつが？」

「ほ、他ほかに何があるっ！　その話をしとるんぢゃから、そうに決まっておろうがっ！」

「わかったわかった！」

　いまにもベッドから飛び掛ってきそうな勢いであったので、文ふみ人ひとは慌あわてて両手を挙げて、僕が悪かった、と態度で示した。

　フィフにもそれは通じたのか、彼女は吊つりあげた目を下げて腰に手を当て、まだ許してはないぞよ、とでも言いたげな目で文人を睨にらんだ。

「しかし……ずりずりざらざらね……」

　文人はブルマー型パンツを手にして、縁ふちの部分を指でなぞってみた。なるほど……確たしかに、肌触りはいいとはいえない。ちくちくというか。とげとげというか。とにかく痛い。しかもこれは肌が裂けかねない痛さだ。

　仕掛けの実体化は、その形もそうだが、細部は結局、想像力頼みのところがある。文人もよく観かん察さつして調しらべたつもりだったが、まだまだ想像力が足りないという事だろうか。

　確かにこれでは穿はけない。穿いたとしても歩けない。無理をしたら内うち腿ももがあっという間にずたずただ。これでは凶器である。それは認めなければ。

「悪かったよ」

　文人はパンツを本に落として言った。そうしてページを閉じ、再び開くと、今度は紙の仕掛けのままのパンツが立ちあがり、文ふみ人ひとはそれを土台から剝はがした。仕掛けを実体化させるかどうかは、開いたものの意思によるので、こうした事も可能だと教わった。
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「確たしかにこれは穿はけないや。もっと精しよう進じんするよ。だからそれまでは──」

「やじゃ」

「……まだ、何も言ってないだろ？」

「聞かずともわかる。フミヒトが仕掛けを作るまで、買ってきたパンツを穿いておけ、と言うのであろう？」

　その通りだった。この世の物が本の中に持ち込めなくても、こっちでは使うことが出来るのだから、パンツだって穿けばいい。しかし。

「断る」

　頭が痛くなってきて、文人は眉まゆを顰しかめた。わけがわからない。フィフは、本当はパンツなんか穿きたくないのじゃないだろうか。こちらがうろたえるのが面おも白しろくて、そんな事を言っているのではないだろうか。そんな考えが浮かぶ。

「何で？」

　そう文人が訊きくと、フィフは片方の眉を大おお袈げ裟さに跳はねあげて見せた。わからないのか、とその表情が語っていた。わかるものか。だから訊いているのだ。すると彼女は、ふうーっ、と長いため息をついた。

「……拙せつらにとって市販の布パンツは、そなたらが紙で出来たパンツを穿くようなものなのじゃ。そういう感触なのじゃ。そなた、ごわごわした紙で出来たパンツを穿きたいか？　歩くたびにぞりぞりと擦こすれて、ゴリゴリと硬くて、痛いパンツを」

　文人は、自分がそんなトランクスを穿いたところを想像した。フィフには『乏しい』と言われる想像力を駆く使しした。なるほど。万が一それを穿いて一日を過ごす事になったら、ごわごわした感触が、ずっと気になってしまいそうだ。

「それは……嫌いやだな」

「じゃろ？」

　フィフは、光の具合で銀ぎん色いろに輝かがやく長い白髪を揺らして、大きく数度、うなずいた。

「つまりは、そういう事なのじゃ。穿いて穿けない事はあらぬが、そんな事が気になっていては、いざ《禁書》と戦うとなった時に邪じや魔まになる。まさか連中は脱ぐのを待ってくれぬしの」

　それはそうだろう。

『ちょっと待つのじゃ、パンツを脱ぐから──』

　そんな事を言って、うん、と素す直なおに待ってくれるはずもない。

　文人はふと、これまではどうしていたのだろう、と思った。《奴やつ》との戦いで《仕掛け》の大半を失い、いまのようなちんまい姿になる前のフィフは《大人おとなの女》だった。着ていた服は着物を崩したようなものだったと覚えている。あの時は、何を穿いていたのだろう。

　だが、訊きくのは躊躇ためらわれた。

　恥ずかしかったからではない。どうせ答えはわかっていた。前の《まいすた》がいかに素す晴ばらしいものを作ったかと聞かされるだけだ。それは、自分の無能を思い知らされるようで、面おも白しろくない。なので文ふみ人ひとは代わりに、

「じゃあ、どうするのさ」

　と訊いた。

「いまの僕の腕は、これでわかったろう？　さすがに《仕掛け絵本》の作り方を載せてるサイトでも、《パンツの仕掛け》なんかなかったし、もちろん研究はするし、試作も重ねるけどさ。今日きよう明日あした、ってわけにはいかない」

　それが事実だった。

　初めての相手となった《竹たけ取とり物もの語がたり》の《禁書》の《仕掛け》には色いろ々いろと見るべきものはあったが、あいにくパンツに応用出来そうなものはなかった。扇子せんすが開くのが、ギャザーに使えないかとも思ったが、駄だ目めだった。

「私服の時はズボンって選せん択たく肢しがあるからいいとしても、制服はスカートだろ？　ひらってなったら、見えちゃうぞ？」

　フィフは腕を組んで、ううむ、と唸うなった。

　邪じや魔まをせず、文人は待った。提案はいくつかあったが、どれも却下されるような気がして、だったらまず、彼女の希望を聞いて、すりあわせた方が話は早かった。

「……しかたない」

　思い切り渋じゆう面めんになって、フィフは腕を解ほどいた。

「ひとまずパンツはあきらめようぞ。恥ずかしいが、むずむずちくちくごわごわするのを無理に穿はいて、かぶれたり擦こすれたりして肌を傷めて、拙せつの方が破れてしまったりしたら一大事じゃ。文人にはまだ、拙を修復するだけの技術はあらぬし」

「まあ、ね」

　それは認めよう。しかし、破れたらそれを治す事も出来るのか、と文人は初めて知った。腕が千切れたりしても大丈夫、と言う事だろうか。そういえば、フィフは元々大人おとなで、《奴やつ》との戦せん闘とうで《仕掛け》を失ったために子供になった、と言っていた。本の中ではそうした再生の仕方も可能という事なのだろうか。

　だがそれをフィフに訊いても答えは得られないだろう。彼女は大量の仕掛けとともに多くの記き憶おくも失っている。訊くなら、グリーズ・ビーの方がいいだろう。

「じゃあ、スカートの裾すそに錘おもりを仕込もう」

　革の《本》の表面を指で叩たたくようにして、文人は考えていた提案のひとつを口にした。

「そんなに重たいものでなくても、そうすれば不意の事故で捲めくれたりして、衆しゆう人じん環かん視しの中で恥を搔かくのは防げる」

「うん、それはよいな。──あ、加減は間違えぬようにな。重くてそのせいでスカートが脱げたのでは本末転倒じゃ」

　その光景を思わず想像してしまい、文ふみ人ひとは、く、と小さく喉のどの奥で笑った。もしも本当にそれが起きたら、古いギャグ漫画の一シーンのような光景だろう。ただし、そのあとで絶対に殺される。間違いなかった。

　はいはい、と適当に答えて、文人は視し線せんを手の中の《本》に落とし、それにしても、と考えた。胸に手を当て、そこに張りついた革装そう丁ていの文庫サイズの表紙の硬い感触を感じながら、自問した。

　こんなに吞のん気きでいいのだろうか、と。




　だが──もちろん、いけなかったのだ。
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「うす、江え本もと」

　ぱん、と肩を後ろから押すように叩たたかれて、文ふみ人ひとは、うわ、と小さく声を漏らし、体を傾かしげながらたたらを踏んで前によろけた。

　腕の中から《本》が滑すべって落ちそうになるのを何とか堪こらえ、息をついて振り返ると、

「……八や代しろ」

「よ」

　半はん袖そでの白いシャツにエンジのネクタイ、という夏服の八代秀ひで英あきが、いつものようにあけすけな笑え顔がおを浮かべ、教室に向かう途中の廊下に立っていた。脇わきにはとても教科書が入っているとは思えない、薄うすく潰つぶした鞄かばんを抱えている。結構、いい体格をしているのだが、運動部などには入ってはない。

　文人とは、同じクラスのクラスメートというだけの関係なのだが、このところ、やたらと話しかけられる。

　前から誰だれにも分わけ隔へだてのない男ではあったが、あの《竹たけ取とり物もの語がたり》事件のあと、話す機き会かいは多くなった。

　事件後、八や代しろは、雲くも木き詠よみと同じ中学の出身という事もあってか、《かぐや姫ひめ》に憑つかれた彼女に気を配っていて、一方、裏での当事者でもある文ふみ人ひとも雲木を放っておくわけにもいかず、結果、四人で行動する時間が増えた。時には、昼食を一いつ緒しよにとったりもする。これまでの文人の学校生活ではありえないことだった。

　八代の親しげな態度は、そのせいなのだろうが、文人は正直、戸と惑まどっていた。

　だが、そんな気持ちにはおかまいなしに、八代は笑えみを浮かべたまま傍かたわらのフィフを振り向いて、よ、と繰くり返した。

　フィフも、特に警けい戒かいした様よう子すもなく半はん袖そでのブラウスにサマーセーターという女子の夏服のかっこうで、よ、と手を挙げ返す。

「……今日きようは病院じゃないの？」

　叩たたかれた部分をさするようにしながら文人が訊きくと、八代は、ん？　と振り向いた。彼は、少し喘ぜん息そくの気けがあり、週に一度、水すい曜よう日びに病院に通っている。

「昨日きのう、そんな事言ってなかったっけ？」

「おう。明日あしたになった。しかも午後からな。今週はいつもの先生のローテが変わってさ……まったくよー、午前なら、四時限分、堂々とサボれるってのに。午後じゃ、二限分しかサボれないっての」

「二限分のがいいだろ？　僕たちは学費を払って授業を受けてるんだぜ？　サボったらその分のお金を捨ててるのと同じじゃないか」

　文人がそう言うと、八代は一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられたような顔をして、それから、あははっ、と笑った。そうして、まるで象の鼻か何かのように、がっしりとした腕が伸びてきて肩に、首に、まきつくように回された。

「面おも白しろいよなあ、江え本もとって。けどさ、やっぱおまえ、友達、少ないよな」

「……ほっといてくれ」

　文人は、熱ねつを持って少しべたっとする腕を外すと、教室へと急ぐ他ほかの生徒に混じって、廊下を歩き出した。フィフが無言で続き、八代もその後ろをどこかのっそりとついてくるのが、空気の流れのようなもので感じられた。

「怒ったか？」

　声には笑いが混じっている。そうなのか？　とフィフが大きな紫むらさき色いろの瞳ひとみで見つめている。ばかばかしい。怒るはずはなかった。事実を指摘されて、何で怒らなければならない。

（そうとも。僕は友達が少ない）

　いない、と言っても構わない、と文人は思っていた。それはクラスメートに仲間はずれにされているとかいう事ではない。クラスの連中は、文人の事をむしろ《友達》だと思っているはずだった。

　何な故ぜなら、クラスメートのほとんどと、文ふみ人ひとはメールアドレスを交換している。顔を知っていて、メアドまで交換していれば、それはもう立派な友達だ。世間では、そうなっている。百人を簡かん単たんに超える《友達》がいるクラスメートも、そんなに珍しくはない。

　ただし、文人は違った。

　メアドを交換しただけの相手を、文人は友達とは呼ばない。単なる知り合いだった。連絡先を知っているクラスメートでしかない。向こうが友達と呼びたければ好きにすればいいが、文人はそうは思ってはいなかった。

　八や代しろについても同じだ。学校で会えばこうして馴なれ馴なれしいと思う程ほど距きよ離りを詰めてくるが、特に放ほう課か後ご行動を共にするわけでもなければ、電話がかかってくるわけでもない。学校だけの関係だった。

　そんな相手を友達と呼ぶには、どうにも抵抗があった。

　だが、彼はそうした文人の考えに気付いていると思われるのに、距離を置こうとはしなかった。むしろ積せつ極きよく的てきに距離を詰めてきている感がある。

「ヤシロ。フミヒトをあまりからかうでない」

　隣となりでフィフのそんな声がして、八代が背中で笑った。そんなつもりねーって、と笑いながら言って、フィフが、どうだか、と鼻を鳴らす。

（……ひょっとして、フィフか？）

　そんな考えが、ふと、頭に浮かんだ。

　文人の母の手がける雑誌の企画との関かかわりで、エジプトのイスカンダリーヤ──よく知られた名で言うならアレクサンドリア──からの留学生という触れ込みで文人のクラスに転入してからこっち、いまやフィフはクラスの人気者といってよかった。

　少し幼いが整ととのった顔立ちに、床ゆかまで届きそうな銀ぎんに近い白い髪という容よう姿しに加え、自分の事を《拙せつ》、語尾に《じゃ》──慌あわてたりすると少し呂ろ律れつがおかしくなって《ぢゃ》という感じになる──をつける喋しやべり方などから、大方の男子には人気が出るだろうとは思ってはいた。

　しかし、そうした場合、往おう々おうにしてクラスの女子からは憎まれたりする。文人もそれを案じていたのだが、男女に対して分わけ隔へだてのない、あけすけな性格が幸いしたのか、最初の数日こそギクシャクした空気はあったが、いまはもう、女子ともそれなりに上う手まくやっている様よう子すだった。中でも──

「──おはよう、江え本もと」

　階段からそう声をかけられて、文人はどきりとした。胸に張りついた革張りの文庫サイズの本の表紙の奥で、紙の仕掛けの心しん臓ぞうが僅わずかに速くなる。

　足を止めて振り向くと、本を抱えた雲くも木き詠よみが、階段を降りてくるのが見えた。

「お、おはよう……」

　思わず声が上ずってしまって、文ふみ人ひとは自己を嫌けん悪おした。こんな事ぐらいで平静を失うだなんて、何て子供だ！

　目が合うと、彼女は眼鏡めがねの向こうで少し頰ほおを赤らめた──否いな、まさか。気のせいだろう。彼女の《気持ち》を知っているから、そんな風ふうに思うだけだ。そうにきまっている。文人は自分にそう言い聞かせた。

　事実、視し線せんを外してフィフを、そして八や代しろを見た時の彼女は、いつもと変わらなかった。いかにも図書委員然とした──それがどんなものかと言われると困るが──落ち着いた様よう子すで、

「八代も、フィフちゃんもおはよう」

　と微笑ほほえんだ。

　おう、と八代が手を挙げる。

　その横で、フィフは、

「も、とは、拙せつとヤシロはフミヒトのついでか？　ヨミ」

　細い腰に手を当てて、少しだけ唇を尖とがらせた。

「呼ぶなら拙を先に呼ぶべきじゃ！　拙はヨミの友達であろうが！　それともフミヒトの方が拙よりも大事じゃと言うのか!?」

　雲くも木きは、えっ、と言ったかと思うと、今度こそ頰がはっきりと赤くなって、眼鏡の向こうの目がはっきりと動揺して泳いだ。
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（フィフの奴やつ……）

　文ふみ人ひとはため息をついた。

　雲くも木きが文人の事を好きだという事を知っているはずなのに、しょっちゅう忘れて、こっちがはらはらするような言い方をするのは、何とかならないだろうか。

「──フィフ」

　文人は、フィフの頭を後ろから軽く突いた。

「あいたっ！」

　そんなに強くはしていない。扉とびらをノックするくらいのものだ。だが、一いつ瞬しゆん、漫画のように☆が出て──雲木たちには見えなかったようだが──フィフはくるりと振り返りながら、

「何をするんぢゃ！」

　文人の顎あごをめがけて、アッパーカットを繰くり出した。それこそ漫画のように、拳こぶしは見事に顎を捉とらえて、文人の顔はがくんとのけぞった。世界が揺れる。その中で、文人は頭に血が上るのを感じた。かっとなった。怒りが込みあげる。

「な、何すんだよっ！」

　どん、と文人はフィフを押した。押した、だ。突き飛ばすには程ほど遠い。だが。

「フミヒトこそなんぢゃ！」

　どん、と押し返された。かなりの力だった。ほとんど殴られたといってもいい。なので、ますます腹が立って、文人はもう一度押した。するとまた押し返された。なのでまた押す。押し返される。

　どん。どん。どん。どん。どん。

「この！　この！　この！　この！」

「何ぢゃ！　何ぢゃ！　何ぢゃ！」

　ど。ど。ど。ど。ど。ど。ど──と、文人とフィフはほとんど張り手の応おう酬しゆうになった。止まらない。止められない。もはや意地。と──

「はいはい、そこまでー」

　八や代しろがその身をねじ込むようにして、二人ふたりの間に割って入ってきた。我われに返り、文人は顔が熱あつくなるのを感じた。何て事だ。これではまるでガキだった。どうにもフィフといると調ちよう子しが狂う。

「おばか」

　八代の背中からちらりと顔を覗のぞかせて、フィフがそう吐き捨てるように言った。こめかみが引ひき攣つる。思わず言い返しそうになるのを、文人は何とか堪こらえた。

　雲木が、胸を撫なで下ろしたのがわかった。彼女はいつも、文人とフィフがじゃれあいのような喧けん嘩かを始めると、おろおろとしている。

「ま。でもいまのは江え本もとが悪いな」

　八や代しろはそんな事を言った。

　文ふみ人ひとは眉まゆを顰しかめた。

「何で？」

「そんなの決まってる。理由はどうあれ、先に手を挙げた方が悪い。たとえそれが小突く程度の事でも、な」

　ふん、と文人は鼻を鳴らした。

「八代は、非ひ暴ぼう力りよく主義？」

「いいや。俺おれだって売られた喧けん嘩かは買うぜ。言葉の通じない相手ってのは、やっぱりいるもんだしな。ただし、自分からは売らない。それだけさ。さっきの事、別に小突く程ほどの事じゃなかったろ？」

　そうかもしれない。だが、何だか面おも白しろくはなく、文人はフィフを小突いた手をさすった。絶対に痛くなんかなかったはずだ。

「よいのじゃ、ヤシロ」

　ぽん、とフィフが彼の背中を叩たたいた。

「そなたの配はい慮りよはありがたいが、いまのは、こみゅにけーしょん？　ま、そんなものじゃ。ちとむきになってしまったがの。けれど、礼を言おうぞ」

「大人おとなだね、フィフちゃんは」

　八代の言葉にフィフは、そんな事はない、と言いつつも胸を反らした。

　その少し小こ癪しやくな態度を見つつ、文人はゆっくりと息を吐いて感情のコントロールに努めた。ポケットに手を突っ込み、いつもいれてある短い鉛筆に触る。それだけでも気持ちが落ち着いてくる。すると、自分の行為は大人おとな気げなかったといえるものだ、と認める事が出来た。確たしかに高校生のする事じゃなかった。

「──ちょっと八代」

　その時、八代のシャツの袖そでを雲くも木きが引っ張った。眼鏡めがねの向こうで眉が顰められている。

「そんな言い方ないでしょ？　江え本もとはわたしがからかわれたのを庇かばってくれたんだから。それは叩くのはよくないけど、いまのはそんな風ふうにいう程の事じゃなかったと思うけど？」

「まあ、そう言われるとそうなんだけど……」

　八代にとっては思わぬところからの反はん撃げきであったのか、何となく歯切れが悪くなった。

「江本だって、悪かったって思ってるでしょ？」

「まあね」

　鉛筆を撫なでながら、文人は頷うなずいた。確かに大人気はなかった。フィフが相手だと、何な故ぜかついむきになってしまうきらいがある。気をつけなければ。

「まったく、フミヒトは子供なのじゃから」

　フィフは、やれやれとでも言いたげに肩を竦すくめ、ゆるゆると首を振った。

「この──」

　再び怒りが込みあげてくる。だが、文ふみ人ひとはそれを飲み込んでゆっくりと深呼吸をし、ガキは相手にしない、という気持ちを込めて、余裕めいた笑えみを浮かべた。

　それを見て雲くも木きはほっとしたような表情を浮かべると、そうだ、と八や代しろを向いた。

「頼まれたあれ、買ってきたよ」

　すると、八代はぱっと顔を明るくして、ぐ、と拳こぶしを握った。珍しい、と文人は感じた。八代は普ふ段だんあまりこんな風ふうには感情を出さない印象があった。それは、無反応、とか、無表情、と言うのではなく、落ち着いていて穏おだやか、という事だが。

「わ、悪かったな、わざわざ」

　文人の感想など気付いた様よう子すもなく、八代はどこかそんな自分に照れたように握った拳を何度か閉じたり開いたりしてズボンのポケットに突っ込んだ。

　ううん、と首を振った雲木の表情もまた、やわらかい。

「どうせ、用事あったし。教室に戻ったらすぐ渡そっか？　それともお昼休みとかがいい？」

「昼休みにしてくれっか？　朝はごたごたしてるし、和わ井いさんに見つかってもやだしな」

「わかった」

　もう一度、雲木は頷うなずいた。和井というのは担任の教師の事だ。

（……何の話だ？）

　皆かい目もく、見当もつかなかった。

　八代は見ての通りで誰だれとでも距きよ離りが近いところがあるが、雲木とは特に親しげだった。それは、出身中学が一いつ緒しよだからなのだろうとは推測が出来る。そこには自分が入っていけない空気感のようなものがあって、見ていると奇妙な気持ちになる。

　その時、予よ鈴れいが鳴って、廊下は急にざわめきを強めた。やばい、と呟つぶやいて小走りになる生徒もちらほらと出た。

「やべ。俺おれたちも行こうぜ」

「あ、うん」

　八代の言葉に雲木は眼鏡めがねを直し、ちらりと文人を見た。

「何？」

「あ、あのね。さっきのは──」

「おい、早く」

「う、うん……」

　何かを言いかけたまま、雲木は八代に促うながされるまま踵きびすを返して早足で歩き出し、文人もそのあとを追った。雲木が何を言いたかったのかは、わからなかった。

（何だかな……）

　自身も早足になりながら、文人はもやもやした気分をもてあました。どうにも気持ちが悪いのは、胸の《仕掛け》のせいではあるまい。雲くも木きの気持ちを知っていて知らないふりをしなければならない欺ぎ瞞まんが、そういう気持ちにさせているのだろうか。

　けれど、自分を好きな女子がいる、というのは悪い気持ちではなかった。どう接したらいいのかわからなくて、ギクシャクしないようにするのは大変だが、自分の事を好きでいてくれる人間がいるというだけで、何だか気持ちは明るくなる。

「ていっ！」

「ぐはっ！」

　どす、と背中に重い一いち撃げきを喰くらって、文ふみ人ひとは廊下を泳いだ。

　危あやうく転びそうになったのを何とか堪こらえ、頭にきて振り返ると、腕を組んだフィフが怖いくらいの目で文人を睨にらみあげていた。

　怒ど鳴なりそうになったのを、文人は吞のみ込んだ。たたごとの表情ではない。

（まさか、敵か──？）

　このただならぬ緊きん張ちよう感かんは、連中の存在を感じ取ったのかもしれない──そう思い、文人は肩からトートバッグを外しつつ、

「……《禁書》か？」

　と囁ささやきながら周囲を見回した。だが。

「何を言っておる。《禁書》がそう簡かん単たんにのこのこと出てくるものか」

「は？」

　違う？　そうではないというのか。

「じゃあ、いまの一撃は何だよっ」

　八や代しろたちに聞こえないようにひそひそと言うと、フィフはやはり銀ぎんに近い白い眉まゆを顰しかめ、何とも不ふ思し議ぎそうに首を捻ひねりながら、握った小さな拳こぶしを見た。

「……拙せつにもよくわからぬ」

「何だよ、それっ」

「……わからぬものはわからぬのじゃっ」

　すると、フィフは急に不ふ機き嫌げんになって、逃げるようにずかずかと歩き出し、あっという間に八代たちに追いついてしまい、それ以上は訊きくことは出来なかった。

「……ったく、何なんだか」

　文人はため息をつくとトートバッグを肩にかけなおした。

　その時、二度目の予よ鈴れいが廊下に響ひびいた。

「あ、やば──」

　生徒たちがばらばらと走り出し、文人もその中にあって慌あわてて足を速め、先をいくフィフたちを追いかけた。




　　　　　☆




　その日の放ほう課か後ご、フィフと共に教室を出ようとした文ふみ人ひとは、ふと足を止めた。目の端に、八や代しろの姿が引っかかったからだった。

　別におかしな事ではない。同じクラスなのだし、がたいもよくて目立つ。いつも周りには誰だれかがいるのがあたりまえであったし、だから、それが雲くも木きであるのは不ふ思し議ぎでも何でもなかった。

　なのに気にかかったのは、朝の事があったからだろう。文人が見ている事には気付いた様よう子すなく、二人ふたりは何事か言葉を交わしあった。とても自然で、特に雲木は随ずい分ぶんとリラックスして見えた。

　先日の、《竹たけ取とり物もの語がたり》の一件は、雲木やクラスの男子から事件の記き憶おく自体は消したものの、それは全すべての人間に及んだものではなく、彼女とクラスメートの間には、微妙な緊きん張ちよう感かんがいまだに残っていた。

　それを意に介さずに彼女と接するのは、真相を知っている文人とフィフ、それに、巻き込まれる事のなかった八代で、特に、事件とまったくの無関係な男子がいるというのは、雲木にとっても救いだろう、と文人は思っていた。

　その雲木は、八代に対して屈くつ託たくなく笑うと、一いつ瞬しゆん、周囲を気にする様子を見せてから鞄かばんの中からカラフルな紙袋を取り出し、八代に渡した。

　八代は中身を確かく認にんする事もなく、サンキュ、と唇を動かしてそれを鞄にしまおうとして入らないことに気付いた。当然だ。あんなに潰つぶしていては。

　すると、雲木は鞄の中からコンビニのレジ袋らしきものを出して、八代に渡した。助かる、といったような事を言って、八代は紙袋をレジ袋に突っ込んで、何か納得したように、大きく頷うなずいた。

「フミヒト、行くぞ」

「──え？　あ、うん」

　フィフの声に、文人は踵きびすを返して教室を出た。一瞬、雲木がこちらを見たような気がしたが確たしかではなかった。

　それにしても──文人は微かすかに眉まゆを寄せた──八代は何を頼んだのだろう。袋からでは中身までは当然わからなかった。そもそも何な故ぜ、彼女に頼む必要があったのか。八代は帰宅部であり、特に塾じゆくに通っているわけでもないと言っていたから、時間はあるはずだ。

「面おも白しろくないのか？」

　階段をはねるように上がりながらフィフがそう言うのが聞こえて、文人は顔を上げた。踊り場に、彼女は腰に手を当てて君くん臨りんするように立っていた。

「何が？」

　と訊きくとフィフは、ふふんと鼻を鳴らした。

「ヨミじゃ。ヤシロに何か渡すのを、そなた、じっと見ていたじゃろ。ヤシロにだけ何かあげていたのがくやしいのであろ？　人のものを欲しがるとは、子供じゃなあ」

　フィフは、お姉ねえさんぶった口く調ちようでそんな事を言った。

「思ってないよ、そんな事」

　文ふみ人ひとは少し足を速めて階段を上がり、踊り場のフィフを追い越してさらに上に向かった。抜かれたのが口くち惜おしいのか、彼女はちょっとむっとして、すぐにあとを追いかけてきた。

　文人が考えていたのは、雲くも木きは八や代しろの事が好きになったのかな、という事だった。正直そうだと助かる──はずなのだが、微かすかな寂しさのようなものを感じて、それが喉のどに刺さった小骨のように不快だった。

「じゃあ、何であんなに見ていたのじゃ？」

　文人はため息をついた。答えないときっといつまでも訊かれ続ける。

「雲木と八代がいい雰囲気だな、って思ってみてたんだよ」

「いい雰囲気？」

「雲木が八代を好きなんじゃないか、って事」

「まさか！　だってヨミは文人を好きなんじゃろう？　それこそ《禁書》に憑つかれてまで、想おもいを遂げようとしたのじゃぞ？　ありえん」

「人の気持ちなんて、風かざ見み鶏どりみたいなものだよ。風向きが変われば、顔の向きも変わる」

「ヨミがそんな女だとは思えんが……」

　文人もそう思う。

　だがそれにしては、二人ふたりの間に何か秘密の匂においがした。

「いいんだよ」

　自分に聞かせるように、文人は言った。

「僕らには関係のない話さ。彼氏だとか、彼女だとか、そんなのは心に余裕がなきゃ相手に出来ない。けど僕らにはいま、優ゆう先せんしてすべきことがある──だろ？」

「ん、そうじゃ」

　フィフはこっくりと頷うなずいた。

「きちんとわかってくれていて、拙せつは安心じゃ。何しろフミヒトは何がどうでも、拙の《まいすた》である事が第一なのじゃから。それを忘れぬようにの」

「出来る事なら忘れたいけどね」

　フミヒトは笑いながら、胸に張りついた文庫サイズの革本の表紙を、シャツの上から指で叩たたいた。これがある限り、一いつ瞬しゆんでも、忘れる事は許されない。笑えみを浮かべるだけの気持ちの余裕は出来たが、恐怖は常に付きまとっている。

「……今日きようは、何か手がかりがあるかな」

「どうかの。グリーズ・ビーは管理が主おもな仕事じゃから。《活字》がもたらす情報の整せい理りも任されておるから、何かあればすぐに知らせてはくれるはずじゃけど……今日きようも一日、何事もなく学校生活が送れたという事は、目ぼしい報しらせはなかった、という事じゃろうな」

「だ、ね」

　文ふみ人ひとは、少しもリアルではないのに可愛かわいさの欠片かけらもない巨大な熊くまのぬいぐるみの頭を被かぶった少女の姿を思い出し、笑いそうになった。フィフの話では優ゆう秀しゆうな《司書》らしいのだが、とにかくドジで、しょっちゅうあちこちぶつかっては、棚や壁かべに謝あやまっているという娘こなのだ。

「《奴やつ》に関して、新しい情報とかないの？　何か思い出したりとかは？」

「残念ながら、なしじゃ」

　口くち惜おしそうにフィフは眉まゆを顰しかめた。

「すっかり忘れたままじゃ。じゃが、《奴》が拙せつらの近くに現れたということは、早晩、《奴》に近しい《禁書》共も、姿を現すに違いない」

「側近ってことか。どんなやつ──いや、どんな《本》があるんだ？」

「噂うわさばかりで詳しい資料はないのじゃが……拙と同じように刃物に秀ひいでた《禁書》があるとは聞いた事がある。どんな物語かはわからぬが」

「刃物、か……《禁書》かどうかは置いておいて、フィフには、何かその手の心当たりはあるかい？　あいにくと僕は本を読まないからさっぱりなんだけど」

「わかっておるなら読めばよいのに」

　ぶつぶつと言いながらフィフは、そうさの、と続けた。

「有名なところでは《アーサー王おう伝説》はどうじゃ？　あれには《聖剣エクスカリバー》が出てくる。聞いた事ぐらいはあるのではないか？」

「いや、ぜんぜん」

「勉強不足じゃなあ……。《アーサー王伝説》というのはイギリスに伝わる話でな。ぶっちゃけて言うと、湖の妖よう精せいから貰もらった《聖剣エクスカリバー》で、アーサー王が平和な世界を築きずく話じゃ。その剣には《力》がある」

「その《禁書》が？」

「それは知らん。少なくとも拙は遭そう遇ぐうした気はせぬな。うーむ……何か、刃物の得意な《禁書》とやりあった覚えはあるのじゃが、細かいところはさっぱりじゃ」

「頼りないなあ……」

「仕方あるまい。拙は《奴》からフミヒトを守るために記き憶おくを失ったのじゃから♪」

「なんか、都合のいいように言いい訳わけに使ってない？」

　すると、フィフはやれやれと首を振った。

「そんな風ふうにしか思えぬとは……心がひねておるのう、フミヒトは」

「フィフ程ほどじゃないけどね」

「何じゃと！　拙せつはひねてなどおらん！」

「いたっ！」

　上の段から頭をぴしゃりと叩たたかれ、文ふみ人ひとはつんのめった。顔を上げると白髪の少女は思い切り舌を出し、べろべろんと動かしていた。

「こ、の……っ」

　さすがに頭にきて、その舌を思いっきり引っ張ってやろうか、と思ったその時。

「──江え本もと！」

　階段の下から聞き覚えのある声がして、文ふみ人ひとは足を止め、振り返った。

　誰だれもいない階段を、一段抜かしで上がってくる雲くも木きの姿が見えた。肩までの髪が踊り、それ程短くはないスカートが一足ごとに翻ひるがえる。隣となりでフィフが何な故ぜか大おお仰ぎように眉まゆを顰しかめるのが視界に入ったが、それは一いつ瞬しゆんで、すぐに不敵な笑え顔がおになった。

　雲木はそんなフィフをちらりと一いち瞥べつすると、ぎこちなく微笑ほほえみ、はぁ、と深呼吸をして息を整ととのえた。ブラウスの下で、程々に大きい胸がゆっくりと前後するのを見てしまって、文人は慌あわてたが、動揺を顔に出さないことには成功した。

「よ、よかった……追いついて……」

　喘あえぎながら、雲木は眼鏡めがねの位置を直した。額ひたいには微かすかに汗が滲にじんで、廊下の窓から差し込む光にきらきらと光っている。

「や、やあ……」

　文人は微笑んだ。当たり障りのない笑顔を目指したのだが、上う手まくいっただろうか。

「どうしたの？　急いで」

「う、うん、教室を出てくのが見えたから、今日きようも図書室に行くのかな、って思って」

「まあね」

　と言って、文人はフィフを見た。

「僕は興きよう味みないんだけど、フィフがさ、どうもはまっちゃったみたいで」

「うむ」

　何となく偉そうに、フィフは頷うなずいた。そんな彼女の様よう子すに雲木は少し苦笑すると、けど、と続けた。

「江本の家には、うちの図書室にあるのよりもずっと立派な本があるんでしょう？」

「立派なのは装そう丁ていだけ、って言ったら、中身を書いた人に怒られるかな。──とりあえず、行かない？」

　文人は指を立てて上を示し、再び歩き出した。フィフがすぐ隣りを、一歩下がって雲木がついてくる。それを確かく認にんしてから、うちの本の価値はさ、と続けた。

「装丁にこそあるんだって。中身はオマケみたいなもんらしいよ。まあ、父とうさんが気に入った本だから、それなりに中身も立派だって母かあさんなんかは言うんだけど、僕は読もうとも思わないし、興きよう味みもない」

　声に込められた拒絶の意思を感じ取ったのか、雲くも木きは、そうなんだ、と言ったあと、それ以上重ねては、文ふみ人ひとの家にある本について訊きこうとはしてこなかった。

　その方がいい。

　父が絡む話題になると、文人は何な故ぜか冷静ではいられなかった。むかつくし、いらつく。そんな顔を雲木に見せて、わざわざ不快な思いをさせる事もなかったし、そんな家の事情を知られたくもなかった。

　文人たちは、黙だまったまま残りの階段を上がった。

　やがて、段の向こうに重厚な木の扉とびらが見えた。古い屋や敷しきから移い築ちくした年代物の扉で、それだけで相当な価値があるらしい、図書室の扉だ。

　やっとこの空気から解放される──そうほっとした時、

「え、江え本もと」

　雲木が自分を呼んだその声に、ただならぬ緊きん張ちようを感じて、文人は思わず足を止めた。

　振り返ると、眼鏡めがねの向こうの瞳ひとみと、しっかと視し線せんが合った。真剣な顔。微かすかに顰しかめられた眉まゆは、見ようによっては泣き出しそうにも見える。

（な、何だ……？）

　文人は、つられるように眉を顰め、その時、ふとある可能性が思い浮かんで、胸がざわめくのを感じた。

（ま、まさか──ここで告白っ……!?）

　ごくり、と喉のどが鳴り、心しん臓ぞうが、どど、と速くなり始めた。どうしよう。どうする？　どうしたらいいのかわからない。そんな事──困る。嫌いやではないが、困る。

　だが、その可能性を文人はすぐに打ち消した。

　ありえない。彼女と二人ふたりきりというシチュエーションならまだしも、傍そばにはフィフがいる。まさか雲木がそれ程ほど周りが見えていないはずはない。こちらが意い識しきしすぎだ。

「あ、あの……」

　雲木は唇を舐なめた。フィフは口を挟むことなくただ黙だまってみている。

　文人は首を傾かしげ、先を促うながした。あまりゆっくりもしていられない。図書室が閉まる時間までには、用事をすませなくてはならない。

「あの、さ」

　と言った雲木の組まれた手は、指が白くなる程力がこもっていた。

「八や代しろに渡したあれ……何でもないんだよ？」

「え？」

　文人は目を瞬しばたたき、それから、あ、と呟つぶやいた。

　わかった。

　おそらくは、そういう事だ。

「……何か渡してたよね、そういえば」

　雲くも木きは頷うなずいた。

「ちょっと……頼まれたものがあって、ほら、わたしたちって中学が同じでしょ？　八や代しろも、他ほかに頼める人がいなかったみたいで。だから、わたしが特別に何かってわけじゃなくって、たまたまわたししかいなかったっていうか……つまり、そういう事だから」

　じっと見つめてくる目からは、必死な気持ちがひしひしと伝わってくる。

　雲木は、誤解されたのではないか、と怖おそれたのだ。八代と何か友人以上の関係にあると思われたのではないか、と。きっとそうだった。

　それを思うと、文ふみ人ひとは胸が熱あつくなるのを感じた。だが、それを面おもてに出すわけにはいかない。彼女の気持ちを知っていてはいけないのだから。そのように振ふる舞まわなければ。

「へえ、そうなんだ」

　文人は何とか微笑ほほえんでみせる事に成功した。

「そっか。雲木、八代と中学一いつ緒しよだったんだもんね。いいよねそういうの。僕は、同じ中学出身の生徒は、皆、別のクラスだし、そもそも中三の時のクラスメートは誰だれもうちの高校を受じゆ験けんしなかったから、一から友達作らなきゃならないのが大変でさ」

　それを聞くと、雲木はほっとしたような表情を浮かべた。

　勢いで言ってしまったものの、言わずにはいられなかったものの、不安はあったのだろう。何でそんなことわざわざ僕に？──そう訊きき返されてしまう可能性もあったのだから。しようとも思わなかったけれど。

　彼女は眼鏡めがねを直すようにして、表情を手で隠した。

「八代とはすぐに仲良くなれたでしょ？」

　僅わずかに見えた口元には微笑がある。

「ああいう性格だから、女子にも結構人気があるんだよ？　いまのところ、ちゃんとアプローチした子っていないみたいだけど」

「へえ」

　何となくわかる気がした。八代はどこか頼れるような雰囲気がある。性格は明るいが、うるさく騒さわぐのとは違う。いまも中学ののりで馬ば鹿かをやる男子は多いが、そうした生徒を馬鹿にせずに見守っているような、そんな感じもある。

「あ！　わたしは違うよ？　ほ、ほら、中学からの知り合いって、何だかそういう感じじゃないっていうか……でしょ？」

　文人は、そうだね、と相あい槌づちを打った。ものすごく適当な感じになってしまったか、と思ったが、雲木が気にした様よう子すはなかった。ただ、ほっとしている──そういう表情だった。

「フミヒト！」

「うわ！」

　後ろから膝ひざを押され、文ふみ人ひとは危あやうく階段を踏み外しそうになった。

　危なすぎる！

　怒ってフィフを振り向いたが、彼女の機き嫌げんはさらに悪かった。腕に巻いた時と計けいの表面を、こつこつとゆっくり叩たたいて見せる。そうだった。文人はため息をついて怒りを治めると、わかってる、と頷うなずいて雲くも木きに向き直った。

「雲木は、今日きようは当番？」

　図書室を指し示す。

「え？　あ、ううん。違うわ。だけど、どうせここまで来たんだから、顔、出してこうかな」

「そっか」

　と言って、文人は階段を上がった。そうして、重厚な扉とびらの把とつ手てに手をかけ、とても重いそれを開いた。

　ひんやりとした空気が肌を撫なでていく。どの教室にもクーラーはあるが、それと比べると快適とはいえない。それはここの空くう調ちようが人よりも本にあわせてあるためだった。少し効きすぎな感じがするのはしかたがない。

　貸し出しカウンターに、司書の姿はなかった。今日はいつもなら夏か宰さい都みやこという女性司書がいるはずなのだが、留守のようだ。息をつく音が聞こえて、振り向くと何な故ぜか雲木が安あん堵どしたような表情を浮かべていた。

「──あれ、詠よみちゃん？」

　その時、書棚の間から一人ひとりの女子生徒が出てきて、雲木を、それから見定めをするように文人とフィフの事を素す早ばやく一いち瞥べつし、そうして改めて雲木に向き直った。

「今日、当番じゃないよね」

「うん。ちょっと時間あったから、何かする事あるかな、って」

「そうなんだ！　助かったよー！　丁度さっき、注文してた本が届いて、これからリスト作って、蔵書票貼はって、ってしなきゃならなかったの！　手て伝つだって！」

　女子生徒は、ぱん、と顔の前で手を合わせた。

　雲木は、うん、と笑って、文人を振り向き、それじゃあ、と言って、その女子生徒に腕を引かれ、貸し出しカウンターの奥にある部へ屋やに引っ張られていった。

　文人は、ふう、と息をついた。それで初めて、自分がやたら緊きん張ちようしていたのだという事に気付いた。だが、嫌いやではなかった。

「まったく……けなげじゃな、ヨミは」

　フィフが腰に手を当てた。

「それに比べて……あれだけ気持ちが漏れているのに、どうしていままでヨミの気持ちに気付かなかったのじゃ？　まったく、フミヒトはにぶちんじゃな。拙せつならすぐに気付く」

「にぶちんて……」

　どこの言葉だよ、と思ったが言わずにおいた。こんなところでそんな事を言い争っても、それこそ時間の無む駄だだ。しかし、すぐに気付く、というその自信はいったいどこから来るのだろうか。

（まあ、フィフはいつも、根拠のない自信に満ち溢あふれてるけどね）

　前向きと言えるのかもしれない。先に対する不安がまったくないわけではないのだろうが、それを見せる事はほとんどない。それを、うらやましいと思わない事もない。

　文ふみ人ひとはそっと胸に手を当てた。

　シャツの下の硬い本がわかる。その奥に、《奴やつ》に紙に変えられた心しん臓ぞうの鼓動を微かすかにだが感じることが出来た。いまのところ、まだ、不具合はない。何リットルもの血液を送り出しているのだろうに、破れたり、ふやけたりもしていない──いまのところは。

　文人はフィフと二人ふたり、ずらりと並んだ書棚の列に分け入った。辺あたりはとても静かで、ほとんど人の気け配はいはなかった。図書室の不人気は相変わらずだ。朝の読書の時間も、本を読む楽しさを知らしめるには至っていない。それは文人にも言える事だったが。

　フィフは《自然・科学》《産業・工業》と案内の板が張られた書架の前に立った。それに向かって彼女は手を伸ばし、

「……開け、知ち識しきの館やかたの門。書物は決してうつろわぬ人の永遠の至宝なり……」

　ひそひそとした声で呟つぶやいた。

　すると書架が不意にぼやけ、眩暈めまいを起こしたかのように二重写しになって、やがて本当に二つの書架になった。《自然・科学》と《産業・工業》の二つに。

　フィフは新たに出来た書架と書架の空間に、何の案内もない暗がりに、迷う事なく進み、文人も後を追った。書架の間に入る瞬しゆん間かん、薄うす皮かわを一枚剝はがされるような違和感があって、毎回の事とはいえ、これにはどうも慣なれなかった。

「何じゃ？」

　頭を搔かいた文人にフィフが振り返ってそう訊きいてきたが、文人は、別に、と答えた。気持ち悪い、などと言えば、駄だ目めじゃなあ、とか言われるに決まっている。何が駄目なのか、その理由は言わないで。

　薄暗い書架と書架の間を真まっ直すぐに進んでいくと、やがて、扉とびらに行き当たった。それは、図書室の入り口の扉にも負けてはいない重厚で立派なもので、ただし両開きではなかった。

　扉には木のプレートが打ちつけられていて、何な故ぜか日本語で、

『ぐりいず・びぃ』

　と彫り込まれていた。その扉を、フィフは何の遠えん慮りよもなく、どんどんと叩たたいた。

「グリーズ！　来たよ！」

　そのくらいでは壊こわれる事もなさそうだが、まったく容よう赦しやがない。

「い、いま開けるよー……！」

　そんな泣きそうな声が扉とびらの向こう側からして、かちりと鍵かぎの外れる音が聞こえた。フィフが下がると、扉は軋きしみを上げて開き、その隙すき間まからひょっこりと熊くまのぬいぐるみの頭が覗のぞき、文ふみ人ひとは毎回の事ながら思わず息を吞のんだ。

　ぬいぐるみとはいっても何とも不気味で、黒目よりも白目の部分が多い大きな目の視点はまったく定まっていない。しかしそのぬいぐるみの首から下は普通の女の子の格好で、今日きようのはヨーロッパのどこか──スイス辺あたりの民族衣い装しようを思わせた。

「ど、どうぞー……」

　グリーズは脇わきに退どいて、文人たちを中に通した。そこは塔を思わせる建物の内部で、どこまでも高い円を描く壁かべにずらりと本が収められているのを見て、文人は何とも言えない居い心地ごこちの悪さを感じた。

　家と同じ臭においがする。革と古い紙──本の臭いだ。

　部へ屋やの中央にはただひとつのラウンドテーブルがあって、椅い子すが三脚、置かれている。フィフは勝手を知る者がするように、勧められもしないのに椅子に座り、大きく息を吸い込んで微笑を浮かべた。

「やっぱり、文人の家はここと同じ匂においがする♪」

「そうなんですかー？」

　扉を閉めたグリーズは、いつの間にかその手にポットとカップを載せたトレーを手に、よたよたとテーブルに寄りながら首を傾かしげた。

「よいお家うちなのですねー」

「ちっとも」

　文人が舌を打つようにそう言うと、グリーズは一いつ瞬しゆん体を強こわ張ばらせ、トレーの上でカップがかちゃりと音を立てた。

「あ、ごめん」

　文人は慌あわてて謝あやまった。グリーズはとても臆おく病びようなのだという事を、つい忘れてしまう。彼女は、いえ……、と呟つぶやいて椅子を勧めてくれ、文人が座るとグリーズはぎこちない手つきで紅茶を淹いれて、文人たちの前に置いた。

　それにしても、と文人は思う。あんなに大きなものを被かぶっていて、肩は凝こらないのだろうか、と。それとも、一人ひとりの時は脱いでいるのだろうか。

（普通に考えればそうか）

　素顔を見てみたいと思わなくもないが、人には誰だれにも触れられたくないことがある。誰にも地雷のスイッチがある。彼女はそれを堂々とアピールしているのに、あえて踏む事はない。

　文人はトートバッグをテーブルに置いてカップを引き寄せると、すう、と息を吸い込んだ。鼻の内側にこびりついた古い本の臭においが、さわやかな紅茶の香りに洗い流されて、頭まで冴さえてくるかのようだ。

　ここは《虚うつろの図と書しよ館かん》。

　フィフの説明によればここは次元の狭はざ間まのような場所に古代から存在する《智の宝物庫》で、古代エジプトの偉大な魔ま術じゆつ師しが造ったのだとか、その筋の人には有名人らしいソロモンという名の魔術の王が造ったとか、諸しよ説せつあるとの事だった。

　ある一定の数の本がある場所ならどこにも通路を繫つなげる事が出来るらしいが、いまは文ふみ人ひとの通う鐘しゆ翠すい善ぜん高校の図書室にのみ、接続している。

「お菓子はないの？」

　無ぶ遠えん慮りよにフィフが訊きくと、グリーズはテーブルの下から一冊の本を出した。それを開くと中からショートケーキの仕掛けが立ちあがって、たちまち本物になった。グリーズはそれをフィフの前に置いて、文人には別のページを開いて出したチーズケーキをくれた。

　グリーズが使ったのは、文人のトートバッグの中に入っている《本》と同じものだった。

　飛び出す絵本──ただし仕掛けが《本物》になる、特別な。

　フィフも、そしてグリーズも、人間ではない。彼女たちは《生ける仕掛け絵本》だ。素材が紙だから、水と火には弱く、人一倍怖おそれる。自分の《本》から出た物は平気だが、他ほかの《本》から出た水は本物と同様にフィフを溶かし、火は彼女たちを燃もやす。

　しかし、この紅茶はグリーズの持つ《本》から出たもので、その理屈から言えばフィフには飲めない代しろ物ものだったが、例外だった。

　グリーズの使ったのは、特別製の《最初の十冊》の内うちのひとつで、《生ける仕掛け絵本》の全員が共通して使えるものだということだった。飛び出した仕掛けの料理を食べても、人間にも害はない──栄養もないが。

　フィフはそれをおいしそうに食べた。

　仕掛けを勉強して、同じものを家でも出せるようになりたいとは思うのだが、人の思いが最終的に出来を左右するという、その精せい神しん論ろん的てきな部分があるせいか、似たようなケーキを作れるようにはなったのだが、あまりおいしくはなく、フィフはそれがいたく不満のようで、ちょっとうるさい。

「……それで」

　半分程ほど食べて、文人はフォークを置いた。別に今日きようはお茶に呼ばれたわけではない。

「グリーズ。何か《奴やつ》の情報は？」

　恐ろしく長いストローを被かぶり物ものの下に突っ込んで紅茶を飲んでいた彼女は、慌あわてた様よう子すでそれを抜いたがむせ返り、頭の重さに耐えかねて椅い子すから、どすん、と転げ落ちた。

「相変わらずのどじっ娘こぶりじゃな♪」

　フィフがそう言うのを聞きながら、文人は椅子を立ってグリーズに手を伸ばした。だが彼女は、大丈夫です、と消え入りそうな声で言って自分でよじ登るようにして椅い子すに戻った。

　もてあました手を、しかし、文ふみ人ひとは気にはしなかった。これが初めてではない。嫌われているわけではなく、彼女はいつもこうなのだ。

「えっと……」

　グリーズは、両手でぐらつく被かぶり物ものを押さえた。

「……正直に言ってしまいますと……すいません、ごめんなさい……《奴やつ》の情報は、いまのところ特にはないです……。あちこちの本を通して探ってはいるんですけれど……どこに隠れたのか少しもわからなくて……」

「気にするな。なあに、すぐに出てくる。そうしたら拙せつが今度こそ、ばらばらにしてくれる」

　フィフの言葉に、文人は眉まゆを顰しかめた。

「軽く言うなよ。大人おとななフィフでも引き分けにしか持ち込めなかった相手じゃないか。いまの装備で本気で勝てると思ってるのか？」

「思ってはおらんよ」

　フィフはフォークで、ちん、とカップを叩たたいた。

「拙はそれ程ほどうぬぼれてはおらん。それだけそなたに期待もしているし、信頼もしているという事じゃよ。《奴》と相見あいまみえる頃ころには、きっと拙を元のように強くしてくれる、とな。そうじゃろ？　《まいすた》どの」

　フィフは頰ほお杖づえをつき、紫むらさき色いろの大きな瞳ひとみを細め、柔らかく微笑ほほえんだ。

　その笑え顔がおに、文人はどきりとした。

「……努力はするけどね」

　言って、椅子に背中を預け、彼女から目を逸そらした。シャツの上から本の表紙を押さえる。何だ？　何で高鳴っている？　《仕掛け》の不具合だろうか？　そうだとしたらとんでもない。だが、鼓動はすぐにもとの通りに落ち着いて、文人はほっとした。

「《禁書》はどうじゃ？」

　フォークを振り回すようにして、フィフが訊きいた。

「何がなくなっているか、わかったか？」

「ごめんなさい……そっちもまだです……」

　少し泣きそうな声でグリーズは答えた。

「ビーは《書しよ籍せき管理司書》ですけど……《禁書》は部へ屋やも棚も違うので……記き録ろくがどこにあるのかもわからなくて……」

「他ほかの《管理司書》はどうしたんだ？」

　文人が訊くと、グリーズは首を振った。わからない、という事なのだろう。

　何もかもがこの調ちよう子しだった。

　いきなり現れた《禁書》──人の負の感情を煽あおって事件を起こさせ、やがてその人物を新たな《禁書》へと変えてしまう、フィフに言わせると《悪》の《生ける仕掛け絵本》──の王である《奴やつ》に、心しん臓ぞうを《仕掛け》に変えられたのが始まりだった。

　大人おとなのフィフ──ゲームのレベルで言うなら楽にそのゲームをクリア出来るくらいの強さであった──が、その身を削って何とか《奴》を撃げき退たいしたものの、代だい償しようとして《仕掛け》のほとんどと、記き憶おくを失い、いまのレベルが一のフィフになってしまった。

　文ふみ人ひとは、その彼女に《まいすた》──《仕掛け》を作り、増やす事の出来る人間──に、何な故ぜか選ばれた。

　フィフの目的は《禁書》を狩り、全すべてをこの《虚うつろの図と書しよ館かん》に戻す事。

　そんな事、もちろん文人の知った事ではなかった。まったく関係のない話だ──本当ならそうだった。

　だが、心臓を《仕掛け》に変えられてしまった以上は、そう言ってもいられなかった。戻すには《奴》を倒すか封印するしかなく、その点で、文人とフィフの利害は一致した。

　だから、文人はここにいる。

「《竹たけ取とり物もの語がたり》以来、特に動きがないのを喜んでいいのかどうか……」

「役に立つ《仕掛け》はありましたか……？」

「どうかな」

　トートバッグから《本》を出すと、文人はそれを開いた。一ページ目には何もない。そこはフィフの仕掛けがある場所で、本人が外に出ているのだから当然だった。その次のページをゆっくりと開く。

　ぐうっと《仕掛け》が立ちあがり、そして──ぽんっ、という音と共に。

「ピギャーッ！」

　そんな甲かん高だかい声を上げて、緑みどり色いろの光こう沢たくを持つ鱗うろこの生き物が飛び出し、とぐろを巻いた。

　フィフは手を伸ばした。

　するとその緑の生き物──小さな蛇のような《龍りゆう》は、彼女の頰ほおに頭を擦すり寄せ、角の間に小さな稲いな妻ずまを閃ひらめかせた。

「ドラちんじゃ♪」

　フィフがそう言うと、小さな龍はもう一度、甲高い声で鳴いた。

　初めて《仕掛け》が実体化した時は、パニックになりそうな程ほど驚おどろいたものだったが、あれが一番の驚きで、いまはもうすっかりこの超常現象にも慣なれっこだった。何な故ぜとか、どうしてとか考えてもしかたなかった。事実、起きているのだから、受け入れるしかない。

　回収した《竹取物語》から役に立つ《仕掛け》を探した文人は、一ページ一ページ、よく調しらべた。

　だが、《竹取物語》は《禁書》の中でもレベルの低い方だと聞いたのに、その複雑さは、見て触ってもそう簡かん単たんにわかるものではなかった。そこで、ネットで見つけた、飛び出す蛇の仕掛け──円形の紙を渦うず状に切って、端を右ページと左ページにそれぞれ固定して開くと、とぐろを巻いた体が伸びるというもの──を《龍りゆう》っぽくしあげてみたのだが、飛び出してきたのはごらんの通りの小さな蛇のような生き物だった。

　ただ、一応、認にん識しきは正しかったのか、その小さな龍は空を飛び、雷雲を呼ぶ事が出来た。

　とはいえ、それで発生する稲いな妻ずまは静電気程度のものだったし、降らす事の出来る雨も、ジョウロの水にも届かない程度であったので、いまのところ、フィフのペットのような存在でしかなかった。

「とりあえず、《禁書》を造った《奴やつ》がすごい《マイスター》だというのはわかったよ。何がどうなってあんな風ふうに《仕掛け》が立ちあがるのか、よくはわからない。分解出来ればいいんだろうけど──」

「それは駄だ目めじゃ」

　何度もしたやり取りを、フィフは繰くり返した。

「それは《竹たけ取とり》を抹まつ殺さつする事じゃ。いくら拙せつでもそれは出来ん」

「だってさ」

　文ふみ人ひとは肩を竦すくめた。正直なところを言えば、そんな事を言っている場合じゃないのでは、と思うのだが、強硬に反対するフィフをねじ伏せてまで実行するつもりはなかった。《本》がこの《虚うつろの図と書しよ館かん》から持ち出せない、というのもある。

「だから、いまの僕じゃこの程度さ」

「大した進歩じゃよ」

　小さな龍の喉のどを搔かくようにしながら、フィフはそう言った。

「一から始めて、もう、拙のごはんも作れるようになったのじゃから。約束のソフトクリームもちゃんと作ってくれたしの」

「わあ、いいなあ……」

　お世せ辞じか本気かわからない声でグリーズは言って、大きなぬいぐるみの顔の前で手を合わせるようにした。

　しかし、そんな風にうらやましがられる程ほどの出来ではなかった。何とかきちんとソフトクリームにはなったが、巻きが甘く、高さもなかった。幸い、味だけは良かったから助かったものの、不本意な出来だった。

「けど、フィフ。一度出したらなくなるなんていわなかったじゃないか」

　そう文人が言うと、フィフは、何を当たり前の事を、と言いたげに、白い眉まゆを片方、大おお仰ぎように上げて見せた。

「食べればなくなるのは、当たり前でないの。《本》に戻せないのだからの。ちょっと考えればわかるじゃろ？」

「それはそうなのかもしれないけど……」

　正直、一度《仕掛け》を作ってしまえば、何度でも使えると思っていた。これは楽だ、と考えていた。だが、まったく甘かった。

　フィフたち、《生ける仕掛け絵本》は、食事をしなくても飢うえて死ぬ事はないらしいが、空腹にはなるようで、文ふみ人ひとにも慣なれてくると、平然と食事を要求するようになった。

（……まあ、台紙を重ねて切り抜けばいいんだから、それ程ほど手間ではないけど……）

　最近はメニューが少々ワンパターンになりつつあり、何か新しいのを考えなければならないのが少し面めん倒どうではあった。

「それより、グリーズ。他ほかに何か、気になる情報は入ってきてはいないのかい」

　話題を変えようと、文人は彼女を振り向いてそう訊きいた。

　また、あれが食べたいこれが食べたい、と無む茶ちやな要求をされる前に、食事の話題は打ち切りたかった。強引ではあったが、効果はあったようだ。フィフも僅わずかに表情を引ひき締しめると、熊くまのぬいぐるみを向いた。

　するとグリーズは姿勢を正し、いつものぐらぐらした様よう子すがなくなって、それが文人たちを僅かに緊きん張ちようさせた。

「……何じゃ？　何があった？」

　黙もくして語らぬグリーズをフィフが促うながす。するとグリーズは一度だけ頭を揺らし、

「……実は……《禁書》が一冊、燃もやされたみたいなんです……」

　囁ささやくような声で、そう言った。

「な──！」

　がたん、と椅い子すを蹴けるようにしてフィフが立ちあがった。その顔からは血の気が引いて、肌は不自然に白く変じ、握られた拳こぶしが小刻みに震ふるえていた。

　その苛か烈れつな反応に、文人は眉まゆを顰しかめた。

「落ち着けよ、フィフ。敵が一冊減ったんだろ？　何で君がそんなに怒るのさ」

「それとこれとは別じゃ！」

　怒りを押し殺した声だった。殺そうとして殺し切れていない、震えの混じった声だった。

「わからないな。フィフだって《禁書》を壊こわすだろ？　ハサミで刻んでばらばらにして、《飛び出す》のを終わらせるんだろ？　どこが違う？」

「拙せつは──拙らは確たしかに《禁書》を壊す。動けなくするために解ばらす。けれどそれは再生が可能な範はん囲いでじゃ。たとえ《奴やつ》が作った物でも《本》は《本》。拙らはそれを抹まつ殺さつはせん。たとえそれが敵でも、じゃ」

（わからないな）

　文人は本気でそう思った。

　確かに、燃やしてしまえば《仕掛け》を参考にして新しい武器をフィフに作ってやることは出来ない。だが、残しても思った程参考にはならないと《竹たけ取とり物もの語がたり》でわかったはずだ。将来はともかく、いまは役に立たない。ならば《奴やつ》の力を削そぐのが先決のはずのいまは、燃もやしてしまうというのも方法のひとつではないのだろうか。

（母かあさんとかなら、フィフと同じことを言いそうだけど……）

　文ふみ人ひとの母は装丁師であった父の仕事に惚ほれ込んで結婚をした人だ。山のような蔵書のためには人の生活を犠ぎ牲せいにしても厭いとわない人だ。フィフと気が合うのは、深い部分でそうした気持ちが通じ合っているからかもしれない、と文人は思った。

「けど、《奴》が制裁を加えたっていう可能性はあるんじゃないか？　同じ《生ける仕掛け絵本》とはいってもイレギュラーな存在なんだし、考え方も違うんじゃない？」

「いいや」

　きっぱりと、フィフは首を振った。

「それでも《奴》も《本》じゃ。それだけはしない。水に漬けてふにゃふにゃにしても、燃やして消してしまうことだけはない」

　果たして本当にそうだろうか。文人は、グリーズの意見を知りたくて彼女を振り向いた。すると、

「……それは……ありえません……」

　珍しくきっぱりと、彼女は言い切った。

「どうして？」

　文人が訊きくと、彼女は重たそうな頭をゆっくりと振った。

「本を燃やすだなんて……そんな恐ろしいことができるのは、やったのは、長い長い書物の歴史の中で、ただ……ただ《人間》だけです……」
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「では、またあとでな、フミヒト」

　フィフは軽く手を振ると、くるりと身を翻ひるがえし、ずらりと並んだ書棚の向こうへとあっという間に姿を消した。

　翌々日の放ほう課か後ごの事である。場所はもちろん、学校の図書室だ。一昨日おとといも顔を出したばかりだというのにまた《虚うつろの図と書しよ館かん》へ行くというので仕方なく図書室へ来たのだが、文ふみ人ひとの同行が許されたのは、ここまでだった。

「今日きようは、乙女おとめの内ない緒しよの話し合いじゃ」

　そんな事を言って、文人は残される事になった。しかも、

「あ！　先に帰ったら嫌いやじゃからな。それ程ほど時間はかからぬから、待っていておくれ」

「ここで……？」

　文人が心底から嫌そうに周りを見回すと、どす、と胸に頭突きをされた。うお、と呻うめくと、そのまま頭を擦こするようにしてフィフは顔を上げた。そうしているとまるで、白い髪に埋もれているように見える。

「……《仕掛け》が壊こわれたらどうするんだよ」

「そんなやわではない」

　ふん、と鼻を鳴らしてフィフは離はなれた。

「よい機き会かいじゃ。もっとじっくりこの図書室を見て回るとよいよ。ここにはなかなか良い本が揃そろっておる。きっと文ふみ人ひとの気にいる本もあるはずじゃ。重みを手に感じながら読む本は、世界が手の中に納まっているかのようで心地ここちよいのじゃから」

　そんな事を言い残して、消えてしまった。

　幸い、スカートに仕込んだ重石おもしはちゃんと役に立っているようで、少し動いたくらいでは裾すそはびくともせず、おかげでフィフが動く度たびにハラハラしなくてもすんでいる。

（にしたって、さ……）

　文人は腰に手を当てて、辺あたりをぐるりと見回した。

（この臭においだけでも勘かん弁べんして欲しいのに、好きになれなんて無む茶ちや言うよ。大体、僕、心しん臓ぞうをこんな風ふうにされたんだよ？　それも《生きてる本》に。それでどうやって……ねぇ）

　それを言うなら、フィフもまた本なのだが──しかし不ふ思し議ぎと拒否感はなかった。ほとんど本の中にいない、そのせいかもしれない。さすがに風ふ呂ろは家のは使わず、文人が作った《仕掛け》のバスルームに入るために《本》に戻るが、そのくらいだ。

　食事にしても、《本》の中に戻って取ってもよいはずなのだが、いつも文人と一いつ緒しよにリビングでとっている。その場合、文人は自分で作ったもの。フィフは《本》から出した、それも文人が作った《仕掛け》の料理だった。

（今日きようは何にするかな……）

　一度作った仕掛けの台紙はハードディスクに保存してある。あとはそれを、フィフの《本》から切り取った紙にカラーでプリントアウトして組み立てれば、それで完成だ。

（昨日きのうはカレーだったから……うどん、とか？）

　カレーやうどんのような液状のものは、《仕掛け》としては簡かん単たんな部類に入る。

　何な故ぜなら、それ程ほど立体感を出さずともいいからだ。平面の絵が複層的に立ちあがる事で具を表現してやると、目を瞠みはるほどそれっぽくなる。

　それでも、『イラスト』『食品サンプル』『本物』という風に段階を踏んで、ようやく食べられるものになった。

（そんなのばかり上う手まくなっても仕方ないんだけど……）

　文人はぶらぶらと書棚の間に入っていった。本当は、フィフの武器であるハサミの強度や斬きれ味あじを増す事を考えなければならないのだが、ハサミはハサミなので、刀と違い、なかなか上う手まくは行っていなかった。

（考え方を変えた方がいいんじゃないかな……）

　文ふみ人ひとは、ずらりと並ぶ本を特に興きよう味みなく眺めた。

（僕も仕掛けを出せるんだから、上う手まく使えば援えん護ごが出来る。フィフはハサミにこだわってるみたいだからそれは仕方ないとしても、フィフが戦ってる間、何もする事がないっていうのは、役立たずだよな）

　そう思う。

「──あれ、江え本もと」

　書棚の間からそんな声が聞こえて、文人はどきりとして足を止めた。

「雲くも木き……？」

　す、と棚の向こうから、本を抱えた彼女が現れ、眼鏡めがねの奥で少し硬く微笑ほほえんだ。緊きん張ちようしている。雲木は、瞳ひとみだけで辺あたりを見回した。

「……一人ひとり？」

「まさか。僕が一人で図書室に来ると思う？」

「んー……誰だれかに会いにきたとか」

　雲木の瞳に微かすかに期待のような色が浮かぶのを、文人は見た。本当に微かに、頰ほおに赤みが差し、服の上からでも彼女の鼓動が少し速くなっているのがわかる気がした。

　何か急に緊張してきて、文人は掌てのひらに汗を搔かいている事に気付いた。それをズボンになすりつけながら、雲木から無理やりに目を逸そらした。

「残念だけど、はずれ。だいたい、人をわざわざ呼び出すんなら、もっと人目のないところじゃない？　ここは、誰もいないってわけじゃないし」

　言って、雲木を指すと、彼女は、そうだね、と笑った。よかった。緊張がほぐれてきた。雲木は軽く握った拳こぶしを口に当てるようにして、眼鏡の向こうで上うわ目め遣づかいになった。

「でも、呼び出して何をしようっていうのかな？」

「さあ？　僕は別に呼び出されたわけじゃないから。いじめとか？」

「ちょっと古くない？　昔のドラマじゃないし」

「そうだね。喧けん嘩かをしようっていうなら、学校の中ならやっぱり校舎裏とか？　あそこはやっぱり定番だよね」

　すると、雲木の眉まゆが微かに曇くもった。

「……江本……ひょっとして、した事あるの？」

「え？　何を？　呼び出しを？　まさか！」

　文人は、とんでもない、と首を振った。

「そんな事しないよ。僕はそんな熱ねつ血けつじゃない。八や代しろなら、ありそうだけど」

「そうだね」

　くすり、と雲木も笑った。

「だけど中学に上がったころはあんな風ふうに人当たり良くなくて、独り、って感じだったよ」

「あいつが？」

「うん」

　雲くも木きは本を持ったまま、棚に寄りかかった。

「わたし、八や代しろとは中一から一いつ緒しよなんだけど、前はもっと喘ぜん息そくひどくって、いっつも吸入器を持ち歩いてて、しゅこしゅこやってたんだ。だけど、小学生の頃ころ、それをからかわれたらしくって、それでだと思うけど、なんか人を寄せつけない感じだったな」

「ふうん……」

　想像もつかなかった。いまはそれを取り返そうとして、あんなにあけすけなんだろうか。

「それが何で？　何かきっかけでもあった？」

「どうなんだろ。前より喘息がよくなったっていうのはあるんじゃないかな。いまの病院に変えてかららしいけど」

「そうなんだ」

　あるだろうな、とは思えた。だからといって、やたらと構うのはやめてほしかったが。あれだろうか。かつての自分を見るようで放っておけないとか思っているのだろうか。

「それで……？」

　雲木が微かすかに首を傾かしげた。再び、緊きん張ちようが声に滲にじんだ。

「……本当は、何をしにきたの？」

　じっと見つめられ、文ふみ人ひとは、気付かれないように唾つばを飲み込んだ。

　期待されている事は、何となくだがわかった。

『わたしに逢あいに来てくれた、とか？』

　そんな風ふうに答えて欲しい、と思っているのではないか、と思うと、鼓動がまた速くなった。正直に言えば、雲木の気持ちは嬉うれしい。ドキドキする。だけど、いまはそんな風に楽しく過ごせる体では、立場ではなかった。一刻も早く心しん臓ぞうを元に戻し、全すべてはそのあとだった。

「えっと──フィフだよ」

　文人は、本当のことを言った。続く理由は噓うそだったけれども。

「何か、探したい本があるとかでさ。その辺にいるんじゃないかな」

「そっか……」

　雲木は微笑ほほえんだが、その笑えみには失望と、あとは何な故ぜか安あん堵どが入り混じっていた。

「フィフちゃん、本当に本が好きなんだね」

「好きって言うか……本そのものだね」

　それは本当の事だったのだが、雲木は、やだ何それ、と言って笑った。と──

「──図書室では静かに、でしょ」

　どこか棘とげのある声に雲木の笑みは消え、文人は彼女と声のした方を振り返った。

　棚に寄りかかるようにして、一人ひとりの女性が立っていた。雲木や、クラスの女子とはまったく違う、細いのに量感のある肉体の、女、という字がぴたりと来るような、そんな大人おとなの女性だった、彼女は。

「夏か宰さいさん」

　文ふみ人ひとがそう名を呼ぶと、彼女はふうっと微笑ほほえんだ。それは何な故ぜか、昨夜ゆうべ食べた完かん熟じゆくしたマンゴーの味を思い出させた。

　夏宰都みやこ。この図書室の司書の一人ひとりである。今日きようはタンクトップにジャケットを羽は織おり、ぴったりとしたハーフパンツという格好だった。長い髪をポニーテールにしていて、いつもと違って見えたが、何より大きく開いた胸元に目のやり場が困った。大きな胸がこぼれそうになっている。深い谷間に汗が光った。

「……すみません、気をつけます」

　さっきまでとは違うどこか硬質な声で、雲くも木きはそう言い、微かすかに頭を下げた。

「わかればいいんだけど……もう仕事は済んだの？」

「あと少しです」

「そう。じゃあ、早くね。あと少ししたらまた新しい本が届くみたいだから」

「わかりました」

「…………」

「…………」

　沈ちん黙もくがやってきた。

　夏宰と雲木は文人を間に挟んで何な故ぜか黙だまり、互いをじっと見つめた。睨にらむという程ほどではないが、それに近い目をしている。

（何なんだ……）

　どうにも、この二人ふたりの間に走る緊きん張ちよう感かんの理由がわからなかった。

　文人から見て、夏宰は決して悪い人ではない。雲木が嫌いなタイプとも思えなかった。雲木にしてもそうだ。図書委員の仕事も真ま面じ目めにこなしているし、本も好きだ。なのに、二人に挟まれていると、むずむずする。居い心地ごこちが悪い事、この上ない。

「……そうだ！」

　どこかわざとらしく大おお袈げ裟さに、夏宰は手を叩たたいた。タンクトップに包まれた胸が、ふるん、と大きく揺れて、文人はどきりとした。気付かれたのか、夏宰が微笑む。その笑えみに少し後ろめたさを感じて視し線せんを逸そらすと、雲木がちらりと自分の胸に視線と落して、軽く唇を嚙かむのが見えた。

　ね、と夏宰がさらに微笑む。

「江え本もと君。約束のあれ、いつにする？」

「あれ……？」

「やだ。ほら、ごはんおごるって約束したじゃない」

「あ──」

　確たしか、そんな事を彼女が言っていた事を文ふみ人ひとは思い出した。だが、約束をした覚えはなかった。夏か宰さいが一方的に、おごるから、と言っていたのであって、はいと返事はしてない。むしろ遠えん慮りよしたい気持ちの方が強かった。

「……何ですか、それ」

　雲くも木きの声には、はっきりと動揺が感じられた。

「や、それは──」

「この間、雲木さんが図書室の鍵かぎを持っていっちゃって、そのままにしたでしょう？」

　文人が説明する前に夏宰がそう言ってしまった。案あんの定じよう、雲木の表情が見る間に曇くもった。彼女はそれを事実としては文人から聞いて知っているが、記き憶おくとしては持っていない。

　その時に、と夏宰は続けた。

「江え本もと君に鍵を頼んじゃったから、お礼にごはんをご馳ち走そうすることになってるの。迷めい惑わくかけちゃったんだし、大人おとなとしては当然の配慮っていうか──そういうこと」

　夏宰はどこか勝ち誇ったような微笑を浮かべた。

　そのせいだろうか。雲木の顔は夕ゆう立だちの前の空のように暗く曇り、唇を白くなる程ほど嚙かんだ。

　再び、場は沈ちん黙もくした。

　何な故ぜか、嫌いやな感じの汗がうなじの辺あたりから噴ふき出だしてきて、文人は何度も唾つばを飲み込もうとしたが、どうにも上う手まく行かなかった。

　雲木と夏宰に挟まれ、

（……早く戻ってきてくれよ、フィフ！）

　文人は、ただひたすらに、そう願ねがった。
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「……新しい《マイスター》さんは、どうですか……？　フィフさん」

　いままさにホットケーキを口に運ぼうとしていたフィフは、大きな口を開けたまま、一いつ瞬しゆん、どちら──喋しやべるか、食べるか──を先にするか悩んで、フォークを置いた。

「ま、よくやっておるのではないかな？」

　大きな熊くまのぬいぐるみの頭が傾かしぐ。

「本当に……？」

「それはまあ、まだ、いささか頼りないところはあるよ。《仕掛け》作りの腕も、いまいちではあるし……けれどそれは、仕方のない事ぢゃ。拙せつの《まいすた》になって、日が浅いのじゃから。なかなか簡かん単たんには行かぬよ」

「ずいぶんと、お気に入りなんですね……」

　グリーズは、ふふ、とぬいぐるみの向こうで笑った。

「確たしかに、可愛かわいらしい少年ではありますけど」

「それをフミヒトの前で言うなよ？　年とし頃ごろの男子はそんな風ふうに言われるのは好かぬようじゃから。臍へそを曲げられるとやっかいじゃ」

「……お好きなんですか？」

　紅茶を飲んでなくてよかった、とフィフは思った。もし何か口に含んでいたら、間違いなく、ぶう、と噴ふき出だしていただろう。

「す、好き……？」

「ええ……フィフさんは、文ふみ人ひとさんの事を話す時、いつも楽しそうなので。ですから、好きなのかな、って思って」

「そ、それはまあ……《まいすた》ぢゃし……き、嫌いでは、戦えぬから……そ、そういう言い方も出来るとは、お、思うけれど……」

　何となく手元が落ち着かなく、気付けば指でテーブルに『の』の字をなんども書いていて、フィフは慌あわててやめた。何だか、顔が熱あつかった。体は《紙》で出来ていても、《仕掛け》は出来る限り《人》を再現しているから、人に起こる反応はとうぜん起こった。ないのは排はい泄せつや新しん陳ちん代たい謝しやくらいだ。

「フィフさん、可愛らしい……」

　もう一度、ふふ、とグリーズが笑い、フィフはちょっと唇を尖とがらせた。何を言っても上う手まく説明が出来そうになかった。もちろんフミヒトの事は気に入っている。順応性は高いし、研究熱ねつ心しんでもある。だが、グリーズが訊きいた《好き》は、そういうのとは違う意味に思えた。ではどういう意味かと訊かれると答えを見つけられなかったのだが。

　誤ご魔ま化かすように、フィフはホットケーキを食べた。ふんわりと柔らかく、甘い。

　文人の作った《仕掛け》とは、味が違う。

　グリーズの話では、この《仕掛け》を作ったのは一九世紀初頭の《マイスター》だという事だった。本人が物質世界からいなくなっても、台紙とこの《本》があれば、寸分変わらないものが再現出来る。だが、こんな《仕掛け》を作れるのは、長い《マイスター》の歴史の中でも数人だけという事だった。

《禁書》である《奴やつ》も、そうした偉大な《マイスター》の一人ひとりが造りあげた、と記き録ろくにはある。《奴》存在は、少なくともこの菓子類の《仕掛け》が生まれた一九世紀には確かく認にんされているというから、少なくともそれ以前に存在した《マイスター》の手によるものには違いない。

　だが、それが誰だれかと言う事には、もはや意味はなかった。作った本人しか破は壊かい出来ないというならば問題だが、そうではない。《本》は止められる。《仕掛け》を断ち切り、その活動を止めることは出来る。最悪、燃もやしてしまうという手もある。

（拙せつは、決してせぬが……）

　否いな。出来ないと言った方が正しいだろう。それは《本》である自分たちの《枷かせ》とも言えた。そう出来ているのだ。水ならばふやけて形が崩れても残る。だが火は。炎は。何も残さない。灰は残るが、それはもう本では──紙ですらない。

（けれど、してのけた輩やからがいる……）

　それを思うと、はらわたが煮えくり返る思いがした。《禁書》であろうが、そんな事は関係がなかった。してはいけないことだ。

「フィフさん……？」

「え？　あ、ああ、すまぬ。ちょっと考え事をしてた」

「文ふみ人ひとさんの事──ではないみたいですね……」

「うん……例の、《禁書》を燃もやしたという、その事を、な。考えていたのじゃ」

　ぬいぐるみの下で、グリーズが顔を曇くもらせた──ような気が、フィフはした。彼女も同じ《生ける仕掛け絵本》であれば、嫌けん悪おを感じて当然だった。

「あれから何か追加の情報はあるの？　例えば、燃やされた《本》についてとか」

　すると、グリーズはこっくりと頷うなずいた。

「今け朝さ、情報が入りました……。燃やされたのはどうやら『ギロチン判事物語～アンドレ・アル・ルイ～』という《禁書》みたいです……」

「聞いたことないな。どんな話じゃ？」

「ええと……」

　グリーズは小さな手帳をどこかからか出して、ぱらぱらと捲めくった。とても分厚く見えるのは何度も何度も捲っているうちにページがよれよれになって膨ふくらんだのだろう。

「……『ギロチン判事』は《物語》ではありません。アンドレ・アル・ルイは、一九世紀のフランスの殺人鬼で、二八人もの人間の首を切り落として持ち去ったと記き録ろくがあります」

「何てやつじゃ！　それで何な故ぜギロチンなのじゃ？　というか、ギロチンとは何？」

「ギロチンはフランスで生まれた死刑のための道具ですよ……。柱の間を、斜めの刃が滑すべり落ちて、下の木き枠わくに固定された受刑者の首を刎はねるんです……。フランス革命ではその刑具で何百という人間の首が落ちました」

「残ざん酷こくじゃな。それで、その殺人鬼はその道具を使って、犠ぎ牲せい者しやの首を？」

「いえ……被害者が首がない状態で見つかったので、そういう呼び名がつけられただけのようです……」

「ふむ。よくある話じゃ。して、そやつが《禁書》に？」

「みたいです……。犯人は捕まったんですが、ある日、刑務所で忽こつ然ぜんと姿を消したと記録にはあります。それきり行方ゆくえ不ふ明めいになったのですけれど……一〇〇年後の《虚うつろの図と書しよ館かん》の《禁書目録》に名前が載りました」

「──それが『ギロチン判事物語』か」

　こっくりとグリーズは頷うなずいた。

　元《人間》であった《本》──だから燃もやされてもよい、という事ではない。《本》は《本》だ。そうなった以上は未み来らい永えい劫ごうこの図と書しよ館かんに保存されるべきで、かつての罪が何であれ、今いま更さらその贖しよく罪ざいを求める者がいるとは思えなかった。

「なら、誰だれが？」

　思わず疑問が声に出てしまった。答えを期待してはいなかったのだが、グリーズはまた手帳をぱらぱらと捲めくった。細い指がぴたりとあるページを押さえた。

「……焚ふん書しよ鬼き、というのを覚えていますか、フィフさん……？」

「ふん──何？」

「焚書鬼。……書物を焚たく鬼です。《禁書》を──《生ける仕掛け絵本》を、神の領域に踏み込んだ行為によって生み出された、存在の許されない物と位置づける組そ織しきの鬼です」

「鬼なの？」

　ぶるん、とグリーズは首を振った。

「いいえ……人間です。ですが、その組織は一〇〇年も前になくなっているんです……」

「じゃあ、違うではないか。拙せつらと違って、人は一〇〇年も生きられぬ。いや、生きられはするが、《禁書》に立ち向かえる程ほど元気ではいられぬはずじゃ。なのに何な故ぜそんな話をした？」

「組織自体はなくなっているんですが……手口が同じなのです……」

　ずう、と少し行ぎよう儀ぎ悪くフィフは紅茶を啜すすった。渇いた口にすっきりした後味が心地ここちいい。

「手口とは？」

「《竜りゆう涎ぜん》」

　グリーズはそう言った。しかし。

「ただ……それがどんなものかはわかりません……。わたしが知らされた情報は、とても断片的なものでしたので……」

「他ほかの部へ屋やと、まだ上う手まく繫つながらないのか？」

「はい……この部屋の扉とびらの八割が閉じたままです。手紙での連絡は可能ですが、それも一日に数回だけ……しかも不完全で……」

「その《竜涎》とやらも、何かはわからぬというのじゃな。ところで、その焚書事件はどこで起こった？　『ギロチン判事物語』というその《禁書》がフランスで生まれたものなら、やはりヨーロッパか？」

　グリーズは首を振った。そうして、立てた指を返してテーブルを──床ゆかを指した。

「この国か？」

「はい。『ギロチン判事物語』は《虚うつろの図書館》北館、五億八千七百八十五万棚番地の項目Ａの分類八千二百六十一に所蔵されていたのですが、例の騒さわぎで失われ、北館の管理司書も追跡をしてたそうです」

「ふうむ……」

「それで先日、西の方で捉とらえたらしいのですが、焼かれてしまい……『ギロチン判事物語』の焼け残りから、《竜りゆう涎ぜん》という《禁書》の最後の叫びと、あと……意味がよくわからないのですが、《サキタシマイ》という言葉が読み取れたそうです……」

　意味がわからなかった。どこで区切るのかも定かではない。《サキ・タシマイ》か《サ・キタシマ・イ》か、それとも《サキタシ・マイ》か。名前か。地名か。何かの呪じゆ文もんか。

「わたしが伝えられるのは、いまはこれだけです……」

　グリーズが申もうし訳わけなさそうに言うのに、フィフはにっと笑って見せた。

「十分じゃ。その組そ織しきとやらの生き残りが、拙せつを狙ねらうというなら受けて立つ！　本を燃もやすなぞ、許されん！　フミヒトと共に、きっちりお仕置きしてやる！」

「けど……本当に気をつけてくださいね……もし本当にその何者かが焚ふん書しよ鬼きなら、相当に手て強ごわいはずですから。図と書しよ館かんの記き録ろくでは、戦せん闘とう司書が過去に一二人、犠ぎ牲せいになっています」

　とつとつと語るグリーズの声は、それが事実であると告げていた。

　フィフはおなかの辺あたりが冷たく、そして重くなるのを感じたが、その一二人の戦闘司書を焼いた奴やつと、今度の事件の犯人が同じというわけではないだろう。おそらくは戦闘司書一二人に対して、その何十倍もの鬼が倒れたはずだった。

「あ、そうだ……」

　いままでの話など忘れたかのように、グリーズは、ぽん、とぬいぐるみの前で手を叩たたくと、テーブルの下から手帳を取り出した。

「これ……」

「ん」

　何であるかを訊きく必要もない。フィフはそれを受けとると、さて、と席を立った。

「もう帰るんですか……？」

「うむ。そろそろ戻らぬと、フミヒトが図書室でする事もなく途方に暮れているであろうからの。まったくあやつは本当に本を好かぬから……」

「困りましたね……」

「じゃが、拙は負けぬぞ！　絶対にフミヒトに本の素す晴ばらしさを認めさせてやる！」

　フィフがぐっと拳こぶしを握ると、グリーズは、わあ、と言って痛くなりそうな程ほど何度も、その小さな手を叩いた。
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　事実、文ふみ人ひとは途方に暮れていた。ただし、フィフの言った理由からではなかったが。

　雲くも木きも夏か宰さいも、ずっと沈ちん黙もくしたままで、重苦しいといったらなかった。

（勘かん弁べんして……）

　逃げ出したかった。

　だが、それじゃあ僕はこの辺で、と本当にこの場を去るわけにもいかない文ふみ人ひとだった。勝手に帰ったりしたら、あとでフィフがどれ程ほど怒ることか。ため息をついて天てん井じようを見つめるしかなかった。

　はあ、と漏らしたそれが思ったよりも大きかったのか、夏か宰さいと雲くも木きは、はっとしたように文人を見て互いに顔を見合わせると、この場の雰囲気を誤ご魔ま化かそうとするかのように咳せき払ばらいをしたり、髪をいじったりした。

　文人はほっとした。明らかに場の空気はよくなった。

　だが、それでもまだ二人ふたりとも、自分の仕事に戻ろうとはなかなかしなかった。互いに、どちらが先にここから去るか、それを計っているような感じがある。しかし、いつまでもこうしているわけにもいかなかった。そろそろ限界だった。三人でここに置物のように突っ立っているというのもおかしい。

「それじゃあ、僕──」

　あっちでフィフを待ちます、と言おうとした途と端たん。

「そうだ！」

　焦あせったような夏宰の声が文人の言葉を遮さえぎり、図書室には相応ふさわしくない大きな声に、文人と雲木はぎょっとした。がそれは一いつ瞬しゆんで、雲木はすぐに眦まなじりを吊つりあげると何かを言いかけ、たがそれよりも早く夏宰は、

「──通とおり魔まの話、知ってる？」

　と言って、文人たちの興きよう味みをがっちりとつかんだ。

（通り魔!?）

　雲木も、こくん、と唾つばを飲む。

　どの通り魔だろうか？　近ちか頃ごろはそうした事件が珍しくなく、三日程前にも北の方で顔を切られた女子高生がいて、ニュースになっていた。

　犯人はすぐに捕まったが、やったのは男子中学生で、その犯行の理由が、給食の肉が小さいのを抗こう議ぎしたが受けつけてもらえず、苛いら々いらして関係のない女子高生に切りつけたということで、ＴＶは色いろ々いろと騒さわいでいた。

　文人はその中学生が《禁書》に操あやつられていた可能性を疑ったが、フィフはそれはないと断言した。何な故ぜ、と訊きくと、わかりやすすぎる、ということだった。《禁書》に操られた人間は、筋が通っていないようなわけのわからない事件を起こす、とフィフは言った。

　文人からすれば、給食の肉が小さいという理由で見ず知らずの女子高生を切りつける行為も十分筋が通っていないと思うのだが、もっと奇怪な、何がしたいのかわからないような事件こそが、《禁書》に操られた人間が最初に起こす事件だという話だった。

　それが次第に筋が通ってくると、操あやつられた人間が《禁書》に近づいている証あかしだという。だからなるべく初期の段階で見極めて封じる事が重要だ、とフィフは言っている。

「知らない？」

　重ねて訊きく夏か宰さいに、文ふみ人ひとは小さく肩を竦すくめた。

「知らないというか、最近は多すぎて、どの通とおり魔まの話かわからないってところです」

　雲くも木きも頷うなずく。

　すると、ああそうね、と夏宰も頷いた。そして、

「ほんと、この国はどうなってるんだか、って感じよね」

　などと年寄りじみた事を言って、ふう、とため息をついた。何と言う事のない仕し草ぐさなのだが、憂うれいを帯びたその表情は、同級生の女子にはない顔で、文人は微かすかに胸が騒さわいだ。もちろん、顔にも態度にも出さなかったが。

「ま。そういう事が言いたいんじゃなくてね」

　夏宰は、何か秘密を打ち明けるかのように顔を──主おもに文人の方に──近付けるようにして、声を潜ひそめた。近い。化粧品だろうか？　それともシャンプーかリンス？　とにかく、夏宰からは仄ほのかな柑かん橘きつ系けいの甘い香りがした。

　雲木の顔に、怒りにも似た色が浮かぶ。だが、夏宰はそれにおそらく気付いているはずなのに無視し、

「聞いてない？　昨日きのうの北きた鐘かね公こう園えん事件の事」

　そう話を進めた。

　文人は一いつ瞬しゆん考え、首を振った。

　北鐘公園は、区立病院の前にあるそれ程ほど大きくはない公園で、何度か自転車で通りかかった事はある。通学路のひとつでもある。だが知ち識しきとして持っているのはそれだけだった。昨日もニュースは見たが、特に話題には上がっていなかったように思う。

「雲木、知ってる？」

　彼女を振り向くと、雲木は首を振った。彼女は耳みみ聡ざとい方ではないが、それでも男子とは別の情報のルートというものを持っているはずだ。それに引っかからないとなると、どういう事なのだろうか。夏宰は通り魔と言ったのだ。もしそうなら学校側から何らかの通達があってもよさそうなものだが。

「疑ってる？」

　顔色を読み取られてしまったのか、夏宰は少し体を離はなしてそう言った。だが、言葉とは裏腹に唇には微笑がまだあって、この状況を楽しんでいるような感じがした。

「通学路でそんな事件があったのならホームルームで先生が何か言うはずだ、って？」

「ええ」

　文人は肯定した。すると夏宰は、うんうん、と頷き、そうすると、やたらに大きい胸が無防備に波を打つように揺れて、目のやり場に困った。隣となりの雲くも木きから何かこう冷気のようなものを感じるのは気のせいだろう、と文ふみ人ひとは思う事にして、彼女を見ないようにした。

「通とおり魔まっていってもね」

　再び声を潜ひそめ、夏か宰さいは続けた。

「怪け我がをした人がいるわけじゃないの。器物破は損そん？」

「どういう事です？」

「被害者はＯＬさん。昨日きのうの夜、公園を通りかかった時に襲おそわれたんだけど、された事が奇妙で──まあ、本人にしてみればもちろんすっごく怖かっただろうけど──謎なぞでね」

　文人は頷うなずき、先を促うながした。

「何をされたのかっていうと……落書きなの」

「落書き？」

「ええ。この学校の生徒が襲われたってわけじゃないから、詳しいことは先生たちもわかってないみたいなんだけど、そのＯＬさん、体に落書きされたんだって。っていっても、絵とかじゃなくて意味のないただの線せんらしいけど」

　怖いわよね、と夏宰は言って頰ほおに手を当て、はあ、とため息をついた。

　なるほど話の概がい要ようはわかった。だがしかし、どうしてとうとつにこの話を自分たちにしたのかその意味がわからなかった。

　北きた鐘かね公こう園えんは確たしかに通学路のひとつではあるが、文人も、そして雲木もそこは通らない。言ってみれば関係のない話だった。

　雲木を見ると彼女も同じ思いなのか、眉み間けんに微かすかに皺しわを寄せていた。

「あれ？　どうしたの？」

　文人たちの様よう子すに気付いたのか、夏宰は目を瞬しばたいた。

「いまの話、面おも白しろくなかった？」

「いえ……そもそも面白がる類たぐいの話ではないと思いますけど……夏宰さん、どうしてその話を僕たちに？」

「あれ？　わからなかった？」

「皆かい目もく」

「あら……そっか。ま、君たちにっていうか、主おもに江え本もと君に聞かせたかったんだけどね」

「僕？」

　文人が自分で自分を指すと夏宰は、ええ、と言って微笑ほほえんだ。

「わたし、その公園の傍そばを通るの。だから悪いんだけど、今日きよう、送ってくれない？」

　夏宰はやたらと睫まつげの長い目を片方、つむって見せた。

　なるほどそうい事か。文人はようやく理解した。回りくどく語ってみせたのは、自分を送っていってもらうのに、警けい戒かい感かんを抱かせないためにだったか。確たしかにいきなり、今日送っていってくれないか、と年上の女性に言われたら、あれこれと考えてしまうだろう。だが、そういう理由なら──

「だ、駄だ目めです！」

　文ふみ人ひとが否応、どちらとも言う前に、雲くも木きがそう声を張った。一いつ瞬しゆん、夏か宰さいの顔に驚おどろきが浮かんで、しかしそれはすぐに消え、少し怒ったような顔になったが、それはいつも見せる表情とは少し違っていた。

「……ん？　別に雲木さんには頼んでないけど」

「で、でも、駄目です！」

　彼女にしては強い口く調ちようだった。

「江え本もとは生徒ですよ!?　夏宰さんは先生じゃないけど、でも、学校に雇やとわれてるんじゃないですか！　なのに、生徒をそんな危険な事に巻き込もうだなんて、ありえないです！」

「大丈夫だって」

　夏宰は、あはは、と笑った。

「二人ふたりだったらきっとそれだけで襲おそわれたりしないから。……たぶん」

「たぶんて！」

　夏宰は唇に立てた指を中あてた。

「雲木さん、図書室では静かに」
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「でも──だったら、男の先生の誰だれかに頼んだらどうですか!?」

　夏か宰さいは小さくため息をついた。

「わかってないなー、雲くも木きさんは。そんな事頼んで、変な勘かん違ちがいされたら嫌いやじゃない。車通勤の先生多いし。嫌よ。そんな臭い車乗るの。密室だし。触ってきそうだし」

　何をかはあえては訊きかず、

「まあ確たしかに僕ならそっちの意味では無害でしょうね」

　そう言って、文ふみ人ひとは笑った。

　すると、

「そお？」

　夏宰は何か不ふ思し議ぎな笑えみを浮かべた。含みがありそうな気はしたが、何なのかはわからなかった。

「とにかくそんな感じだから、出来たら江え本もと君にお願ねがいしたいの。どうかな？」

　探るような夏宰の目はともかく、雲木の目には何とも言えない切実さが見て取れた。断って、と雄弁に語ってはいても、それを言葉には出来ない、という。だがそれも単なる勝手な思い込みかもしれない。

（どうしよう……）

　北きた鐘かね公こう園えんを回ると確たしかに遠回りだったが、駅に向かうのにそれ程ほどという事はない。ちょっと散歩をするくらいの感覚だ。しかし、知らないというのは残ざん酷こくなものなんだな、と文人は思った。雲木の気持ちを知っているから、彼女の表情の意味も、行動もその意味を酌くめるが、知らなかったら傷つけていたかもしれない。

（困ったな……）

　無む下げに断るのも、ここへの出入りを考えるとしにくい。いまのところ《虚うつろの図と書しよ館かん》の入り口はここにしかないのだから、緊きん急きゆう時じに便べん宜ぎを図ってもらうためには司書と上う手まくやっておく方がいいに決まっていた。

　そんな風ふうに悩んでいると、突とつ如じよ、

「わ！」

　膝ひざが後ろから押されてかっくんと折れ、支えを失った文人はその場に手をついてしまった。まさか雲木が？──そう思って振り向いた文人は、間違っていた事を知った。

「フィフちゃん!?」

　本当に驚おどろいた声で言って、雲木は目を瞬しばたいた。

　気持ちはわかる。まったく気け配はいがなかった。という事は《虚ろの図書館》の出口をこの後ろの棚に設定したという事だ。振り返ってみれば、フィフの頭の向こうの棚の案内は、通路を挟むように空くう欄らんになっていた。と──見ているうちにその棚は二重写しのようになって、何事もなかったかのようにひとつに統合された。

（ばれたらどうするんだよ！）

　そんな文ふみ人ひとの焦あせりも知らず、フィフは細い腰に手を当てると、

「駄だ目めに決まっておる！」

　いきなりそう声を張りあげた。

　おる！　おる　おる──とその声は反はん響きようして紙に吸収されて消えたが、雲くも木きも夏か宰さいも、そして文人さえも、驚おどろいて瞬まばたきを忘れた。

「大人おとななら、自分で何とかするがよいのじゃ！」

　そう言って、フィフは有無を言わせず文人の腕をつかむと、その少女の体からは信じられない力強さで文人を引きずった。その勢いで文人は転び、仰あお向むけに引きずられる事になった。

「す、すいません、夏宰さん！　先、帰ります！」

　文人がそう叫ぶように言うと、タクシー呼ぼ、と夏宰が呟つぶやくのが聞こえた気がした。

　そうして、まだ雲木たちが呆あつ気けに取られている間に、文人は図書室から引きずり出され、フィフは重厚な扉とびらをがっちりと閉めてしまった。

　危あやうく足を挟むところだった。

　仰向けの格好で、ほっとして視し線せんを上げた文人は、

「わあ！」

　そんな声を上げて手を振りほどき、大いに慌あわてて跳はねるように体を起こした。

「何じゃ、もう……痛いではないか」

　フィフは唇を尖とがらせた。

　痛いのは、床ゆかを引きずられたこっちの方だったが、そんな痛みはどこかに行ってしまっていた。何な故ぜなら、床に転がされて引きずられた文人が我われに返った時、頭の上にあったのは、フィフの生足だったからだ。

（み、見えてない、見えてない……）

　文人は、自分にそう言い聞かせた。事実、見えてなかったと思う。スカートの中は厚い布地が光を完全に遮しや断だんしていた。

（そうだよ……僕の目は暗視機き能のうなんかないんだから……）

　心しん臓ぞうよ落ち着け、と文人は胸に手を当てた。紙で出来ているそれが一体どのくらいの血量に耐えられるのかを試すつもりなどない。

「このっ！」

「あたっ！」

　突然、拳げん骨こつで頭を殴られ、文人は眦まなじりを吊つりあげた。さっきまでの動揺は、あっという間に怒りに塗りつぶされた。

「何すんだよ！」

「黙だまれっ！」

　フィフの声は、そんな文ふみ人ひとの怒りなど簡かん単たんに吹き飛ばしてしまう程ほどの迫力があった。古い屋や敷しきから移い築ちくした図書室の重厚な扉とびらが、びりびりと揺れた。

「フミヒト！　そなたは何ぢゃ!?　何者ぢゃ!?」

「な、何者って──」

「ああそうぢゃ！　確たしかにそなたは学生ぢゃ！　高校生ぢゃ！　しかし、しかしぢゃ！　その前にそなたは拙せつの《まいすた》であろうっ!?　違うか!?」

　学生が先だけど、と文人は言いたかったが、まさに烈火のごときフィフの様よう子すにそうは言い返すことが出来ず、ほとんど反射的に頷うなずいてしまった。

「ぢゃったら、拙を迎えに来るでもなく、何をあの二人ふたりと楽しげに話しておるのぢゃ！　拙が戻っても気付きもせず、膝ひざを折られるまでわかりもしないとはどういう事ぢゃ！」

「ち、ちょっと待った──」

　ようやく頭が冷えてきて、文人は掌てのひらをフィフの顔の前に突き出すようにした。ほとんど目の前に。こうすると相手の気勢を削そげる。手を払われる事もあるが、それでも激げつ昂こうしている気持ちに水を差せる。

　案あんの定じよう、フィフは一いつ瞬しゆん、言葉に詰まった。文人はその時間を逃がさなかった。

「──何でそんなに怒ってるのさ。ちゃんと僕はあそこで待ってただろ？　迎えに来なかったって言うけど、来るなって言ったのはフィフじゃないか」

「う──」

「わけがわかんないぞ。そんなの、おかしな言いがかりじゃないか」

「そ、それもそうじゃな……」

　フィフは眉まゆ根ねを寄せると、落ち着かない様よう子すで視し線せんを動かした。自分が何な故ぜ激昂したのかそれがわからず、本気で悩んでいるかのようだ。眉み間けんの皺しわはますます深くなり、額ひたいにじわりと汗が滲にじんで浮いた。紙で出来ているくせに、汗もかけば涙も流すのだから不ふ思し議ぎだ。まだ見てはいないが、きっと血も流すのだろう。

　文人は、ふーっとため息をついた。

「……もういいよ。何か気に障ったんだろ？　そういう事もあるさ」

「そ、そうなのか……？」

　人の気持ちまでわかんないって、と言いたかったのを文人は飲み込んで肩を竦すくめた。そして踵きびすを返して階段を降りた。すぐ後を無言のままフィフがついてくるのが、スカートに仕込んだ重石おもしが鳴るちゃりちゃりいう音でわかった。

（何だったんだ、いったい……）

　先を歩きながら、文人は首を捻ひねった。確たしかに、フィフが戻ったのに気付かなかったのは悪かったかもしれないが、あんなに怒るような事ではないだろうに。

（グリーズ・ビーとの間で、何かあったか……？）

　可能性としては、そのぐらいしか思いつかなかった。不ふ機き嫌げんなところへ来て、気付いてもらえなかったから怒った──そんなところだろうか。

（まあ、いいか。正直、助かったし。あのままだったら、強引に送らされてたかもしれなかったし。夏か宰さいさんて、大人おとなの女性だから、どうも身構えちゃうんだよね。綺き麗れいな人だとは思うんだけど──けど、通とおり魔ま、か）

　文ふみ人ひとは、微かすかに眉み間けんに皺しわを寄せた。

（……ちょっと気になるな）

　単なる愉ゆ快かい犯はんの仕し業わざかもしれないが、体に落書きというのが気になる。もっと詳しく調しらべてみなければ何ともいえないが、《禁書》が絡んでいるかもしれない。

「なあ、フィフ」

　文人は足を止めると階段を振り返った。彼女は何となく浮かない顔で文人を見下し、強こわい白髪を揺らして首を傾かしげた。

「何じゃ……？」

「ちょっと、寄り道していかないか？　さっき、気になる話を聞いたんだ」
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「ここか？　そのおかしな事件が起きたという場所は」

「──落書き通り魔事件」

　文人はパタンと携けい帯たいを閉じて鞄かばんの中にしまい込み、足を軽く開いて挑むように腰に手を当てたフィフと共に辺あたりを見回した。

　辺りはいまだ明るく、街灯にも明かりは灯ともってはいなかったが、あんな事件があったからなのか、それともいつもこんなものなのか、人の姿はなかった。殺人事件ではないからか、ＴＶで見る『ＫＥＥＰ　ＯＵＴ』と印刷された黄き色いろいテープの規き制せい線せんなどもない。

「昨日きのうの夜、この公園を通り抜けて帰宅しようとした会社帰りの女の人が、暗がりから飛び出してきた男に羽は交がい締じめにされ、襲おそわれた。女の人は気を失って、パトロール中の警けい官かんに発見された。女の人に怪け我がはなかった。けど──」

「犯人は《印》を残した」

「うん。襲われた女の人の首に、油性のマジックで落書きがされていた。ニュースサイトの情報では、そうなってる」

「されたのは落書きだけか？」

「みたいだね。どこのサイトも落書きの事しか書いてないってことは、犯人はそれが目的だったみたいだ」

「なるほど、確たしかにおかしな事件じゃ。《禁書》が好みそうな、の」

　ふん、とフィフは鼻を鳴らした。

　こんな時の彼女は、いつもとはまったく違って見える。雄お々おしく、凜り々りしい。夕焼けの炎のような光に白い髪は赤く燃もえ、紫むらさき色いろの瞳ひとみは輝かがやいていて、思わず見み惚とれてしまう。

　そんな自分に気付いて、文ふみ人ひとは咳せき払ばらいをして視し線せんを逸そらした。

　転じた先には大きな通りがあり、その向こうには区立病院の入り口が見えた。といっても表ではなく、救急車などが横付けする裏口だ。

　探せば目もく撃げき者しやはいそうだが、それは自分たちには無理だ。大人おとなであれば警けい察さつだと身分を偽いつわることも出来るだろうが、どうみても学生の自分には答えてはくれないだろう。怪あやしまれ、下へ手たをすればこっちが警察にマークされかねない。

「それで、痕こん跡せきは？　何か感じる？」

「待つのじゃ」

　フィフは目を閉じると、微かすかに眉み間けんに皺しわを寄せた。文人は待つ。じ、という音がして、公園の樹きのどこかで蟬せみが鳴きだし、その声に耳を傾けた。フィフは、かつては《禁書》がどこに隠れていようとも見つけ出す能力を持っていたらしいが、文人を守った《奴やつ》との戦いで、多くの《仕掛け》と共にその力も失った。いまでは残ざん滓しを微かに感じられる程度でしかない。

「……駄だ目めじゃな」

　フィフは目を開けるとため息をついた。

「何も感じられん。《禁書》とは関係ないのか、それとも操あやつられるようになってから日が浅いかのどちらかじゃ」

「フィフはどっちだと思う？」

「何ともいえない。──その落書きとやらは、どんなものだったのじゃ？」

「情報が確かなら、漢数字みたいなものだったらしいね。首の落書きが『二』。何の意味があるのかを複数のサイトで専門家に話を聞いてたけど、抑よく圧あつがどうとか、そんな事ばかり」

「要するに、何もわからんということか」

「だね」

「ふん。ネットはやはり役に立たん。やはり新聞じゃな」

「そっちの方がもっと何も載ってないと思うけど？」

　そんな事はない、と少し頰ほおを膨ふくらませたフィフの姿に、文人は肩を竦すくめた。

「……帰ろうか。フィフが何も感じないっていうなら、もう用は──」

　その時、公園の入り口の辺あたりで夕ゆう陽ひの光を受けて何かがぎらりと光り、その輝かがやきが目を射さして文ふみ人ひとは目を眇すがめた。

（何だ……？）

　車のフロントガラスへの反射などとは違う。もっと強裂な、反射するのが前提のもの──例えば鏡かがみ──の輝きだった。だが、少し光に目が慣なれると、さらにおかしなものが見えた。

（人が、燃もえている……!?）

　そう見えた。

　公園の入り口に二人ふたりの人間が立って、燃えていた。否いな。違う。燃えているのではない。銀ぎん色いろの服を着て、頭ず巾きんまで被かぶり、その表面が夕焼けを映して流れる溶岩のように燃えているかのように輝いて見えるのだ。

「……フィフ」

　文人はトートバッグから《本》を取り出した。

「《禁書》に操あやつられた人間か？」

「いや、ただの人間じゃ」

　フィフはそう言ったが、その声は硬かった。緊きん張ちようが伝わってくる。《生ける仕掛け絵本》である彼女がただの人間だというのだからそうなのだろうが、それにしては、燃えているように光を乱反射するその格好は、あまりに奇抜で奇妙だった。

　まるで、ホースを持たない消防士。

　赤頭巾ならぬ銀頭巾。

　そしてその二人が自分たちと同じ年くらいの少女である事に気付くのに、時間はかからなかった。

（何だ……？）

　通りすがりの二人、という風ふうには見えなかった。明らかに何らかの意志を持ってこちらへ近付いてくる。この陽気に手袋をし、ブーツまで履はいている。それも銀。

　二人は、文人たちにあと一〇メートルというぐらいの距きよ離りで立ち止まった。ゴーグルをかけていて目はよく見えなかったが、顔立ちはよく似ていた。そっくりといっていい。

（双ふた子ご？）

　そう見える。まるで鏡に映したかのように立ち姿も同じだ。そんな二人はただ黙だまってじっとこちらを見ている。やはりひどく暑いのか、だらだらと汗をかいている。

　文人はフィフを見た。もしもあの二人が《禁書》なら、何らかの反応があるだろうと思ったのだが、彼女の表情のそれは、とまどいだった。明らかに、なんじゃこいつら、と言っていた。そう顔に書いてあった。

「……どっちが《本》？」

　空耳かと思った。だが、そうではなかった。どちらが言ったのかはわからない。だがしかしはっきりと、二人ふたりの内うちのどちらかが言ったのだ。どっちが《本》か、と。

（この人たち、知ってる──？）

　自分たちの事を。《生ける仕掛け絵本》の事を。そうとしか思えなかった。でなくて、どうしてあんな質問が出ようか。

「何じゃ、おまえたち」

　フィフが一歩、前に出た。手を後ろに回すようにして組み、足を肩幅の広さで開く。微かすかに踵かかとを上げ、掌てのひらが文ふみ人ひとを向いて開かれる。

　文人は銀ぎん頭ず巾きんの二人にそれとわからないように、すぐに所定のページを開けるように《本》にそっと指を差し込んだ。フィフから要求があればすぐに武器を──《ハサミ》を実体化させて渡すことが出来る。

「拙せつらに、何ぞ用か？」

　フィフは重ねて訊きいた。が、しかし。

「──どっちがじゃないでしょ。わからないの、ルカ姉ねえ？　ふざけないで」

　フィフの質問を完全に無視し、片方の銀頭巾が突とつ如じよ、もう片方の銀頭巾の頭をいきなり、銀色の手袋をはめた手で、ごつん、とやった。

「……チ、チカちゃん……ひどい……」

「ルカ姉が中途半端なこと言ってるからでしょ。愚おろか者もの」

「だ、だってしょうがないじゃない……これ、大体の場所しかわかんないんだし……」

　ルカ、と呼ばれた銀頭巾の少女は、ゴーグルの向こうで涙を浮かべて、突如、銀色のポンチョの下のコートのジッパーを摘つまむと、大胆に、一気に胸をはだけた。

（うわ！）

　文人は思わず声を漏らしそうになって、咄とつ嗟さにそれを飲み込んだ。

　何な故ぜなら──彼女は、つけていなかったのだ！

　つけてない！

　ルカ、と呼ばれた少女は、銀色をしたコートの下には、下着を、ブラジャーをつけていなかった！　水すい月げつの辺あたりまで引き下ろされたジッパーの上で、左右の大きな膨ふくらみが半分も見えてしまっている！

　そして──真っ白なその肌は、汗で濡ぬれてぬめるように輝かがやいていた。燃もえていた。

　思わず喉のどが鳴ってしまった。

　膨らみの谷間を、燃えあがる雪山のようなそこを、文人は注視した。じっと見た。穴が開く程ほどに。

　ただし、えっちぃ気持ちからではない。

　断じてない。

　文人がひきつけられたのは、谷間に挟まれるように首から下がった小さな、小指の先程の大きさの壜びんだった。何か入っている。それが気になった。しかし、じっくりと観かん察さつをさせてはくれそうもない。

（だったら──）

　文ふみ人ひとは《本》から指を引き抜いて、ズボンのポケットへと入れた。指が、いつも持ち歩いている短い鉛筆に触れる。気付かれないように引き抜き、文人はペン回しの要領でそれを、くるりと回した。一度。二度。三度。

　ぐうっと時間が引き伸ばされる感覚と共に、丁度、公園の向こうを通りかかったバイクの速度が急きゆう激げきに落ち、そして停車した。ブレーキをかけたとも見えず、また、そうした止まり方ではなかった。しかも停車したのに、ライダーは足を着いていないのに、バイクは横転する気け配はいも見せなかった。

　それだけではない。銀ぎん頭ず巾きんの二人ふたりも動かず、それどころか、風に舞まったパンか何かの透明な袋が、空中に留とどまっていた。

　世界は停止した──いつものように。

　これは文人の特技だった。自分では《走そう馬ま灯とう》と呼んでいる。事故を起こした時になど、ほんの一いつ瞬しゆんが何分にも感じたと証言する人は少なくない。それは、命の危き機きを感じた脳がそれを回かい避ひする方法を見つけようとするためで、人生の最さい期ごの時に過去の出来事を一瞬で体たい験けんするともいわれる《走馬灯》と同じものだ。
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　もっと身近な例なら、楽しい時間は早く過ぎ、そうでない時間は長く感じる、それも同じ事だ。時間とは絶対的なものではなく、体感なのだ。

　なら、それを自在に操あやつれたら？　その人間は、他ほかの人間よりも長い時間を生きる事が出来る事になる。

　文ふみ人ひとにはそれが出来た。鉛筆を回す事で、自在に発動させる事が可能だった。ただしそれは《思考》の世界だけでの事。事故にあった人間と同じ。色いろ々いろと考える事は出来ても体は動かない。だから《走そう馬ま灯とう》。

　しかし、使い方によってはなかなか便利な特技だった。例えば、いまがそうだ。写真を見るように観かん察さつする事が出来る。瞳ひとみは動かせないが、見えている。

　ルカというらしい少女の胸の間に下がっているのは、目め薬ぐすりの容器程ほどの大きさの瓶びんだ。中に液体は入っていず、代わりに茶ちや色いろく変色した紙片があった。確たしかに紙だ。だが、何なのかはわからなかった。何も書いていない。ノートの端を破ったようにも見えるが、他に得られる情報はなかった。

　文人は《走馬灯》を解除した。

　手の中で鉛筆は回り、包みは風に踊り、バイクは通りを駆かけ抜ける。ずきん、と頭に痛みが走って、文人は眉まゆを顰しかめた。脳が熱あつい。焼けて、融とけるようだ。

　ルカは、まだ胸をはだけたまま、銀ぎん色いろの手袋をはめた指で瓶をつまみ、まずはフィフに、それから文人に向けた。瓶の中で紙片がカサカサと動いたような気がした。

「あれ……？」

　と呟つぶやいて、ルカは首を傾かしげた。

「何、ルカ姉ねえ」

「んー……何かおかしいの。一人ひとりは《本》に間違いないと思うんだけど、もう一人は、何ていうか……微妙？」

「……何なの、それ？」

「や！　お、怒らないでよ……だって、そうなんだもん……」

　言って、ルカは小瓶を軽く振った。

　チカは、ふん、と鼻を鳴らして文人たちに向き直ると、頭ず巾きんの前の部分を閉じた。顔は完全に隠れ、ゴーグルだけが覗のぞく。

「……フィフ。何だ、こいつらは」

　文人は二人ふたりから目を離はなさずに、小声で訊きいた。

「さて──拙せつにも覚えがあらん。もっとも、拙は大たい概がいの事を憶おぼえてはおらんのじゃが」

「威張って言うような事じゃないだろ？」

「拙は威張ってなどおらん。事実を言っているだけじゃ。可能性があるとしたら、そなたの方ではないのか？　この二人、ただの人間なのじゃから」

「生あい憎にくと僕の知り合いには、消防士のコスプレをして街を歩くような女の子はいないよ」

「しかし、拙せつらの事を知っている」

　文ふみ人ひとは頷うなずいた。

「みたいだね。どっちが《本》か、と訊きかれたんだから。さて、どうす──」

「何をごちゃごちゃ言ってるの？」

　トーンは低いが迫力のある声に、文人は口をつぐんだ。頭ず巾きんのマスクに阻はばまれてくぐもっていても、ひどく響ひびく声だった。

「どっちが《本》かわからない？　わかるわ、ルカ姉ねえ。簡かん単たんにわかる。火をつけて、よく燃もえた方が《本》って事だわ」

　銀ぎんのコートの下から、チカと呼ばれた少女は金きん色いろをした筒のようなものを出した。否いな。それは筒ではなかった。消火用ホースの先端だった。

「！」

　文人は咄とつ嗟さにフィフの体を抱きあげるようにして、横に跳とんだ。紙で出来た彼女の体は文字通り紙のように軽く、ほとんど重さを感じなかった。

　その中で、文人はホースの先端から何かが飛び出すのを見た。水とは違う。もっと粘性があって、黄き色いろみがかった透明な何か。それが一いつ瞬しゆん前まで文人の立っていた場所に落ちて飛び散ると、突然、燃もえあがった。

「火！」

　それはフィフの悲鳴だった。水が迫った時はまったく違う。文人は彼女を抱えたまま、公園の木こ立だちの中へと駆かけ込み、大きな樹きを背にした。

（まずい……）

　文人は必死に呼吸を整ととのえながら、鞄かばんの中から携けい帯たいを出した。《禁書》が燃やされた事を聞いていたのに、それに対する備えを何もしていなかった。自分たちには関係のない話だと思っていた。ひょっとしたら味方なのかもとさえ、どこかで考えていた──燃やされたのが、禁書であったから。

（最悪だ……！）

　文人ははやる鼓動を抑おさえて、携帯を樹の陰からそっと出し、ボタンを押した。かしゃ、と音がして内蔵されたカメラのシャッターが切れる。

「何をした……？」

　抱えられたまま、フィフが訊きいた。

「というか、下ろしておくれ……」

「あ、ああ」

　文人はフィフを下ろした。その細い体が微かすかに震ふるえていた事に、文人は気付いていた。水の時とは違う。怒ったり喚わめいたりしないところに、本当の恐怖を感じた。

　だが今はその事には触れず、文ふみ人ひとは撮とった写真を見た。

　ルカと呼ばれた少女はもうジッパーを上げていて、頭ず巾きんの前も閉じ、チカと呼ばれた少女とどちらがどちらか、もうわからなかった。二人ふたりともがホースを構えている。

「出てきても来なくてもかまわないわよ？」

　チカの声がした。

「とても悲しいけど、あなたたち《禁書》は、この崎さき田た姉妹が燃もやしつくします」

　文人はフィフを見た。顔が青い。いつもの彼女なら、早くハサミを出せ！　切り刻んでくれる！　とでも言いそうなのだが、火への恐怖が体を硬直させている。

（……くそ）

　文人は携けい帯たいを閉じた。心しん臓ぞうが壊こわれそうなくらいに鼓動が速い。あの炎。一目見て、厄やつ介かいだとわかった。ガソリンのような液体とは違う。何か粘性を帯びていた。つまり、くっついたら簡かん単たんには取れないという事だ。

　が──

「ま、待って……！　チカちゃん、ちょっと待って……！」

　そう、ルカの声がした。

「ねえ、待って……！」

「……何？」

　チカの、刺すような苛いら立だちが、声にはっきりと感じられた。

「だ、駄だ目めだよ……《本》はいいけど、人は駄目だよ……どっちがそうなのか、まずは見極めなくちゃ……」

「だったら、さっさとして。それ、ルカ姉ねえの役目でしょう？」

「そ、そうなんだけど……おかしいんだもん……一人ひとりは間違いなく《本》なんだけど、もう一人が、そうのような、そうでないような……」

　ちっと舌を打つ音がはっきりと聞こえた。

「……めんどくさいから、やっぱり樹きごと燃やしちゃいましょう」

（まずい！）

　直感だった。冷れい徹てつな声が背中を押した。文人は再びフィフを抱えあげると、右でも左でもなく、樹を背中にして真まっ直すぐに走った。

　ぼ、と音がして熱ねつ風ぷうが押し寄せ、文人はフィフを抱だき締しめるようにして庇かばった。うなじがちりちりと痛い。だが自分は人間だ。このぐらいでは燃える事はない。しかしフィフはわからなかった。しかし──

「……なるほど、どうやら女の方が《本》のようね」

　ふふ、と笑う声が聞こえた。

「……《本》なら火を恐れる。あんな風ふうに庇ったりしない」

（くそ！　いまの攻こう撃げきはそのためか！）

　文ふみ人ひとはフィフを背中に庇かばうようにして振り返った。

　今度はどちらがチカか、態度ではっきりとわかった。背中から伸びたホースを手に堂々としている方がそうだ。隣となりでおろおろとしているのが、姉のルカに違いない。

（こうなったら）

　文人は、ばらりと《本》を開いた。封印した最初のページを。

　こんなものは焼け石に水かもしれない。相手は《禁書》ではなく人間なのだから。それでも、何もしないよりはマシだ。

　ページが開くと共に水道の蛇じや口ぐちが立ちあがり、仕掛けられた紐ひもが引っ張られて栓せんが回った。蛇口の栓を回せば起こる事が、当然、仕掛けにも起こる──即すなわち、水が出る。

（行け！）

　水は出た──確たしかに。しかしそれは想像していたような勢いのものではなかった。所しよ詮せんは水道の蛇口。目の前ならともかく、遠く離はなれては威力も何もない。そもそも届いてもいない。

（くそ！）

　文人は本物になった蛇口に指を当てた。水の出口が細くなれば勢いが増し、遠くまで飛ぶ。水は燃もえあがる樹きに届き、その瞬しゆん間かん、どういう作用なのか、爆ばく発はつ的てきな水蒸気が発生した！

「しまった！」

　濃のう霧むのような水蒸気の向こうで、チカのそんな声がした。チャンスだ。文人は《本》を閉じると再びフィフを抱えて走り出した。どこ!?　という声と共にあちこちで炎が閃ひらめく。おそらくはでたらめにあの発火性の粘液を撒まき散らしている。

「──火事だ！」

　文人は大声で叫んだ。すると水蒸気の霧きりの向こうのあちこちで、どこだ！　とか、消防車を呼べ、とかいう声がし始め、

「まずいよ、チカちゃん……！」

　ルカのそんな声が聞こえたかと思うと、続いて、ちっと舌を打つ音がした。

「……いまは見逃してあげる。だけど覚えておいて。近いうちに必ず、おまえたち《禁書》は、この崎さき田た姉妹が始末する──必ず──」

　声が遠くなる。

　文人は樹の陰に隠れてそれを聞いた。やがて風が水蒸気を吹き払うと、そこにはもう、二人ふたりの姿はなく、代わりにサイレンの音が近付いてくるのがわかった。あの粘性物質は長く燃え続ける事はしないのか、それとも水のおかげなのか、火はもう消えていた。

　とにかく、ここにいたら面めん倒どうなことになる。文人は誰だれにも見られないように気をつけながらフィフを抱えたまま公園を出、少し離はなれたところで彼女を下ろした。

　フィフは文句のひとつも言わず、ただ黙だまって足を着いた。だが、文人のシャツをつかんだ手はそのままで、その態度は、普ふ段だんの様よう子すからは考えられないものだった。

「……大丈夫？」

　そう訊たずねるとフィフは頷うなずいたが、とてもそうとは思えなかった。《本》である彼女の、本物の火への恐怖は、文ふみ人ひとの感覚とはまったく違うようだ。そういえば、仕掛けに火の類たぐいは直接は出てこなかった。料理は完成した形で供されるし、風ふ呂ろなどもお湯が出る蛇じや口ぐちがあるだけで、湯沸し器は必要ない。フィフの生活に、火は必要なかった。

「……すまぬ」

　搾しぼり出すようにフィフは言って、顔を上げ、ゆっくりと深呼吸をした。それは、身の内に巣食った恐怖を飲み込んでいるように見えた。そうして乗り越えようとしているように。やがて、がりっと音が聞こえる程ほど強く奥歯を嚙かみ締しめると、飲み込んだ息を一気に、ふうっ、と吐き出して、フィフは顔を戻した。

「あれがグリーズの言っていた《焚ふん書しよ鬼き》じゃな……」

「奴やつらが？」

「間違いあるまい。あの二人ふたりは、拙せつが《本》であるとわかっていた上で襲おそってきた。《サキタシマイ》……《崎さき田た姉妹》だったか。おのれ……何も出来なかった。ハサミを抜く──いや、出す事さえ忘れた！」

　だん、とフィフはアスファルトの道路を踏みつけた。

「おのれ！」

　文人は何て声をかけたらいいのかわからなかった。気持ちがわかるなどとは言えない。わかってなどいない。噓うそは言えない。だから。

「……対策を考えなくちゃな」

　そうとだけ言った。

　フィフは、こっくりと頷うなずいた。胸に怒りが渦うず巻まいているのは、震ふるえる拳こぶしを見ればわかった。

　辺あたりは急速に騒さわがしくなってきた。消防車が到着したらしくサイレンの音が止やみ、何事かと集まってきた人々のざわめきがここまで届いた。何人かの野や次じ馬うまが文人たちの傍そばを通り過ぎたが、誰だれも二人に注意を払うことはなかった。

「帰ろう」

　そう声をかけると、フィフは頷いた。

　軽く彼女の肩を叩たたき、文人は歩き出した。フィフの火への怖おそれは、覚えておかなくては。取り返しのつかない状況で判明しなかったのは不幸中の幸いと言えなくもない。

（それにしても……）

　文人は公園を振り返った。火は消えたがその痕こん跡せきの残る樹きの傍そばに、今度は本物の消防士が集まっていた。こうして見ると、彼女たちが着ていた防火服は、本物の消防士のそれには、あまり似ていなかった。

（あの二人ふたりが、ここへ現れたのは偶ぐう然ぜんか……？）

　そうは思えなかった。

　もしかしたら待ち伏せされたのかもしれない。だが、崎さき田た姉妹が《禁書》に操あやつられているのでないとするなら、落書き事件自体は《禁書》の可能性が高い。あの二人は少なくともそう考えて、網あみを張っていたと思える。かかってしまったのは、文ふみ人ひとたちだったが。

「──江え本もと？」

　路地から突然にかけられた男の声に、文人は、ぎくりとして立ち止まった。一いつ瞬しゆん《奴やつ》かと思ってしまったのだが、そうではなかった。

「八や代しろか」

　彼は、よ、と手を挙げて笑え顔がおを見せたが、フィフはもちろん、文人もろくに笑えみを浮かべる事は出来なかった。八代は私服で、ジーンズにＴシャツという格好だった。手には小さな紙の袋を持っていて、公園の騒さわぎを見に来たいうわけではなさそうだった。

「家、近くだっけ？」

「近いって程ほどじゃないけどな。おまえたちこそ、何でこんなところにいるんだ？　駅とは方向が違うよな」

「ん？　ああ……うちの母親に、病院を見てくるよう頼まれてさ」

　噓うそである。咄とつ嗟さに思いついた、らしい言いい訳わけだった。まさか本当の事を言うわけにもいかなかった。イカレてる、と思われるのは楽しい事ではない。

「どこか悪いのか？」

　偽いつわりでなく表情を曇くもらせた八代に、文人は首を振った。

「いや。何かの特集のために雰囲気を知りたいって事だった。あと外がい観かんの写真を欲しいって言われたから、それもね」

　八代はどうやら信じたようで、へえ、と感心した様よう子すを見せた。

　結果的にクラスメートを騙だましている事に、多少の罪悪感を感じないではなかったが、文人はそれを笑って誤ご魔ま化かした。

「八代は？　どっかからの帰り？」

「おう。俺おれは薬局に行って、その帰りな。──で、あれは何の騒さわぎだ？」

　彼は顎あごをしゃくるようにして、公園を示した。手にしていたのは薬くすりの袋だったのだ。

「火事か？」

「みたいだね」

　文人は公園を振り返った。

「僕も直接は見てないけど、樹きが燃もえたみたい。すぐに消えたらしいけど……そういえば、あの公園、この間も事件があったんだって？」

「事件？」

「通とおり魔まみたいな事があったって聞いたけど」

「ああ、あれか」

　八や代しろは顎あごの先を指で搔かいた。

「そういえばそんな話、病院で聞いたな。看かん護ご師しさんとかが話題にしてたわ。ただ、彼女たちのニュアンスは、通り魔っつーより、痴ち漢かん？」

「痴漢ね……確たしかに、怪け我がをさせられたわけでも、殺されたわけでもないけど──落書き、ってちょっと嫌いやな感じしない？」

「そうか？　いたずらだよ、いたずら。ストレス溜たまったオヤジとかじゃねーの？　ちょっと小心者っぽいよな。痴漢する代わりに落書き？」

「ありそうだね」

　そう文ふみ人ひとは言ったが、胸の中では、違うと感じていた。だが、ここでその事について八代と議ぎ論ろんするつもりはなかった。違うと思う根拠は《禁書》がらみであったからだ。

「そういえば静かだな、フィフちゃん」

「ん？　ああ」

　文人は視し線せんを彼女に向けた。フィフはさっきから黙だまったまま、あらぬ方向を見ている。いまの会話を聞いていたのかどうかさえわからなかった。

「ちょっと臍へそ曲まげてて。悪いね」

「いや、俺おれは構わないけど。──複雑だね、女心ってやつは」

「何それ」

「そのまんまさ。あ──そうだ。言っとくけど、俺と雲くも木きは別に何でもないからな」

　どきりとした。

「な、何だよ、急に」

「こないだ、俺、雲木から紙袋を受け取ってただろ？　何か勘かん違ちがいしたんじゃないかと思ってさ。ありゃあほんとに、俺が頼んだもんを買ってきてくれただけだから、間違えるなよ？」

「別に何も考えなかったよ」

　何となく落ち着かず、文人はズボンをいじった。わからない。何だこの流れは。

「どうして、そんな事を僕に念を押す？」

「いや、別に」

　八代はそうとしか言わず、肩を竦すくめると、に、っと白い歯を見せた。




　　　　　☆




（まったく……）

　文人は手を休め、ベッドの上に置いた《本》を振り返って見つめた。留め金は外れているのにいつまでも《本》はそのままで、フィフが出てくる様よう子すはなく、ともすれば、全すべてが悪い夢だったのではないかと思ってしまう程ほど、静かだった。

　眠っているのだろうか？

　だとしても不ふ思し議ぎではなかった。文ふみ人ひと自身、軽い疲労を感じていた。体だけでなく心にも。危あやうく、あのおかしな粘液に焼き殺されるところだったのだ。人間である自分がこうなのだから、紙であるフィフの恐怖と、それが引き起こす疲労は並ではあるまい。

　八や代しろと会ったあのあと、それ以上は特に話もなかった文人は、彼と別れて真まっ直すぐに帰宅したのだが、フィフは結局、別わかれ際ぎわの八代の挨あい拶さつに対して、

「……ん」

　と答えて頷うなずいただけで、それ以上は何も話さなかった。

　そんなフィフと、帰りにもう一度公園に寄ろうとは思わなかった。遠目から見ても野や次じ馬うまで一杯であったし、消防車だけでなくパトカーも来ていた。うろうろしていて、放火犯に間違えられても面めん倒どうだったので、帰るのが一番だった。

　フィフは、八代の姿が見えなくなって路地に入り、周りに誰だれもいなくなると、突然《本》に戻ると言い出し、言い争う気力もなかったので言う通りにした。

　久しぶりに一人ひとりで乗る電車は、自由であり、しかし、何となく物足りなさも感じた。いつもはフィフが傍そばにいて、大たい抵ていは何かぶつぶつと文句を言っているからだ。それをちょっとうっとうしく思っていたはずなのに、なければないで暇ひまだった。

　途中、コンビニに寄ってアイスを買い、家に帰ると雑誌の編へん集しゆう者しやである母はいつものように留守であったので、文人は鍵かぎを開けた。

「ただいま」

　と言った声は暗くら闇やみに吸い込まれて、返る事はなかった。いつもなら、疲れた、だの、紙なのに喉のどが渇いた、だのとうるさいくらいにフィフの声が響ひびくのだが、それがない廊下はとてもよそよそしく、知らない家に帰ってきたかのようだった。

　アイスを冷凍庫に入れて部へ屋やに行き、《本》をベッドに置いて留め金を外しても、フィフは出てくるそぶりを見せなかった。仕方なく、汗をかいて気持ちの悪い体を何とかしようと、いつものように胸の《本》をビニールと医い療りよう用ようのテープで保ほ護ごしてシャワーを浴びた。そうしながら、思い出すのはあの姉妹の使った、発火性のある粘液の事だった。

　仕組みはわからない。化学に精通しているわけでもない。だが、水に爆ばく発はつ的てきな反応をする事はわかった。火は消せる。凄すさまじい水蒸気で辺あたりは見えなくなったが。

（改良が必要だな）

　いまある蛇じや口ぐちの仕掛けでは駄だ目めだ。もっとこう、このシャワーのように広こう範はん囲いに、かつ、威力の落ちない何かを考えなくては。

　そんな事を考えながらシャワーを終え、髪を乾かし、Ｔシャツとハーフパンツで部屋に戻っても、まだフィフは《本》のままだった。

　文ふみ人ひとはさらに忍耐を発揮し、ネットで北きた鐘かね公こう園えんの事件を検けん索さくしたり、新しい仕掛けに応用出来そうなサイトはないかと探したりしてさらに一時間を過ごしたが、さすがに我が慢まんも限界に達した。フィフには訊ききたい事があるのだ。

　彼女は、あの姉妹の事を知っていたようなそぶりだった。おそらく何らかの情報を今日きよう、グリーズから聞いたのだろう。あの状況だ。言えなかったのは仕方がない。それはそれとして何を聞いたのか、知っておかなければならない。

「フィフ」

　文人は椅い子すを立った。

「いい加減にしなよ。落ち込んでるのはわかるけど、対策を考えなくちゃ駄だ目めだろ？　そのためには情報がいる。そのくらいわかるだろ？」

　ベッドに腰を下ろし、《本》に手を置いた。フィフは《本》の中にいると、マイスターと戦せん闘とう司書という関係を結んだ文人の声以外は外の音は聞こえない。そして本の中の彼女の声は、文人には《本》を触れていないと聞こえない。前はフィフも文人が触れていなければ文人の声を聞けなかったが、絆きずなが深まったから聞こえるようになった、と言っていた。

「おい、フィフ」

　文人は、《本》を開いた。留め金が外れていればフィフは自在に《本》を出入り出来る。だがマイスターが《本》を開けば、何をしていようと飛び出す事になる。本来の最初の一ページ目に、フィフは《仕掛け》られている。なので、文人はそこを開いた。

（……いない）

　フィフにとって《本》は家のようなもの、各ページは部へ屋やのようなもので、行き来が自在に出来た。ここにいないということは別のページだ。

「開けるよ？　いいね？」

　一応、礼れい儀ぎとして声をかけ、文人は隣となりのページを開いた。そこに何を《仕掛け》たのかを深く考えもしなかった。ぐうっと仕掛けが立ちあがってくる。何か巨大なものが。あっ、と思った時には遅かった。

　ぼん！　という大きな音を立てて淡あわいブルーの巨大な物が《本》からとびだし、だがその見掛けの重量に比べて随ずい分ぶんと軽く、まるで風船で出来ているかのような軽さで、ベッドの上にふわりと降りた。

（うわ！）

　文人は、心しん臓ぞうが止まりそうになった。何な故ぜなら、《飛び出して》きたのは文人が先日作ったバスタブと、それに備えつけたシャワーの、バスセットだったからだ！　もちろんただそれだけなら驚おどろきはしない。驚いたのはそれが使用中だったからに他ほかならない。使っているのはもちろん、フィフだ。

　彼女は当然のように裸で、文ふみ人ひとに背を向けてバスタブに立ち、うつむくようにして頭からシャワーを浴びていた。だが、泣いているわけではなかった。流れるシャワーのお湯で口く惜やし涙を隠しているわけではなかった。

　フィフは──歌っていた。

「うおう～♪　うお、あお～♪　たらるらあ～っ♪　るろっるらあ～!!」

　そんな風ふうに。

　メロディーだけなのか、それとも何か言葉の意味があるのか、それはわからなかった。フィフはシャワーの配管をつかむようにして、外に出た事にすら気付かぬ様よう子すで歌っていた。それは何かの儀ぎ式しきのようでもあった。

（こ、壊こわれそうだ……）

　文人は心しん臓ぞうの入った《本》の表紙を押さえて、静まるように必死に祈った。だが、目は離はなせなかった。見てはいけないとわかっていても、どうしようもなかった。シャワーヘッドから注ぐ湯滴のひとつひとつが、フィフの真っ白な肌に当たっては弾はじけ、珠たまになったそれはなめらかに滑すべり落ちていく。

　ごくり、と喉のどが鳴った。鳴ってしまった。

　途と端たん、フィフの歌がぴたりと止やんだ。手探りでシャワーの栓せんを探し、捻ひねる。ざー、というシャワーの音が消えて、あとにはシャワーヘッドの縁ふちから滴したたる雫しずくの響ひびきだけになってようやく、フィフは顔を上げた。

　じっとシャワーを見つめ、右を見、左を見、そうしてやおら後ろを振り返った。

　強い印象の白髪が広がり、水滴を撒まく。そのいくつかが文人の顔を濡ぬらしたが、拭ぬぐう事も、それどころか動く事も出来なかった。

　文人の目はしっかりと、フィフの何もかもを捉とらえてしまっていた。

　ほとんど膨ふくらみのない胸も。

　微かすかに肋ろつ骨こつが浮く程ほどの細い体も。

　すらりとした手足も。

　無理やり視し線せんを引ひき剝はがして顔を上げると、しっかりと裸のフィフと目が合った。大きな紫むらさき色いろの瞳ひとみは、最初、何の反応も示さなかったので、ひょっとしたら見えていないのではないかと思った。

　だが、違った。

　ただでさえ大きい目が見る間にさらに見開かれ、さすがに倍は大おお袈げ裟さだが、印象としてはそれくらいになったように思え、そして。

「にぎゃあっ！」

　フィフは、尻尾しつぽを踏まれた猫のような声を──聞いた事はないけれど──上げて、落ちるようにバスタブに座り込んだ。お湯を溜ためてはいなかったのか、飛沫しぶきは上がらなかった。

「に、にゃにゃにゃにゃ、にゃんでフミヒトがっ！　どどどどうなっておるのぢゃ!!」

「ご、ごめん！　悪い！」

　文ふみ人ひとも我われに返り、挙げた両腕を顔の前で交差させて謝あやまった。

「呼んでもちっとも返事がないし、出てこないから、それで心配になって開いたんだよ！　まさかシャワーしてるなんて思わなかったんだ！」

「ノックするのが礼れい儀ぎぢゃろ！」

「したよ！　聞こえなかったんだろ!?　君、歌、歌ってたけど、そのせいだよ!?」

「痴ち漢かんしておいて、された方が悪いとは何と言う言い草ぢゃあ！　風ふ呂ろに入ったら歌を歌うのは当たり前ぢゃろうが！　えっち！　すけべ！　むっつり！」

「悪かった！　悪かったよ！」

　水みず飛沫しぶきが容よう赦しやなく飛んできて、文人は大声で謝った。やがて水音もしなくなって辺あたりは静かになり、文人はそろりと腕を下げ、目を開いた。

　すると、フィフはまだバスタブの中にいた。体育座りをして、胸を腿ももに押しつけて、膝ひざの間に顔をうずめるようにしながら、文人を見ていた。

　思い切り頰ほおを膨ふくらませて、紫むらさき色いろの瞳ひとみには涙がいっぱい溜たまっていた。

「……ごめん、ほんと悪かったよ」

　そう、文人は心から言った。

「頼むから、何か着てくれないかな。そんな格好で目の前にいられると落ち着かない」

「……《本》を」

「え──あ、ああ……」

　文人は床ゆかに落としてしまっていた《本》を拾いあげると、バスタブが《仕掛け》てあったページを開いてベッドに向けた。するとバスタブは裸のフィフごと《本》の中へと吸い込まれ、跡形もなく消えてしまい、あとには飛沫の跡の残るベッドだけが残った。

　小さくため息をついて、文人は待った。フィフがお湯を張っていなくてよかった。もしそうだったら、今いま頃ごろベッドは水の入ったバケツをひっくり返したみたいに濡ぬれていただろう。

『──フミヒト』

　やがて《本》に触れている手に、そうフィフの声が響ひびいた。骨こつ伝でん導どうのようなものだ。

『よいぞ。開けておくれ』

　留め金は外れているのだからその気になれば自分で出てこられるのにそれをしないのは、驚おどろかせないようにとの配はい慮りよなのだろう。それはさっきの自分には欠けていたものだった。

　文人は《本》を開いた。

　再び、ぽん、と音がして、空中にフィフが背を向けて飛び出してきた。今度はちゃんと服を着ている。文人が作ったノースリーブのワンピースだ。その裾すそが大きく翻ひるがえって、文人は再び息を飲んだ。

　──やっぱり、穿はいていない。

　ほんの一いつ瞬しゆんではあったが、フィフのお尻しりは丸見えだった。見み慣なれるものではない。彼女はベッドの上に着地すると、見えてしまった事には気付いていない様よう子すで文ふみ人ひとを向き、裾すそを押さえながら女の子座りになった。そうして。

「……拙せつは反省した」

　背筋を伸ばして膝ひざに手を置き、そう言ったが、何をかがわからず、文人は黙だまって次の言葉を待った。心当たりを思い出すと色いろ々いろとあるが、一番はやはり、穿いていない事だろうか。そのせいで何度、心しん臓ぞうが止まりそうになったか。それを反省し、いよいよ穿く気になったのか、と文人は期待した。が──

「フミヒトのせいでこんな姿になってしまったとはいえ、奴やつらを前に一歩も動けなかったというのは情けなさすぎる」

「……パンツ穿いてないのは、僕のせいじゃないだろ？」

　そう言うと、フィフの顔にカッと朱が差した。

「だ、誰だれがパンツの話をしておるか！　拙の言っておるのは、このちんまい体の事ぢゃ！」

　ぱん、とほとんど膨ふくらみのない胸を叩たたく。

「……前の完全な体と装備であれば、きっと連中を怖おそれなかった。どうやら拙は装備と体、それに記き憶おくと一いつ緒しよに、勇気も──心も削られてしまったようじゃ。それをまず認めねば」

（勇気……）

　確たしかに、あの二人ふたりに対した時のフィフは、らしくなかった。完全に足がすくんで動けず、何も出来なかった。文人が抱えて逃げなければ、あの場で焼失していただろう。

「じゃが、礼も言わねばな」

　フィフはそう言うと、どこで覚えたのだか足をずらして正座の姿勢をとり、そのまま腰を折って深々と頭を下げた。

「──ありがとう」

「な、何だよ……」

　文人は自分でもわけがわからないほど動揺した。人に──しかも女の子に、こんな風ふうに土ど下げ座ざをされた事など、これまでの人生で一度もなかった。いや、ベッドの上なのだから正せい確かくには土下座ではないのだろうが、格好は同じだ。しかし、なぜテレビなどで土下座をした人を許してしまうのか、わかった気がした。なるほどこれは、こちらが申もうし訳わけのないような気分になる。しかもいまはお礼を言われているのに、だ。

「ら、らしくない……キモイって、それ。やめてよ」

「──ひどい言い草じゃな」

　ぐい、とフィフは顔を上げた。平へい伏ふくした反動か、胸の反りがいつもよりも大きく偉そうに見える。だが文人はほっとした。こっちの方がずっとフィフらしくていい。

「まったく。いちいち大おお袈げ裟さなんだよ、フィフは」

「何じゃ。人が感かん謝しやをしているのに。もっと素す直なおに喜ばぬか。それに、本気ですまなかったと思っているのだ。それ、拙せつのために負った傷じゃろ？」

「ああ、これ」

　文ふみ人ひとは自分の肘ひじを見た。いまはもう血は止まっているが、皮ひ膚ふが擦こすれて破れ、その傷に血が固まって黒い縞しまになっている。フィフを庇かばって跳とんだ時に地面で擦って出来た傷だった。

「大した事ないよ」

「拙が手当てしてやれればよいのじゃが、血も液体じゃから。触れたら拙の指がふにゃふにゃになってしまうのでの。許せ。しかし、不ふ謹きん慎しんかも知れぬが嬉うれしいものじゃな」

「何が？」

「そうして拙のために、フミヒトが体を張ってくれているのがわかるのが、じゃ。何やらこうドキドキする。とても嬉しい」

「ば、ばか……」

　文人は自分の方がどきりとしてしまい、慌あわててフィフから目を逸そらした。何をされたわけでもない。彼女はただ微笑ほほえんだだけだった。なのにその笑え顔がおに、仕掛けに変えられてしまった心しん臓ぞうは大きく跳はねて、文人はひどく動揺した。

（……この心臓のせいか……？）

　紙に変えられたために、同じ《仕掛け》であるフィフのこんな何気ない仕し草ぐさに反応したのだろうか。確たしかめようがなかったが、そう考える方が自然な気が、文人はした。

「そんな事より、あの二人ふたりだ」

　文人は、強引に話題を変えた。そうしないと何かまずい事になりそうな予感が、それがどんな事かはわからなかったが、そうなるような気がした。

　フィフもどこかで同じ気持ちであったのか、逆らう事もなく、ん、と頷うなずいて表情を改め、そして、実は、と文人の知らなかった話をした。グリーズから今日きようの午後に聞いた《焚ふん書しよ鬼き》の事を。知る限りの話を。

　聞き終えた文人は眉まゆを顰しかめ、鼻の下を何となく擦った。

「……とっくの昔に滅んだ組そ織しきがどうっていうのはともかく、その『ギロチン判事物語』っていう《禁書》を焼いたのは、あの二人に間違いないみたいだね。《サキタシマイ》──《崎さき田た姉妹》なんだろうな」

「フミヒトもそう思うか？」

「ああ。その《禁書》が残した《竜りゆう涎ぜん》とかいう言葉……それは多た分ぶん、あの燃もえる粘液の事だと思うな」

「それは、ネットの情報か？」

　フィフはちらりと机の上のノートパソコンを見た。彼女は《本》だからなのか、ネットと言うものをあまり信用しておらず、それどころか、多少、敵視しているところがある。上う手まく使えばこれ程ほど便利なものはないのだが。

「違うよ」

　文ふみ人ひとはそう言って首を振った。

「けど、そうだろうな、って推測は出来る。竜はゲームなんかでも火を吐くものだし、涎よだれっていうのは粘性がある。竜の涎と燃もえる粘液──二つを関連付けても、不ふ思し議ぎじゃないだろ？」

「おお」

　フィフの目が一杯に見開かれ、紫むらさき色いろの瞳ひとみがきらきらと輝かがやいた。

「すごいのじゃ、フミヒト！　さすがは拙せつの《まいすた》なのじゃ！」

「ふ、普通だよ」

　そんなに手放しに誉ほめられるとむず痒がゆかった。本当に大した事のない、状況からの関連付けなのだから。

「と、とにかく──」

　文人は椅い子すを回して机に向いた。

「何か、情報がないか調しらべてみよう。多た分ぶん、引っかからないとは思うけど」

「ネットよりも、グリーズ・ビーに訊きいた方がよいのではないか？」

「もちろん訊くけど、知っておける事は知っておかなくちゃ。フルネームがわかったんだ。あれだけ派は手でなことをして、いままで何もなかったとは思えない」

　文人はノートパソコンのスリープを解除すると、ネットに接続して検けん索さくエンジンのサイトを表示し、入力欄らんに《さきた　るか》《さきた　ちか》と打ち込んだ。エンターキーを押す。とはいえ、フミヒト自身も期待はしていなかった。漢字がわかれば別だが、読み方だけでは曖あい昧まいすぎる。

「あ──でた」

　数はとても少なかったが、入力した単語にフルにヒットした記事があった。

「わかったのか？」

　小さな手が肩に乗せられ、ふわりと良い香りと共に長く白い髪が頰ほおに触れ、文人はどきりとした。熱ねつが伝わってくる。しみ込んでくる。

「こ、これかな……」

　意い識しきしないようにしながら──それがもう意識をしている事なのだが──文人は結果のひとつをクリックした。それは、随ずい分ぶんと昔の地方の新聞の記事を取りあげたものだった。《崎さき田たルカ》と《崎田チカ》。その名前が確たしかに載っている。だがこの記事は──

「別人──ではないの？」

　そうすぐ傍そばでフィフの声がした。

　文人もそうではないかと思った。何な故ぜならその記事は、《崎田姉妹》が、双ふた子ごの幼い少女が、夏休みの工作として提出した自作の本で賞しようを取ったというものだったからだ。満面の笑え顔がおからは本当に喜んでいる事がわかる。

「この二人ふたりは、本が好きじゃ。それが伝わってくる。そんな姉妹が《本》を焼くか？」

「これは昔の記事だよ。この二人が今日きようの二人だったら、十年は経たってる。その間に何かがあって、本を嫌うようになってもおかしくないよ」

「それはそうじゃけど……」

　フィフの声には、そんな事はあってほしくない、という気持ちが滲にじんでいた。だが、十年というのはとてつもなく長い。幼稚園生が高校生になるだけの時間だ。本を嫌いに──憎むようになっても、おかしくはない。

（追跡調ちよう査さをしようと思えば可能だろうけど……金がないな）

　この記事は四し国こくの地方新聞のものだ。行けば色いろ々いろなことがわかるかもしれないが、それには資金がいる。電話をかけるだけで、それで詳しく教えてもらえるとも思えない。それに、過去がわかってもいまの彼女たちへの対抗策になるかどうか。何か天啓でもなければ、《禁書》が関係しているらしき事件を調しらべた方が有意義だろう。その分、心しん臓ぞうを元に戻すというゴールに早く近付く事になる。

　その時、フィフが不意に顔を捻ひねった。まるで猫が見えない何かを見るように。

（母かあさんか）

　そうだと思えた。

　もしも《禁書》に関かかわる事であれば、フィフの反応はもっと苛か烈れつなはずだ。果たして文人の推測は当たっていた。それがすぐにわかった。階段を上がってくる足音がして、いつものようにノックも何もなく、部へ屋やのドアは豪快に開かれた。

「フィフちゃんに変な事してないでしょうね、文人！」

「いきなり、それかよ！」

　文人は机を叩たたいたが、母はまったく意に介した様よう子すなくフィフを見、仲良くやってる？　と訊きいた。フィフは頷うなずき、

「ままさま、ひさしぶりじゃな」

　と言った。

　まったくその通りだった。いつもの事だが、帰ってきたのは三日ぶりだ。年とし頃ごろの息子むすこと少女を一つ屋根の下にそんなに長く二人きりにして、心配ではないのだろうか？

（ないんだろうな、この人は）

　そういう性格なのだ。何してもいいけれど責任は本人に取らせる。それが母の教育方針で、それを徹てつ底ていされた文人は好き勝手をするのではなく、逆に行動は慎重になった。何しろ本当に責任を取らせるからだ。何をして何をさせられたかは、思い出したくもなかった。

「今日きようは何？」

　文ふみ人ひとが訊きくと、母は紙袋を掲かかげて見せた。

「着替えと洗せん濯たく。まだあと二日くらい泊まりになると思うから、よろしく。すんだら遊園地とかいきましょ。フィフちゃん、まだ行った事ないでしょ？」

「遊園地!?」

　フィフの紫むらさき色いろの瞳ひとみが、きらきらっと輝かがやいた。

「そ、それはあれか？　か、回転木馬とか、本物のライオンがいたりとかする、たくさんのトラックでやってきては夢のような世界を見せていなくなってしまうという？」

「それ、移動遊園地のこと？　ううん。そうじゃなくてもっと大きくてずっとその場にある、それはもう立派なやつ。興きよう味みある？」

　フィフはぶんぶんと首を縦たてに振った。頰ほおが少し赤い。どうやら興こう奮ふんしているようだ。

（行きたいのか……）

　さすがに文人はもう遊園地で喜んだりはしない。だが、フィフは違うらしい。

「ぜ、ぜったいじゃぞ！」

「もちろん」

　片目を瞑つむって見せた母に、文人は冗じよう談だんじゃない、と思った。フィフが行くという事は、必然的に文人も行くという事だ。そうでないという事はありえない。

「やった！」

　フィフは、万ばん歳ざいをしてその場で飛とび跳はねた。

（ばっ──！）

　文人は、翻ひるがえるワンピースの裾すそを前に何も出来ず、全身の血が凍る思いだった。裾が舞まいあがるのを《走そう馬ま灯とう》を使ってもいないのにやけにゆっくりと見ながら、手を伸ばしそうになるのを必死に押さえ込んだ。

　母親の前でそんなことをすれば、何をしてるんだ、という事になる。穿はいていない事がわかれば、何を思われるかは容易に想像がついた。それならば、穿いてない事に一いつ緒しよに驚おどろいた方がずっとよかった。どうしたの、と母に問われて、穿くの忘れてた、と言うぐらいの事は、きっとフィフも頭が回る。よもや、フミヒトが穿けるものを用意してくれんのじゃ、とは言わないはずだ。

　ワンピースの裾は容よう赦しやなく広がり、捲めくれあがる。自然の法則によって、ふわりと。

　文人は固かた唾ずを吞のんだ。

　見える。見えてしまう。あと三センチ。二センチ。一センチ──

　だが、神はいた。

　ワンピースの裾はそれ以上は捲れ上がらず、重力に引っ張られてゆっくりと下がり、花のような裾を閉じた。

　ほっとした。心のそこからほっとした。と──

「このすけべっ！」

「てっ！」

　バシッと頭を平手て叩たたかれ、文ふみ人ひとは危あやうく頚けい椎ついをどうかしてしまうところだった。

「何すんだよ、母かあさんっ！」

「何じゃないでしょう」

　母は、ため息をついた。

「そんなに目を瞠みはって、女の子のパンツを見たそうな顔をするものじゃないわ」

「ば、ばかいってんな！」

　そもそもそのパンツがないんだよ、と言いそうになるのを、文人は何とか飲み込んだ。それだけは絶対に言ってはいけない事だ。

「──あら」

　文人のそんな気持ちには気付いた様よう子すもなく、母は息子むすこの肩越しにノートパソコンのディスプレイを覗のぞき込んだ。そこには、あの二人ふたりの過去の栄光の記事が表示されたままだった。

「崎さき田たちゃんじゃない」

　文人はぎょっとした。

「知ってるの!?」

「まあね。といっても、会った事があるわけじゃないんだけど。この子たち、このあとで装そう丁ていで賞しようを取ってるのよ。その時のインタビューで、装そう丁ていを本格的に始めたきっかけは、パパの本に出会ったからだって答えてたって、樋ひ川かわちゃんが教えてくれたの」
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　母の言った《パパ》は、崎さき田た姉妹の父親の事ではない。文ふみ人ひとの父──装丁師であった江え本もと春しゆん夏かの事だとすぐにわかった。樋川というのは母の元部下で、いまは稀き覯こう本ぼん書店をやっている樋川桜さくらに違いない。

「けど、どうして？」

　母は首を傾かしげた。

「文人、何でこの子たちの事、調しらべてるの？」

　ぎくりとした。しまった。理由を考えていなかった。咄とつ嗟さには思いつかない。時間が必要だった。それを作ろうと、文人はポケットに手を突っ込んで鉛筆を握ろうとした。だが──

「会ったのじゃ」

　文人は心しん臓ぞうが止まるかと思った。目を見開いてフィフを見ると、彼女は何も考えていないように見えた。馬ば鹿か、と窘なだめたりしたら、事実をただ述べただけでそれがどうして悪い、と真顔で返されそうだった。

「そ、そうなんだよ！」

　文人は、これ以上フィフが余計な事を言い出さないように、強引に割り込んだ。フィフは少しむっとしたが構ってなどいられなかった。

「双ふた子ごでさ！　名乗っただけで別れたんだけど僕には覚えがないし、誰だれなのかな、って思って調べてたんだ……」

「へえ！」

　母は驚おどろいたように目を瞬しばたたいた。

「じゃあ、ちゃんと連絡先とか教えたんでしょうね？」

「そ、そんなわけないだろ。父とうさんの事なんか一言も言わなくて、名乗っただけなんだから。変なやつだったらどうすんのさ……」

「それはそうだけど。でも、どうしてわかったのかな。文人がパパの息子むすこだって。名札をつけてるわけでもないのにね」

「知らないよ。調べたんじゃないの？　父さんに憧あこがれてたっていうなら、工房だったここの場所だって知って──」

　文人はごくりと唾つばを吞のみ込んだ。まずい。マジでまずい。いや、落ち着け。大丈夫だ。彼女たちがこっちの素す性じようを知っているというのは、今考えた話だ。彼女たちはこっちの事を知らなかった。気付きもしなかった。だから大丈夫だ──いまは。

「どうしたの？」

「え？　う、ううん、何でもない」

「そう？　まあけどそうね。工房の住所は三年前までは雑誌とかにも載せてたんだし。どうせだったら、直接、来ればいいのに」

　絶対にお断りだ、と文ふみ人ひとは思ったが口には出さず、笑えみすら浮かべて見せた。

「遠えん慮りよしてんじゃない？　父とうさんが失しつ踪そうしたこと、別に秘密にしてなかったし」

　そっか、と母は頷うなずいた。その顔には、これといった感情は浮かばなかった。飼っていた犬がいなくなっても、もう少し何かあるだろう。哀かなしいとか。寂しいとか。しかしそれは母が薄はく情じようだというわけでないことを、文人は知っていた。母はもう随ずい分ぶんと昔に、父に関する感情に蓋ふたをしたのだ。厚い厚い蓋を。その下で何をどう思っているか、文人には計り知れなかったが、平気なわけではないだろう。

「そうだ」

　母は話を逸そらすように、ぱん、と手を叩たたいた。

「文人。あんた、気をつけなさいよ？」

「何？」

「あんたの学校の近くで、おかしな事件があったでしょう？」

「ああ、女の人が落書きされたって、あれね。母かあさん、仕事詰めでよく知ってるね」

「それ皮肉？　よそ様の可愛かわいい娘さんを預かってるんですからね。気にもなります。フィフちゃんのこと、しっかり守るのよ？」

「大丈夫だよ。僕らみたいな電車通学組は通学路からも外れてるし、あそこは近くって程ほどでもないし」

「そういう問題じゃないでしょう？　文人、フィフちゃんの事きちんと気をつけてあげなさいよ？　あんたと違って可愛いんだから」

「無理言うなよ。僕は荒事には向いてないんだから」

「代わりに落書きされるくらいは出来るでしょ？　女の子が、たとえマジックでも肌に落書きなんてされたら、それはナイフとおんなじよ。傷が残るわ──心に」

「男ならいいのかよ」

「何言ってるの。いいに決まってるじゃない。落書きなんて洗えば落ちるでしょうが」

「何その差別」

「いいから！　ちゃんとフィフちゃんを守るのよ？　いいわね？」

　文人は返事の代わりに肩を竦すくめた。守る？　根本的に認にん識しきが間違っている。こっちが守られているのが実情だ。とはいえ、そんな事を説明出来るはずもない。

「じゃ、母さんは会社に戻るから。──じゃあね、フィフちゃん」

「いってらっしゃい、じゃ。ままさま」

「んー！　やっぱり女の子はいいわあ……」

　心底から嬉うれしそうな顔をして母は洗せん濯たく物ものを置き、替えの服を代わりに袋に詰めて会社へと戻っていった。文人はフィフに引きずられるようにしてそれを玄関にまで下りて見送り、扉とびらが閉まるまで、作り笑いを浮かべて手を振った。

　完全にドアが閉まってしまうと、文ふみ人ひとはため息をついて笑えみを引っ込めた。顔の筋肉が疲れた。反動で思わず無表情になってしまう。

「……びっくりだな」

「ん」

「どうなってんだ？　《焚ふん書しよ鬼き》が父とうさんに憧あこがれてた？　それにしちゃ随ずい分ぶん乱らん暴ぼうだよな。本を燃もやすなんて、とてもそんな過去があったなんて信じられない」

「拙せつも同感じゃ。ひょっとするとあの者たちこそが《禁書》に操あやつられているのやも」

「けど、何も感じなかったんだろ？　それにフィフ、言ったじゃないか。《禁書》だって《本》を燃やしたりはしない、って」

「それは本当じゃ。しかし、《禁書》はそもそもその人間の暗い欲望や望み、怒りを増幅して叶かなえさせるのであって、意のままに操るわけではない。あの姉妹が本を憎む心がああした行動を取らせているという可能性も考えられなくはないけれど……」

「そうじゃない、と君は考えている」

　フィフは頷うなずいた。

「あの二人ふたりは間違いなく拙らを狙ねらっていた。操られ、本を憎んでの行動であれば、そこいらにある本屋や図と書しよ館かんを狙うであろ？　それに『ギロチン判事物語』が燃やされたのは西での話じゃ。わざわざこの町まで来る理由がない」

「だとすると《奴やつ》が現れたのを察知して東京へ来たって事かな。姉の崎さき田たルカは何か《本》を見つけ出すアイテムを持ってるみたいだった」

「そうなのか？」

「うん」

　と文人は言ったものの、大きな胸の間に挟まれた小こ瓶びんを思い出しても、はっきりと思い出されるのは瓶より、つけていない胸の膨ふくらみなのは困った。

「何を顔を赤くしておるのじゃ？」

「あ、赤くなんかないよ！」

　文人は慌あわてて頰ほおを手の甲で擦こすったが、そんな事で熱あつくなった頰が冷めるわけではない事に気付いてやめた。むしろひりひりする。

「……と、とにかく気を配るべきは、落書き魔まの方だね。《禁書》に操られてる可能性はそっちが高い。僕らだけじゃ、ちゃんとした情報は得られないと思うから、グリーズに協力してもらおう」

「何をさせるのじゃ？」

「彼女は、紙に記載されたものであれば手に入れたり閲えつ覧らん出来たりするだろ？　警けい察さつには落書き事件の被害者の調ちよう書しよがあるはずだから、それを手に入れてもらう」

「そこから犯人を操あやつっている《禁書》が何かを探るのじゃな？」

　文ふみ人ひとは頷うなずいた。あらかじめ相手が何の《本》かわかっていれば、対応した《仕掛け》を準備することが出来る。

「それに、崎さき田た姉妹の事もあるだろ？　あんまりおおっぴらに外を歩いて、また今日きようみたいな事になるのは避けたい。《虚うつろの図と書しよ館かん》を突き止められてもまずいし」

「……そうじゃな」

　あの火を、輝かがやきを思い出したのか、フィフは眉まゆを顰しかめると細い体をぶるっと震ふるわせ、自分で自分を抱だき締しめるように肩をかき抱いた。

（何か対策を考えなくっちゃな……）

　青ざめた彼女の横顔を見ながら、文人はしかし、何をどうしたものか、と考え、彼女と同じように眉を顰めた。
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（さすがにこう続くと、空気も変わるよな……）

　図書室に続く階段をフィフと共に上がりながら、文人はそれを肌で感じていた。

　最初の事件から八日が経たっていたが、落書き事件は既すでに三件を数えていた。いずれも北きた鐘かね公こう園えんの近くで起きていて、二件目は文人たちが崎田姉妹に襲おそわれたその日だった。

　被害者は落書きの前に失神させられており、それは薬やく品ひんを使わずに首への強烈な一いち撃げきによるもので、その打撲による傷害の方が怪け我がという事では重いものの、体に残された《落書き》という目的のわからない不気味さが、そちらに注目を集めさせていた。

　一部の週刊誌でもこの事件を取りあげ始めていて、取材も熱ねつを帯びているらしく、先生からは安易に応じないように、との通達が今け朝さあったばかりだった。まだこの学校の生徒から被害者は出ていないが、三人目は卒業生ではあったので、何らかの問い合わせがあったのだろう。学校としては応じないだろうから、そうなると生徒に話を聞こうとするに違いなく、それゆえの通達だろう。

　だがそれは逆効果だったように、文ふみ人ひとには思えた。実際、三人目がこの学校の卒業生だと文人も知らなかったし、それがなければ北きた鐘かね公こう園えん付近は、地元の人間を除くほとんどの生徒には無む縁えんの場所で、事件も遠い国で起きているものと変わらなかったのだ。

　だが、それが今け朝さの通達で一変した。

　誰だれかが立ちあげては消しを繰くり返している学校裏・サイト『鐘しゆ翠すい善ぜん高校・放ほう課か後ご掲示板』のスレッドもその事で話題は一杯で、既すでにその三人目の被害者の名前も特定されていた。文人はその全すべてを昼休みにチェックしたが、有益な情報はなかった。

　崎さき田た姉妹に関する情報もまったくなかった。

　公園での火事は放火と判断されたようで、その次の日の朝刊の地方面には小さく載ったものの、テレビのニュースでは取りあげた様よう子すがなかった。二人ふたりが追おうと思えば、フィフや文人の制服から、この鐘翠善高校の生徒だと当たりをつけられそうなものだが、学校・裏サイトにも、おかしな双ふた子ごにフィフのことを訊きかれたというような書き込みはなかった。鐘翠善高校に通う白髪の少女と言えば一人ひとりしかいないのだから、すぐにでも現れるかもしれないと警けい戒かいしていたのだが、六日が過ぎて何の動きもないという事は、

（……思いついてない？）

　そう考えられなくもなかった。

　彼女たちは視野が狭きよう窄さく気味になっているのかもしれない。崎田姉妹の姉の方──ルカは、何か《本》を探知するようなものを持っていた。そうしたものがあると、それに頼り切りになってしまって他ほかの方法を考えなくなるという事はある。

　もしくは《焚ふん書しよ鬼き》は与えられた小こ瓶びんのみを頼りに《本》を探し、燃もやす──そうしたルールがあるのかもしれない。

（だとしたら、こっちとしては助かるけどね）

　図書室の重々しい扉とびらを開けて中に入ると、文人は辺あたりを見回した。相変わらず人は少なく、貸し出しカウンターには図書委員がいたが、今日きようは当番ではないので、それは雲くも木きではなかった。夏か宰さいの姿もなく、文人は胸を撫なで下ろした。あの二人の微妙な空気の間に立たされるのは正直、きつい。

「フミヒト、はよう」

「あ、うん」

　フィフにうながされて、文人は書架の間へと入っていった。いつものようにフィフが《呪じゆ文もん》を唱となえると、ひとつだった書架が二つに分かれて《虚うつろの図と書しよ館かん》へと続く通路が現れた。暗がりを抜けて扉の前に立ち、それを乱らん暴ぼうにフィフが叩たたく。

「はぁい」

　すぐにそう応こたえがあって扉は開かれた。既にお茶の用意がしてあったようで、紅茶のよい香りがした。他にも甘い香りが。テーブルを見るとふっくらしたホットケーキがあって、その上でバターが溶けていた。

「用意がよいの」

　小走りになってフィフはとっととテーブルに付くと、さっさとそれを食べ始めた。

　やれやれ。これではまるでボクがまともな食事をあげてないみたいじゃないか。

　小さくため息をついて、文ふみ人ひともグリーズのあとをついてテーブルに向かい、席についた。相変わらずグリーズ・ビーの頭はぐらぐらしていて危なっかしい。自分のためには本物の紅茶が用意されていて、それを飲みながら、ふと、ある疑問が頭に浮かんだ。これは温かい。だがどうやって？　《本》たちは火を扱えないはずだ。

「グリーズ。君はこれをどうやって淹いれたの？」

「……それは、紅茶の葉を──」

「いや、そういう事じゃなくて、お湯を沸かすには火を使うだろう？」

「……あ、それなら……」

　グリーズは部へ屋やの隅すみを指差した。そこにあったのは電気ポットでコンセントはテーブルの下のコンセント口にささっていた。なるほどこれなら火を使わなくてもすむ。気をつけてみれば他ほかにも調ちよう理り器具があった。ホットプレート。だが随ずい分ぶん長いこと使われていないのかひどく埃ほこりをかぶっている。

「ありがとう、納得した」

　微笑ほほえんで、文人はありがたく紅茶を吞のんだ。彼女たちは使う必要がないから、あれらはここにいた《マイスター》の持ち物なのだろう。

「もうひとつ、いい？」

「……はい」

「仕掛けの材料に、この本から切り取った紙以外の材料を使ったら、どうなる？　蛇じや口ぐちを動かすみたいに、裏の動力として使う分には問題なかったけど、実際に本物になる部分に使ったらどうなる？　フィフに訊きいても覚えてないし、実際に作ってみようと思うと紙がもったいないってうるさいし」

「当たり前じゃ。一ページが再生するのには、それなりに時間がかかるのじゃぞ。無む駄だには出来ん」

「な？」

　文人が肩を竦すくめると、グリーズはきぐるみの下でくすりと笑った。

「……《本》の紙以外で作っても、実体にはならないです……。けれど、紙を芯しんにして仕掛けを作れば、問題なく実体化すると思います……」

「そっか！　ありがとう」

　と言う事は、あの姉妹に対抗出来る武器を作れるかもしれない。紙だから燃もえてしまうのだから、燃えないもので作れば、炎を散らせるかもしれない。

　文ふみ人ひとが沈ちん黙もくするのを待っていたかのように、グリーズは、あの、と呟つぶやくと、

「……頼まれていたもの……手に入りました……」

　そう言って、大きな熊くまのきぐるみの頭を支えるようにしながら、テーブルの上に古めかしい表紙のついた薄うすい本──というよりノートのようなものを静かに置いた。

　一冊ではない。全部で三冊。

　文人はカップを置くと、それを手にした。

「──それが、警けい察さつの調ちよう書しよというやつ？」

　もぐもぐと口を動かしながら言ったフィフに、文人は頷うなずいて見せた。

「調書を含めた捜査資料だね。被害者の証言だけじゃなく、警察が調しらべたことも載ってるはずさ。助かるよ、グリーズ」

「……い、いえ……」

　何な故ぜか彼女は膝ひざを擦こすりあわせて、熊のきぐるみを被かぶった顔を伏せるようにした。何かまずい事を言っただろうか？　わからなかったが、いまは資料が先だった。

　開くとまず、事件の起きた日付が書かれていた。一冊が一事件という事だろう。ざっと目を通す。落書きの詳しい状況がイラストで描かいてあって、わかりやすい。

「どうじゃ？」

「一件目の事件の被害者は、渋しぶ谷やの会社に勤めるＯＬだね。名前は──別にいいよね。知り合いってわけでもないし。それで……事件発生は午後九時過ぎ。場所は北きた鐘かね公こう園えん内。そこを通ると家への道がショートカットになるのでいつも利用していたみたいだ。被害者の証言では、いきなり後ろから口を押さえられて、直後に首を殴られて気を失った、とある」

「人をそのように簡かん単たんに気絶させられるものなのか？」

「さあ？　とにかくこの犯人はしてのけたみたいだね。……事件が発覚したのは同じ日の午後一一時過ぎ。同じようにこの公園をショートカットしようとして通りかかった会社員によって通報されて事件は発覚した」

「その会社員が犯人ではないの？　第一発見者は怪あやしいものじゃろ？」

「警察もそれは考えたみたいだ。ちゃんと調書を取ってる。けど、この会社員にはちゃんとアリバイがあったみたいだ。事件の起きた時刻にはまだ会社にいて残業していた。上司の証言で裏が取れてある」

「何じゃ残念。そいつを締しめあげれば解決じゃと思うたのに」

　フィフはぱくりとホットケーキを食べ、唇についたメープルシロップを舐なめ取った。

「で？　わかったのは、それだけか？　新しいことはないの？」

「あるよ」

　ぱん、と文人は軽く資料を叩たたいた。

「マスコミに発表されてない事実が二つ、ここには載ってる。ひとつは落書きの詳細だ。この資料によれば、ＯＬにされていた落書きは二個。いずれも首にで、ひとつが右耳の下から顎あごの左側にかけて弧こを描いたもの。もうひとつは、今度は反対に左耳の下から顎の右側にかけて、最初の線せんの下に弧を描いて描かかれたって書いてある」

「意味は？」

「焦あせるなよ。これだと漢字の二を書こうとしたとも思えるけど、まだ一人ひとり目めだ」

「ならば、もうひとつの公表されていない事実とは何じゃ？」

「うん」

　唇が乾いたので、文ふみ人ひとは紅茶でそれを湿らせた。

「ところでフィフは、どうして公表されないのか、わかる？」

「怠たい慢まんじゃから？」

「いや、そうじゃない。ネットの記事なんかでも、襲おそわれたＯＬの受けた被害は暴ぼう行こうってだけで詳しい状況は伏せられてる。これは被害者の人権を守るためと──あともうひとつ、犯人しか知りえない事実を警けい察さつが持っている必要があるからだ。それがあれば状況証拠でも、犯人を特定出来るからね」

「なるほど」

「その事実が、ここに載ってる」

「落書きの詳しい状況か？」

「それもだけど──それについては、他ほかの二件についても確かく認にんしてからにしよう」

　文人は一冊目のノートを閉じると、他の二冊を引き寄せてテーブルの上に同時に開き、両方を見比べながらページを捲めくっていった。

「やっぱりだ……被害者には、落書きの他にも共通した特徴がある」

「何じゃ、それは？」

「被害者は──パンツを穿はいてない」

「な──」

　フィフは一いつ瞬しゆん絶句したかと思うと、見る間に顔が赤くなり、そして──

「ふ、ふ、ふ、ふざけておるのかっ、フミヒト！　こんな時に！」

「違うって！　ふざけてなんかないって！　ほら！」

　文人は第二の事件の資料を持ちあげ、該当箇所をフィフに見えるようにして指をさした。

「書いてあるだろ？　下半身の下着なし、って。ようするにこれは、被害者がパンツを穿いてなかったって事だよ。ほら、こっちも」

　他の二冊の資料の該当箇所も指し示した。フィフは紫むらさき色いろの瞳ひとみを見開いて、穴の開く程ほど見つめてきた。余りに熱ねつ心しんだから、指がむず痒がゆくなったくらいだった。

「……ほんとうじゃ」

「だろ？」

　文ふみ人ひとは資料を置いた。

「まあ、フィフと違って、自分の意志で穿はいてないってわけじゃなくて、おそらく犯人に奪われたんだろうけど」

「拙せつだって、好きで穿いてないわけではないわーっ！」

　フィフは、ばん、と机を叩たたいた。

「ご、ごめん……」

　彼女の言う通りだ。それについては自分の腕のなさが原因であって、趣しゆ味みや嗜し好こうでそうしているわけではないのだから、からかうような話ではなかった。

　文人は仕切り直しのために、わざとらしく咳せき払ばらいをして、乱れた資料を整ととのえた。フィフは鼻を鳴らして自分を投げ出すように乱らん暴ぼうに椅い子すに座ったが、それ以上は抗こう議ぎを口にはせず、しかし明らかに不ふ機き嫌げんな様よう子すで腕を組んだ。

「えーと……それじゃあ続けるよ？　で、何が言いたいかっていうと、ようするに、これは同一犯による連続した事件の可能性が高い、って事だよ」

「……報道を読んで、誰だれかが真ま似ねたという事はないのですか……？」

　見て、ではなく、読んで、と言うのが、さすがは《本》だが、文人は首を振った。

「ないよ。パンツの事は報道されてないんだ。真似る事は出来ない。けど、何でそんな事をしたのかっていうのが、ちょっと……」

「何がちょっとなのじゃ？　パンツが好きなのであろうよ。集めておるのじゃ！」

「いや、他ほかにもパンツを脱がす目的は色いろ々いろあるとは思うけど……」

　文人は苦笑した。被害者は性的暴ぼう行こうを受けていないのだが、それを女の子に具体的に説明するのはちょっと恥ずかしい。

「ま、まあ、ともかく犯人は、パンツを脱がすと、あとは落書きをしただけで、それ以上は何もしてないんだ。パンツと落書き。この二つが共通した被害だけど、落書きはひとりひとり違っている」

　文人は二人ふたり目めの資料をフィフへ向けた。

「二人目の被害者は公園の傍そばに住む女子短大生だったんだけど、襲おそわれた状況は最初の事件に酷こく似じしてる。場所は公園じゃなくて路地と違っても、後ろから口を押さえられて首を強打されて失神、その後、体に落書きをされてる。左耳から右耳にかけて一本の線せんと、腹部にも横に横断するように一本」

　フィフは頷うなずき、文人は先を続けた。

「三人目は昨日きのうだ。今度はまたＯＬだったんだけど、家は近くじゃない。区立病院に父親の見み舞まいに来た帰りに、病院の駐ちゆう車しや場じようで襲われた。やっぱり後ろから口を押さえられて首を強打されて気を失ってる。落書きは首に一本だけ。だけどこれは時間がなかったんじゃないかと警けい察さつは見ているみたいだ。被害者が襲われた時刻と、助けられた時間が一〇分しかない。それでもパンツを持ち帰る時間はあったみたいだけどね」

　ううむ、とフィフは腕組みをしたまま唸うなった。

　文ふみ人ひとは眉まゆを顰しかめた。

「何？　僕の説明に何か納得のいかないところでもあった？」

「いや。そなたの説明に文句はない。拙せつはただ、考えていただけじゃ──こんな変態的な《禁書》があったかの、と」

　フィフの言葉にグリーズも、重い頭を支えるようにしながら頷うなずいた。

「けど《禁書》は取とり憑ついた人間の暗い欲望を叶かなえるんだろ？　だったらこれはその人間の欲望なんじゃない？」

「それは間違っておる」

　フィフは腕組みを解ほどいて、ずい、と文人へと身を乗り出した。

「確たしかに《禁書》は人の暗い欲望を叶える。そうする事で、その人物を新しい《本》にする。しかしそれには共通する欲望や感情が必要じゃ。例えばヨミじゃが、かぐやの姫がヨミに憑けたのは、あやつが『綺き麗れいになりたい』と想おもい、かぐやが美女であったからじゃ。その恩恵を与える事が出来たから憑けたのじゃ」

「《禁書》が人を選ぶ？」

「そうじゃ。そういうわけじゃから、拙は考えていたのじゃよ。女子に落書きをして、その上パンツを脱がして持ち去るような事をする男と通ずるような趣しゆ味みを持った《禁書》があったかのう、と」

「どうなんだい、グリーズ？」

　文人が訊たずねると、彼女はゆるりと首を振った。

「……わたしの記き憶おくの範はん疇ちゆうでは、そんな《禁書》はありません……《物語》でも《人》でも」

「とすると、見込み違いだったのかな？　ただの変態の仕し業わざだった──」

「じゃけれども」

　フィフは眉を顰めた。

「あの場に《崎さき田た姉妹》が現れたのが気になるのじゃ。拙らを待ち伏せていたとは思えぬ」

「そうだよな……もしもフィフを狙ねらってこの街に来たのなら、あそこじゃなくて、この学校や家の方へ現れるはずだよな……」

　文人もまた、ううむ、と唸った。そう考えると、やはりこの事件には《禁書》が絡んでいる気がするのだが、もしそうだとして、そんな変態的な《禁書》とはあまり係かかわりあいにはなりたくなかった。役に立つような《仕掛け》があるとも思えなかったし。

　そんな事を考えていると。

「……あの……もしかしたら《象徴》じゃないでしょうか……」

　グリーズが、ふと、そんな事を言った。

　文ふみ人ひととフィフは、示しあわせたわけではないのだが、顔を上げて彼女を──ぬいぐるみのきぐるみの熊くまの頭を見た。当然、その表情は読めないのだが、彼女は怯おびえたように、びくりと体を震ふるわせて、すいません、と呟つぶやいた。

「……わたし、生意気な事を──」

「構わん」

　フィフは、ぶん、と首を振った。

「それより、どういう事じゃ？」

「はい……」

　グリーズは少しだけ顔を上げて黙だまった。それはまるで、どこの引き出しに記き憶おくをしまったのか、それを探しているかのようだった。

「……《禁書》に操あやつられた人間は、《禁書》の物語性や事実に重ねて、自分の欲望を果たそうとします……けれど、それがぴったりと合うことは稀まれで、大たい概がいは、両者の間でずれが出ます。その場合、憑つかれた人間は《禁書》の物語性や事実に出来るだけ即した行動で自分の欲望を叶かなえようとします。すると──」

「あ！　そうか！」

　フィフは、ぱん、と手を叩たたいた。

「そうじゃった！　その《ずれ》がおかしな、奇妙な行動を生み出すのじゃった！　馬ば鹿かじゃな、拙せつは。だからフミヒトに、奇妙な事件を探させていたのに。ともあれその《ずれ》を埋めることが出来れば、《禁書》の正体もおのずと知れるという事じゃな！」

　グリーズは、伝わってよかった、と言いたげに、ほっとしたように頷うなずいた。

　そんな気持ちに水を差したくはなかったが、文人は、けど、と言った。

「どんな《ずれ》が、そんな行動になるんだ？　想像もつかないよ。落書きと、パンツの強ごう奪だつなんて」

　それを訊きくとやはり、フィフとグリーズも黙ってしまった。

　だが、三人でそうして沈ちん黙もくを続けていても答えが出てくるわけでもない。文人は携けい帯たいを取り出すとネットに接続し、かぐや姫ひめ事件の時のように重要な単語を並べて検けん索さくをかけてみた。『落書き』『パンツ』『女性』『首』──しかしそれで出てきたのは『該当するサイトはありません』という表示だけだった。

（やっぱりだめか……）

　文人は携帯をぱちんと閉じると、もう一度、事件資料に目を落とした。他ほかにも何か共通項があるかもしれない。三冊を並べて端から見ていく。と──

（あ）

　見つけた。それもまた報道されていない事実だった。

　被害者は、三人とも同じネックレスをつけていた。ヘッドの石はキュービックジルコニアと書いてある。という事はそれ程ほど高いものではないという事だ。

　しかし。

（だから何だっていうんだ？）

　文ふみ人ひとは頭を抱えたくなった。安い、ということは多く出回っているという事だ。しかも奪われたというなら、キーワードに『宝石』を加える事が出来るが、残していったのでは手がかりにも──

（いや。三人が三人とも同じ物をつけていて、それを警けい察さつが公表してないっていうなら、意味はある。犯人は、このペンダントをつけている女性を狙ねらったという可能性もあるじゃないか）

　文人はもう一度携けい帯たいを開いて検けん索さくをかけた。だが──

（駄だ目めか……）

　今度も結果は『該当なし』だった。

「なあフィフ……これ、知ってるか？」

　文人は期待をせずに彼女に捜査資料のペンダントの写真を見せた。自分よりも世情に詳しいとは思えなかったが念のためだ。最近は女子の中にいる事も多いから、何か聞いているかもしれない。

　どれ、とフィフはテーブルに体を乗り出して、コピーされたような白黒写真を見た。

「綺き麗れいな装飾じゃな。拙せつも欲しいぞ」

「いまはそういう事じゃなくて──」

「わかっておる。ちょっと言ってみただけじゃ。そのように目を吊つりあげるでない。グリーズが怯おびえる」

　馬ば鹿かな、と思って彼女を見ると確たしかに細い肩が震ふるえていて、文人は頭を搔かきながら、ごめん、と呟つぶやいた。大きな熊くまの頭がこっくりとうなずく。それを確かく認にんしてから文人はフィフを向いた。

「それで？　どうなのさ」

「まあ、待て」

　フィフはじっと写真を見つめ、その横の説明も読んだ。目の動きを追えばそれがわかる。

「……見た事はないけれど、この首飾りの工房の名前──マーク・ラリ・イエコロというのは、聞いた覚えがあるよ」

「本当!?」

「うん。女子たちの話の中でじゃったかな？　何の事だかわからず、拙は聞き流しておったのじゃけど、確かにそう言ってた」

「女子か……」

　あの輪わの中に入っていくのは、正直、気が引けた。だからと言ってフィフにさりげなく尋たずねるといったような芸当が出来るとは思えない。

（雲くも木きに訊きいてみるしかないかな……）

　結局、クラスメートの中で一番よく話をする女子は彼女だった。他ほかの女子でもわかる子はいそうだが、ものがものだ。変な噂うわさを裏サイトに書き込まれたりするのは避けたい。

「よし。それじゃあとで雲くも木きに訊きいてみよう。何かわかるかもしれない。──グリーズ。ありがとう、助かったよ」

「……そ、そんな……別に……わたしは……」

　彼女は大きな熊くまの頭を傾かしげると、またしても、もじもじと膝ひざを擦こすりあわせた。その様よう子すは、見ていると何だからほほえましい気分になる。

「お開きじゃな」

　不意に、椅い子すを鳴らすようにして、フィフは立ちあがった。いつの間にか皿の上のホットケーキは空からになっていて、メープルシロップの一滴も残ってはいなかった。

　文ふみ人ひとも紅茶を残さず飲み乾ほすと立ちあがった。今日きようはもう雲木は捕まらないだろうから、ネックレスに関する情報は明日あしただ。電話で訊くことも出来たが、何をそんなに焦あせっているのかと思われるのは避けたかった。あくまで自然に、さりげなくやらなければ。

「あ。そうじゃ」

　フィフは思い出したようにそう言うと、鞄かばんで皿を適当に除のけるようにして机の上に置いて開き、中から革の表紙の、捜査資料よりは一回り小さいくらいの本というよりノートといった様子のものを取り出し、グリーズに向かって差し出した。彼女はそれを受け取ると、何やら嬉うれしそうに胸に抱いて、表情の変わらない熊のぬいぐるみの頭を僅わずかに傾げた。その仕し草ぐさだけで、嬉しいのだな、と何となくわかる。

「何、それ？」

　興きよう味みをそそられて訊くと、フィフは振り返り、

「拙せつとグリーズの、交換日記じゃ」

　と隠す事もなく言った。

　一いつ瞬しゆん、文人はそれがどんなものか、わからなかった。聞いた事はある。だがそれもずっと昔の事で、思い出すのに時間がいった。

「ああ……！」

　文人は頷うなずいた。

「ああそっか。わかった。交換日記ね」

　そうだとわかると次には、何てアナログなんだ、という思いが込みあげてきて、つい頰ほおが緩ゆるんでしまった。

　フィフはそれを見逃さなかった。

「何じゃ……？」

「え？　あ、いや……古風だな、って思ってさ」

「古風？」

　フィフはグリーズと顔を見合わせた。

「何を言っておるか、文ふみ人ひとは。これの何が古いのじゃ。交換日記は乙女おとめのたしなみ。恋人同士の秘めた楽しみじゃろうに。みんなしておる事じゃ──あ、そうか。文人は友達がおらぬから、した事がないのか。そうか。そうじゃな……どうしてもと言うなら、拙せつが文人と交換日記をしてやらぬでもないぞ？」

　何となく上から目め線せんに、文人はむっとして、

「結構です」

　と言って、払うように手を振った。

「それに、みんなしてるなんてのは間違ってるよ。いまはブログだよ。あとはＳＮＳとか」

　フィフとグリーズは首を傾かしげた。

「何じゃ、それ？　何かの呪じゆ文もんか？」

「呪文て」

　文人は堪こらえ切れずに笑った。

「違うよ。ブログって言うのは、インターネット上に作れる日記の事さ。本来の意味は違うんだけど、いまはブログといったら日記の事を指すね。ＳＮＳは──まあ、似たようなものだと思ってよ」

「またネットか」

　フィフは何となくうんざりしたような口く調ちようでそう言った。

「そのような事が出来るとして、どうしろと言うのじゃ。いちいちあの大きくて重い、鞄かばんのようなあれを持ってきて交換するのか？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

「そんな必要ないって。見たかったらネットに接続してそのサイトにアクセスすればいいんだから。読んだ人がすぐにコメントを──返事を書ける機き能のうがあって便利だよ？　結構、みんなやってる。嬉うれしいものみたいだよ？　いろんな人が自分の日記を見て、感想残していってくれるのは、さ」

「ち、ちょっと待つのじゃ」

　フィフは何かに驚おどろいたように目を瞬しばたいた。

「何？」

「いま、何というた？　いろんな人が自分の日記を見て、じゃと……？」

「うん、そうだけど？」

　文人があっさりと答えると、フィフは愕がく然ぜんとした。

「な、何じゃそれは!?　何を考えておる!?　日記というのは秘めるものであろ!?　何でそれを公開するのじゃ！　出来るのじゃ！」

「そ、そういわれればそうなんだけど……でも、フィフだってグリーズと交換して見せあってるじゃないか」

「グリーズは友達じゃ！　それと見ず知らずの人間に見せるのとは違うであろ!?」

「それはまあ、そうだけど……」

　確たしかに……昔は日記といえば、夏休みの宿題の絵日記は別として、親にも見せないものだった。いまでも鍵かぎ付きのダイアリーが売っていたりするが、そういうものを本来の日記と言うのなら、いまのブログは別のものだと思える。

（いや。堅く考えすぎだろ）

　文ふみ人ひとは首を振った。

（日記だって色いろ々いろある。人に見せるために書くのだってありだろうし、それぞれ書き分ければいいだけの話だ。みんなそうしてる。ネットでブログをやってる人が、じゃあ、誰だれにも見せない自分のためだけの日記を書いてないとは限らないんだから）

「フミヒト、何を黙だまっておる。拙せつの意見に感服したのか？」

「え？──いいや」

「何じゃと？」

「要するに現代じゃ、日記と言っても色々な形があるって事だよ。君らがやってる交換日記や、宿題の絵日記と同じさ。ブログっていう、新しい形の日記が誕たん生じようして流行してる。それだけの話さ。まあ、ブログの方が便利だと思うけどね」

「む──またネット擁よう護ごか？　フミヒト。そなたは拙の《まいすた》なのじゃぞ？　もっと紙に対して愛着とかをだな──」

「はいはい」

　文人は捜査資料をまとめると、革の鞄かばんの蓋ふたを開いて中にしまった。こんなものを持っているのを見つかったら色々面めん倒どうにはなるが、いちいちここへ来て確かめるわけにもいかない。学校は夜は出入りが出来ないし、図書室はもっと早く閉まる。そうすると、ここにしか入り口を持たない《虚うつろの図と書しよ館かん》へも当然入れなくなってしまう。

「いいから、もう今日きようは帰ろう。あとはまた明日あした」

「うらやましいのならうらやましいと素す直なおに言えばよいじゃろうに」

「はあ？　何で僕がうらやましがらなくちゃならないのさ」

「隠すでない。ネットのやり取りでは味わえぬものが、手渡しの交換日記にはあるぞ」

「ふうん。例えば？」

「温ぬくもりじゃ！　表紙の革の感触や、紙の優やさしい手触り。拙の事を思って一文字一文字書かれた言葉の、それぞれの筆の運びもそうじゃ。全すべてに温もりがある。そこには気持ちが詰まっておる！」

　そう力説するフィフに、文人は小さくため息をついた。新しい技術を受け入れられずに古いものを礼らい賛さんするのはよくある事だが、これはちょっと妄信に近い。

「パソコンで作成されたものに気持ちがないってのは言いすぎじゃないか？　それだといま存在する全すべての本は、心がこもっていないって事になるよ？」

「む──」

「ま、手書きを否定はしないけど、僕はブログでいいよ。見られる人間を制限すれば、まず安全だし。でも、ネットを完全に信用しちゃうのは危ないから、結局は当たり障りのない事を書くと思うけどね」

「フミヒトもしておるのか？　その、ブログとやらを」

「いいや」

　文ふみ人ひとは鞄かばんを抱えた。

「やってない。僕は誰だれかに何かを見せたいって欲はないから。そもそも宿題以外で日記をつけた事もないよ」

　すると、フィフとグリーズは顔を見合わせ、何となくだけれども、文人を哀れむかのように首を振った。

「……しょうのない。よし。拙せつがしてやろう！」

　フィフは薄うすい自分の胸をパンと叩たたいた。

「何を？」

「無む論ろん、交換日記をじゃ！　丁度、拙も、もっと《まいすた》と仲良くならねばと思っておったのじゃ。うむ、名案じゃな！」

「……すばらしいです……」

　グリーズが、ぱちぱちと拍手をする。

（勘かん弁べんしてよ、マジで……）

　文人は首を振って踵きびすを返すと、一人ひとり先にこの部へ屋やを出るべく、歩き出した。

　フィフと交換日記？　それは何の冗じよう談だんだ。同じ家に住んでいて、どうしてそんな真ま似ねをする必要がある。

「あ！　待つのじゃ、フミヒト！　帰りに一いつ緒しよに買いに行こうでないの。交換日記♪」

　本当にうんざりとして、文人はいつもなら出さないような大きな声で、

「──やだ！」

　と吐き捨てるように言った。だが──

「またそんな。照れずともよい。そなたは拙の《まいすた》なのじゃからな♪」

　フィフにはまったく通じず、文人はあやされるように、ぽんぽん、と背中を叩かれて、本当に深い深いため息をついて、うう、と唸うなった。




　　　　　☆




　雲くも木きと話す時間を作るには、《読書の時間》がある日が最適だった。

　何な故ぜなら、本を忘れれば、図書委員である彼女が本選びに図書室に付きあってくれる事になるからだ。なので、文ふみ人ひとはそれをしようとした。フィフにもそう説明した。だが。

「わざと本を忘れるなど、そんなのは《司書》として許せぬ！」

　彼女はそう言って、人の鞄かばんにどこで手に入れたのか、薄うすいが漫画の絵もついていないような文庫本をいつものように──最近、ずっとこのパターンで本を忘れられなくなった──押し込み、こっそり抜き取ったはずなのだが、学校につくといつの間にか忍び入れられていて、時間を作ることが出来なかった。

　文人は無む駄だだと言っているのに、事あるごとにフィフは本のよさをアピールし、好きになれと迫ってくる。普ふ段だんのことならそれも構わない。はいはいと言って流せばいいだけだ。しかしいまは事情が違う。《禁書》の手がかりをつかむのは、互いの利益のための目的であるはずでそれが何よりも優ゆう先せんされるべき事のはずだ。

　休み時間、文人はそうフィフに言ったのだが、彼女は、

「わかっておるけれど……文人には本を好きになってほしいのじゃ」

　と、かみあわない言いい訳わけをして、譲ゆずる様よう子すはなかった。

　仕方なく文人は放ほう課か後ごを待って、教室の人が少なくなった頃ころ合あいを見計らい、

「雲くも木き」

　と話しかけた。

　彼女は教科書やノートを鞄に詰めていたところで、文人の声に一いつ瞬しゆん、体を硬くしたが、すぐに顔を上げて、

「な、何？」

　と微笑ほほえんだ。

　その笑え顔がおに文人は、悪い意味ではなく、胸が騒さわいだ。彼女の顔には嬉うれしさと、何かはわからないが期待が滲にじんでいたので。だがそれは、文人の後ろにちょこんとフィフがいる事に気付くと揺らぎ、そして淡あわくなった。

　それを見るのは何故か申し訳なく、文人は早々に話を切り出すことにした。

「ちょっと訊ききたいんだけど、マーク・ラリ・イエコロって知ってる？」

　すると雲木は明らかに、ぎょっとした様子を見せた。目が瞠みはられ、腹の辺あたりで組んだ手の指がせわしなく擦こすりあわされる。

（……何だ……？）

　わけがわからなかった。何でこんな反応が返ってくる？

「えっと……し──」

　声がかすれる。雲木は明らかに答えを迷っていた。知っていると言おうか、それとも知らないと言おうか、と。

　眼鏡めがねの向こうでくるくると視し線せんがあちこちをさまよい、やがて伏せられた。そんなに長い時間ではない。彼女は小さくふうっと息をつくと、

「……知ってるよ？」

　と言った。そして、

「……八や代しろから聞いたの？」

　と続けた。

　今度は文ふみ人ひとが眉まゆを顰しかめた。何でここであいつの名前が出るのかがわからなかった。すると、あからさまに怪け訝げんな顔をしすぎたか、雲くも木きははっとして、違うの？　と訊きいた。

　文人は頷うなずいた。

「僕はただ、そのイエコロっていうのがどんなものでいくらするのかが知りたかっただけなんだけど……どこで情報を手に入れたんだか、フィフが欲しいって騒さわぐからさ」

「そ、そうなの!?」

　雲木は、しまった、という表情になった。こんなにくるくると表情の変わる雲木も珍しかった。頰ほおが赤くなり、額ひたいにじわりと汗が滲にじむのがわかった。どうしようどうしよう、という心の声が聞こえてくるようだった。しかし何な故ぜ？　どうしてこんなに雲木は動揺している？　そして、その動揺は次の瞬しゆん間かん、頂点に達した。

「──おーい、何してんのよ？」

　視界の外から飛んできた八代の声に、雲木はお化ばけ屋や敷しきで本気で驚おどろいたかのように、びっくん、と体を震ふるわせた。そんな彼女程ほどではなかったが、首を巡らせた文人も、八代には別の意味でぎょっとさせられた。

　八代は──具合が悪そうだった。目の下にははっきりと隈くまが出来ていて、頰も少しこけているような感じがした。しかし八代は、まるでそんな自分の様よう子すには気付いていないかのように、にっと白い歯を見せて笑った。

「大丈夫なのか？」

　文人がそう訊くと彼は、何が？　と笑え顔がおのまま答え、手にしていた油性の黒マジックペンをくるりと回して見せた。

「あ」

「どうだ？　江え本もとがくるくる回すの見てさ、暇ひまつぶしにちょっと練習してみたんだ。だけど意外と難むずかしいんだな。みんな結構やってるから、もっと簡かん単たんなのかと思ったぜ」

「そう？　上う手まいじゃんか」

「おまえに誉ほめられると、自信、ついちまうな」

　そう言った八代はしかし、マジックペンをそれ以上は回さずにつかむと、ズボンのポケットに突っ込んで、軽く咳せき込んだ。

「酷ひどいの？　喘ぜん息そく」

「ちっとな。つーか夏なつ風か邪ぜでさ。熱ねつはないんだけどな。だったら学校行けって親に蹴けり出されたんだけどよ。だるくってたまらねー……辛つらいぜ、ほんと……」

　ついた息は弱々しく、本当にだるそうだった。

「ヤシロ。おまえはとっとと帰るがよいのじゃ。昔から風か邪ぜは、万病の元と言うぞ」

　後ろでフィフが腕組みをして、どこか偉そうに知ったような事を言うと、八や代しろは笑って、ありがとうさん、と言った。

「じゃあ、心配してくれたお礼に、フィフちゃんにはいーもんあげよう」

　良いもの、と聞いてフィフの紫むらさき色いろの瞳ひとみが期待に輝かがやいた。

　八代は笑え顔がおのまま──何な故ぜか文ふみ人ひとにはそれがどこか作り物めいて見えた──ポケットに突っ込んだ手を抜いた。くれるというのはさっきのマジック？

「フィフちゃん、手」

　怪け訝げんそうな表情を隠そうともせず、フィフはそれでも手を差し出した。

　八代は笑えみを張りつかせたまま彼女の開いた手の上に自分の手を離はなして被かぶせると、指を開いた。きらりと光るものが落ちてきてフィフの掌てのひらで丸まるように山を作り、彼女はそれを指で摘つまむと持ちあげた。

（ネックレス……！）

　だった。しかもそれは、いまさっき話題にしていたマーク・ラリ・イエコロのそれに間違いなかった。連続落書き事件の被害者がつけていたそれと、寸分たがわぬ同じものだ。

「あげるよ」

　八代は言って手をポケットに戻した。

　文人もだが、フィフも驚おどろいたはずだ。しかし何故か一番驚いた表情をしていたのは、雲くも木きだった。

「八代、これは──」

「いいんだ」

　雲木の言葉を遮さえぎるように言って、八代はもう一度、あげる、と繰くり返すと、踵きびすを返し、あとは呼びかけても振り返りもせず、軽く咳せき込みながら教室を出て行ってしまった。

「どういう事？」

　文人は、真まっ直すぐ雲木を見てそう訊きいた。彼女は、えっ、と驚いたように目を瞬しばたいたが、雲木が何かを知っているのは間違いなかった。言いかけたのは何であったのか、それを知りたかった。

　雲木は嘆たん息そくすると自分の腕を抱くようにして、視し線せんだけで辺あたりを見回した。そうして誰だれも自分たちに注目をしていないとわかると、耳を澄すませないと聞こえないような声で、

「……それ、わたしが買ったの」

　と言った。

「え？」

「……先週、わたしが八や代しろに何か渡してたの覚えてる……？」

　文ふみ人ひとは頷うなずいた。そうか。それがこれだったのか。

　なるほど、確たしかにこれなら雲くも木きに──知っている女子に頼みたくもなる。こういうアクセサリーが売っているところは、居い心地ごこちの悪さという事でいえば、フィフと行った下着売り場と同じくらい悪い。

「けど、何で？　それがどうして急に──」

「綺き麗れいじゃな」

　フィフはそのネックレスを摘つまむようにして持ちあげ、目を細めてヘッドを眺めた。きらりきらりと複雑にカットされたキュービックジルコニアが輝かがやく。

「拙せつにくれるのか。気前のよい事じゃが──あいにくと拙は、他ほかの女のために買われたものなどいらぬ。拙が欲しいのは、拙のために選ばれた、拙のためのものじゃ」

　文人は首を傾かしげた。

「どういう事？」

　フィフはネックレスを手の中に戻し、そっと握った。

「──ヨミ。ヤシロは、どこの誰だれかは知らぬが、どこぞの女にくれてやるためにこれを買こうてきて欲しいとそなたに頼んだのではないの？」

「え──そうなのか？」

　文人が雲木を見ると、彼女は困ったように眉まゆを顰しかめ、たっぷりと迷ったあとで目を伏せるかのように微かすかに頷いた。

「やはりの」

　フィフは、うむ、と頷いた。

「しかしフられた。となるとこの装飾品は失恋を思い出させる品でしかない。どうしたものかと考えていると拙らの会話が聞こえ、手放した──そんなところであろ」

「す、すごいな……」

　文人は世せ辞じではなく、心から驚おどろいた。そんな理由だったとは、思いつきもしなかった。ひょっとしてフィフは、実はものすごく頭の回転のいい名探偵なのではないだろうか。

「やっぱり、フィフちゃんもそう思う……？」

「え──」

　雲木までもがそんな事を言い出して、文人は目を瞬しばたいた。

「ヨミもわかったか」

「うん。わたしもそうだろうな、って思ってた。それ以外、八代がわたしにそれを買ってきて欲しいんだけど、なんて頼む理由、ないもの」

「え、何で？　自分で使うかもしれないじゃないか」

　雲木は、それはないよ、と言って、小さく顔の前で手を振った。

「だって、プレゼント包装で、って頼まれたもの。自分で使う用じゃないよ」

「そっか……」

　意外──ではないのかもしれない。文ふみ人ひとはまだ恋などした事もなかったが、中学の時のクラスメートには後こう輩はいと付きあっていたのもいたし、それで問題を起こしたのもいた。八や代しろにそうした気持ちを抱く相手がいても、おかしくなどない。

「けど、何でそれなの？」

「人気あるんだよ？　一〇代から二〇代の女性の、いま欲しいアクセのトップファイブにいつも入ってるし、みんな欲しがってるよ」

「雲くも木きも？」

　そう訊きいたのは、別に他意があっての事ではなかった。ただ、雑誌とかのマスコミの情報とかではなくて、生の声が知りたかっただけだ。

　けれど雲木は明らかに慌あわてた様よう子すを見せた。焦あせった感じだった。

「わ、わたし!?」

　と言った彼女の声は、微かすかにうわずった。視し線せんが泳ぐ。

「そ、そりゃあ、いいなとは思うけど……そんなに安いものじゃないし……それに──買ってもらえるんだとしても、誰だれでもいいってわけじゃ──」

　眼鏡めがねの向こうからちらりと見られ、あ、と文人は気付いた。急に文人も気恥ずかしさが込みあげてきて、紙の心しん臓ぞうの鼓動が速くなった。

（ま、まいったな……そんなつもりじゃなかったのに……）

　ここで、そうだよね、と相あい槌づちを打つのもおかしかったし、かといって下へ手たな事を言えば傷つけてしまいそうで困った。

　何となくおかしな空気の沈ちん黙もくが流れ、喉のどが少し渇いてきたな、と思った時、

「ぐはっ！」

　文人は背中に強烈なパンチを食らって、肝かん臓ぞうか何かが破裂したかと思うような痛みに息が詰まり、机に手をついて体を支えなければ立っていられなかった。

　さすがに、涙が滲にじむ。

「フィ、フ……てめ……」

　いくら何でも加減を知らなすぎる。だが、振り向いた文人に彼女は、

「ふん！　拙せつをほったらかしにするからじゃ」

　と言って頰ほおを膨ふくらませ、ぷい、と横を向いたのだ。

「てめ……は、子供かっ！」

　ようやく痛みが引いて呼吸もまともに出来るようになった文人は、振り向くと同時にフィフの膨らんだほっぺたを、ぎゅうと摘つまんだ。

「にゃにほふるかっ！」

「るせっ！」

「はにゃしゃにゅかっ!!」

「いてっ！　いてっ！」

　フィフがさらにパンチとキックを繰くり出し、文ふみ人ひとは両方のほっぺたを引っ張った。やめようと思うのだが、どうにも止まらない。フィフが相手だと、何かおかしなスイッチが入ってしまうような、そんな感じだ。

「ふゅみふぃとの……ぶぅわかっ！」

「ぐあっ！」

　振りあがったフィフの足が、当たってはいけないところに見事に命中し、文人はこの世の地獄と言うものを生きながらにして味わった。

　隣となりで、雲くも木きが長いため息をつくのが聞こえた。そして──

「……いいな」

　そんな風ふうに聞こえた。

　だが、彼女がポツリと呟つぶやいたその声は、きっと聞き間違いだろう。こんな関係が、うらやましいはずなどない。

　断じて！




　　　　　☆




「……それで、お二人ふたりはまだ喧けん嘩か中ちゆう、というわけですか……？」

　翌日の放ほう課か後ごである。

　あの喧嘩から冷戦状態に入った文人とフィフは、互いにまともに口をきく事なく丸一日を過ごし、グリーズからの連絡を受けた。もしもそれがなかったら、冷戦はさらに長く、少なくともあと一日は続いていただろう。だが。

「──いや、もうしてないよ。そんな場合じゃないからね。一刻も早く《奴やつ》を倒して僕は心しん臓ぞうを取り戻したいんだ。すぐにでも、この紙の心臓が破れるんじゃないかと思うと、ぞっとする。そのためには喧嘩なんかしてる場合じゃない。──そうだろ？」

　そうフィフに水を向けると、彼女は一いつ瞬しゆん、唇を尖とがらせたが、

「……そうじゃな」

　と言って、膨ふくらませていた頰ほおを引っ込めた。

「拙せつも悪かった。しかし、おおよそはフミヒトが悪い。あのネックレスの事を聞き出さねばならぬ時に、余計な会話ばかりしておったのじゃから」

「余計じゃないだろ!?」

　思わず声を荒げてしまい、いけない、と文ふみ人ひとは深呼吸をした。

「……色いろ々いろわかったじゃないか。そのネックレスは人気の品で、この街だと駅ビルの中のショップでだけ買える。いまでも一日に一〇個は出て、発売されてトータルで一〇〇万個は売れている──どう？」

　グリーズは、ぱちぱちと手を叩たたいた。

「……すごいです……。でも、それだけ売れてると、次に誰だれが狙ねらわれるかとかは、とてもわからないですね……」

「そうなんだよね。この街の店ででも、一日で一〇個も売れてるんじゃどうしようもない。購こう入にゆう者しやの名前とか控えてないみたいだし。雲くも木きがそう言ってた」

　あの喧けん嘩かのあとも、一応はまだ話を訊ききはしたのだ。大して成果はなかったけれども。

「三人が三人ともあのネックレスをしていたって事は、いくら売れてる物だっていっても無関係ではないと思う。《禁書》の中で、そういう話はある？　もしくはそういう《人物》か」

「……ちょっとまってくださいね……」

　グリーズは沈ちん黙もくすると、ゆらゆらと大きなぬいぐるみの熊くまの頭を揺らした。何となくだが目を閉じていると思えた。

　彼女は《虚うつろの図と書しよ館かん》の全すべての書しよ籍せきを記き憶おくしている──フィフは前にそう言った。だがそれには誇張があったらしい。《虚ろの図書館》には幾つもの分館があって、それぞれの管理司書と知ち識しきを共有しあう事で、全ての書籍を把握する事が出来るという事だった。だがいまはその連絡が、《禁書》の起こした騒さわぎで分断されてしまっているとの事だ。それでも、何万という書籍をグリーズは記憶しているし、過去に共有した古いデータなら持っている。

　くい、と熊の頭が僅わずかに上がった。

「……該当する《禁書》はないです……」

「そっか」

　文人は嘆たん息そくした。

「何らかの方法で《生ける仕掛け絵本》の存在を感知出来るらしい、《崎さき田た姉妹》が現れたって事を考えると《禁書》絡みなのは間違いないと思うんだけど」

「……その《崎田姉妹》ですけど……」

「何かわかったの？」

　フィフがそう訊いて、ずう、と紅茶を啜すするように飲んだが、彼女はさっきから椅い子すの上に足を上げて体育座りのような格好をしているので、文人は気が散って仕方なかった。

　何な故ぜなら、制服のスカートが動く度たび、足の間のその奥が見えそうで見えないという状況だったからだ。しかし、足を下ろせ、と言う気にはなれなかった。それは決していやらしい気持ちとかからではなくて、いまの状況では、指摘をすれば何やかやと口こう論ろんになるとわかっていたからだ。噓うそではない。

　文ふみ人ひとはなるべくフィフを視界から追い出すようにして、グリーズを向いた。《崎さき田た姉妹》に関して何かわかったのなら、しっかりと聞いておかなくてはならない。自分の心しん臓ぞうも《本》なのだから、彼女たちの《焚書》の対象となりかねない。

　熊くまの頭を揺らしながら、あの姉妹は、とグリーズは言った。

「……確たしかに《焚ふん書しよ鬼き》の技術を持っているようです……。あの姉妹の曾そう祖そ母ぼはドイツ人で、その人の父が組そ織しき──結社、と彼らは自らを称していたようですが──のメンバーでした。組織そのものは《奴やつ》によって壊かい滅めつしたのですが、《焚書》の技術は《崎田姉妹》の曾祖母によって日本に渡ったようです。……ですが、彼女は組織のメンバーではなく崎田家も《禁書》とは無関係の生活を長く送っていたみたいです……」

「それがどうして、いまになって復活したのじゃ？」

「……これです……」

　グリーズはやおら手を挙げた。すると永遠に天へと続く書架から巨大で分厚い百科事典のような本が一冊、ふわりと降りてきて勝手にテーブルの上で開いた。そうして彼女が指すと、一部の活字がぺりぺりとページから剝はがれ、空中に浮かんだ。

「──『崎田真しん一いち』と『崎田芽め衣い子こ』……？」

　文人が声に出して読むと、役目はすんだ、とばかりに文字は本に戻り、勝手に閉じた。

「……あの姉妹の両親です……」

　彼女たちの親？　だがさっきの話では、崎田家は結社とは関係がないはずだ。

「それ、何の本？」

「……これは《生ける仕掛け絵本》の目もく録ろくです……。書名だけですが、新たな《本》が生み出されると、ここに記されるのです……」

　文人は、はっとした。

「じゃあ──！」

　グリーズは頷うなずいた。

「……はい……彼女たちの両親は《本》にされました──《奴》によって……」

「その《本》はどうしたのじゃ？」

「……わかりません……少なくとも、ここにはありません……」

「ふうむ」

　フィフは相変わらず体育座りをしたまま膝ひざの上に顎あごを乗せ、ちん、とカップを弾はじいた。

「連中が《禁書》を燃もやす程ほど憎むのは、なるほど、そのためか……」

「……ええ、たぶん……」

「だからといって同情するものではないがの！　今度見つけたら、じょっきんじゃ！」

「……もちろんです……」

　フィフがハサミを真ま似ねて手でチョキを作り、それで何かを切るようにすると、グリーズも大きな熊くまの頭を頷うなずかせた。

　その気持ちはわからないではないが、文ふみ人ひとは正直、あまり賛さん成せい出来なかった。別に《崎さき田た姉妹》を庇かばうつもりはない。だが、出来る事なら味方に出来ないかと文人は思っていた。何な故ぜなら、彼女たちには《本》を感じる力がある。それは、いまのフィフにはないものだった。もし味方につける事が出来れば、こんな、おかしな事件が起きていないかどうかメディアをチェックする、といった不毛な事を続けなくてもすむという事になる。

　だが、説得は慎重に行わなくてはなるまい。フィフたちにも。あの姉妹にも。

「──グリーズ」

　文人の声に、熊のぬいぐるみの頭がぴくんと動いた。

「その《本》がどうなったか調しらべられる？」

「……たぶん……」

「じゃあ、頼むよ」

「何じゃ？　何を考えておる、フミヒト」

「大した事じゃないよ。もしもまだその《本》が現存してて、手に入るっていうなら、彼女たちへの切り札になるかもしれない──そう思ってさ」

　だが、フィフは懐かい疑ぎ的てきに首を捻ひねった。

「残っているはずがない。相手は《焚ふん書しよ鬼き》ぞ？　連中の事じゃ。親であろうが《本》であれば燃もやすに決まっておる。否いな。あの姉妹の最初の《犠ぎ牲せい書しよ》は、自分らの両親であったかもしれぬぞ？」

　グリーズもこっくりと頷いたが、文人は、そうかな、と言った。

「崎田家はその結社とは無関係だったんでしょ？　だとしたら、彼女たちは両親を《本》にされて、その敵かたき討うちのための武器だけを手に入れたのかもしれない。結社の思想で僕らを燃やそうっていうんじゃないのなら、両親の《本》は使えるよ」

　フィフは足を下ろすと──文人はようやく安心して彼女を見る事が出来た──ふうむ、と唸うなって眉まゆを顰しかめた。納得はしていないが、わからない話ではない、という顔だ。

「とにかく頼むよ、グリーズ」

　彼女はちらりとフィフを見、彼女が頷くと、わかりました、と言った。

「……あ、そうだ……」

　グリーズは、ぼふ、と手を叩たたくと、テーブルの下からもはや見み慣なれた革のノートを出した。

「……昨日きのう、新しい犠牲者が出ました。これはその捜査資料です……」

「昨日!?」

　文人は驚おどろいてフィフを見たが、彼女も初耳だ、というように首を振った。確たしかに昨日はフィフとの喧けん嘩かもあって、ろくにニュースサイトもチェックをしていなかったし、テレビのニュースも見ていなかった。

　文ふみ人ひとは資料を引き寄せて、ざっと目を通した。

「被害者は一九歳の無む職しよくの女性。首に打だ撲ぼく。落書きは、左の耳から右の耳にかけての喉のどの直ちよく線せんがひとつ。右目の下から顎あごにかけて直線がひとつ。あと……みぞおちから臍へそ下したにかけて一直線がひとつ、とある。なんか、だんだん過か激げきになってる気がするな」

「ぱんつはどうじゃ？」

「うん。ええと……ああ、やっぱり穿はいてない。それと、この人もやっぱり、あのネックレスをしてたみたいだ。──あれ？」

「どうした？」

「落書きがもう一個あった。これは……直線じゃない。何だ……？　釣り針？」

「釣り針？」

「うん。そう書いてあるし、そう見える」

　文人は資料をフィフに向けた。写真はカラーで、女性の脇わき腹ばらに本当に小さく書かれたものだった。落書きをする時に手が滑すべったとも考えられる。

「なるほど……しかし、どういう意味じゃろう」

「意味、ね……意味なんかあるのかな。この線にしたって、字にも絵にもなってないし」

　資料を受け取り、文人はページを捲めくった。

「あ──」

「何じゃ？」

「うん。面おも白しろいって言ったら不ふ謹きん慎しんかもしれないけど、犯罪心理学者の私見がついてる」

　文人はそれを読み、ふうん、と呟つぶやいた。

　警けい察さつはこの事件を連続婦女暴ぼう行こう──痴ち漢かんの延長と見ている事が捜査資料から読み取れるのだが、この学者の私見は事件を別の方向から見ていた。

　──落書きは落書きでない。

　──下着の強ごう奪だつはその物、及び、性的暴行のための準備が、目的ではない。

　そうある。そして。

　──この落書き行為は、重大犯罪を起こす犯人がその前段階として小動物を殺害するといった事があるように、別の犯罪へエスカレートする可能性がある。

　そう結んでいる。

　何な故ぜそう考えるに至ったかは記載されていなかった。警察の方で必要としていないか、それとも別の理由か、それはわからない。

　だが、文人は何故かこれが正しいと直感した。《ずれ》が補正されたと思った。落書きではない──では何だ？　犯人は、《禁書》に操あやつられた人間は何をしたかったんだ？　《禁書》は本当は何をさせたかった？

　文人はテーブルの上のスプーンを手にすると、その先端を自分の喉のどに当てた。

「フミヒト？」

　フィフが眉まゆを顰しかめる。

　構わず、文ふみ人ひとはスプーンを滑すべらせた。力を込めて、ぐい、と。その瞬しゆん間かん、文人は犯人の意図がわかった気がした。本当にしたかった事が何なのか、それが理解出来た気がした。すると他ほかの落書きとは違う最後のひとつ、釣り針のような形をしたそれが何を意味するのか、わかった気がした。何な故ぜ、犯人はパンツを奪うのかも。それはグリーズの言った通り、《象徴》だったのだ！

「フミヒト？」

　文人は鞄かばんから携けい帯たいを取り出すと、腕を一振りでぱちんと開き、ネットに接続した。検けん索さくエンジンを立ちあげ、そして、必要なワードを打ち込んでいく。カーソルを『検索』に合わせ、そして──













　　　　　５







　夜の病院に忍び込むのは、それ程ほど難むずかしい事ではない。

　消灯時間を過ぎれば別だが、その前なら、診しん療りようが終わっても入院患者の見み舞まいは出来るし、時間外の面会には許可を、と言いながらも、堂々としていれば意外に咎とがめられる事もなかったりする。

　文人がフィフと北きた鐘かね公こう園えん傍そばの区立病院に忍び込んだのは、病院の早い夕食が済んで、消灯時間まで三〇分、という頃ころだった。

　連続痴ち漢かん事件を起こしている《禁書》は、この病院のどこかにある──文人は、そう結けつ論ろんを導みちびいた。操あやつられている人間がどこの誰だれなのかの特定は出来なかったが、それは警けい察さつの仕事で、文人たちには関係のない事だった。

　どのみち、《禁書》を封じてしまえば、事件も止まる。もし犯人が捕まっても事件の記き憶おくは失われる。物的証拠──奪ったパンツや落書きに使ったペンが出てくれば記憶がなくても罪に問われるかもしれないが、それは文人にどうにか出来る事ではなかった。

「──フィフ、どう？　《禁書》を感じる？」

　ストレッチャーごと載れるエレベーターの傍そばで、文ふみ人ひとはそう彼女に訊きいた。フィフは鐘しゆ翠すい善ぜん高校の制服で、文人もまた同じだったのは、学校から家に寄る暇いとまなく、直行したからに他ほかならなかった。

　フィフは腕を組んで眉み間けんに皺しわを寄せていたが、やがて、

「……駄だ目めじゃ」

　と呟つぶやいて目を開けた。

「傍に行かぬと感じられん。廊下を巡るしかないな。昔の拙せつであれば、文人の家にいながらにして、ここの事も言い当てる事が出来たのに。まったく面めん倒どうじゃ」

「それさ、本当の話なの？」

「どういう意味じゃ？」

「いやだから、本当にそんな風ふうに《禁書》の場所がわかったのかな、って。そうだとしたらちょっと劣化しすぎじゃない？」

「それだけ《奴やつ》は手て強ごわかった、という事であろうが！　大体、あの《禁書》が本当にここにおるのか？　ネットで調しらべた事など、当てになるとは思えん」

「じゃあ、何でここにいるのさ」

「溺おぼれる者は藁わらをもつかむ、と言うであろ。他に手がかりらしい手がかりをフミヒトが見つけられないのじゃから、仕方あるまい？」

　フィフはちょっと唇を尖とがらせ、ふん、と鼻を鳴らした。まるで、無理やり用事を言いつけられた子供のようにふてくされているように見える横顔に、

（くあ！　に、にくったらしい……）

　文人はイラッとして頭を搔かき毟むしりたくなった。これはあれだ。自分が何も思いつけなかったから、それが口くち惜おしいのだ、きっと。

「大体じゃ、フミヒト」

　フィフは唇を尖らせたまま、静かな外来の診しん察さつ室しつの並ぶ廊下の壁かべを、こつん、と叩たたいた。

「本当に、自信はあるんじゃろうな？」

「しつこいなあ」

　文人はトートバッグを肩にかけ直して、辺あたりを見回した。

　古い病院だ。

　区の財政があまりよくないからだろうか？　壁は全体にくすんでいて、何度も塗料を塗り直した跡がはっきりとわかる。避ひ難なん誘ゆう導どう灯とうがぽつりぽつりと灯ともる天てん井じようには、火災報ほう知ち機きとスプリンクラーが設置してあるのが見えた。

　このどこかに《禁書》はいる──文人はそう確かく信しんしていた。

　数時間前、《虚うつろの図と書しよ館かん》でキーワードを打ち込んで検けん索さくをかけた文人は、正直、導みちびき出された結果に肌が粟あわ立だった。

「──グリーズ」

　ディスプレイから目を離はなさぬまま彼女に訊きいた時、文ふみ人ひとの声は思わず掠かすれた。

「確たしか《禁書》には、人を綴とじたものもあるんだよね……？」

「……はい……。新たな《焚ふん書しよ鬼き》となった《崎さき田た姉妹》の両親のように、人を《本》にする事は可能ですし、難むずかしい事ではありません……」

　文人は頷うなずいた。

　それはわかっていた事だ。この目で雲くも木きが《本》になりかけたところも見ているし、戦せん国ごく時じ代だいの武将、織お田だ信のぶ長ながが実は《本》になっているという事もフィフから聞いている。だがそれでも、確かく認にんせずにはいられなかったのだ。

　乾いた唇を、文人は舐なめた。

「じゃあ訊くけど──《禁書》の中に、《ジャック》はいる……？」

「……《ジャック》、さん……？」

「豆の木？」

　フィフの答えに文人は脱力した。

　確かに間違ってはいない。植えた豆の蔓つるが天まで届いてお宝を手に入れるあの童話の主人公の名前も、確かに《ジャック》だ。

　だが違う。文人の訊いたのはその《ジャック》ではなかった。大体話の流れを考えれば《ジャック》が本当の人間だというのはわかりそうなものだ。《ジャックと豆の木》のジャックは童話の主人公であって、本物の人間ではない。

「そうじゃないよ……僕が訊いたのは、殺人鬼の《ジャック》！　一九世紀末のロンドンを震しん撼かんさせた《切り裂きジャック》の事だよ！」

　フィフは目を瞬しばたたくと、あった？　と訊くようにグリーズを見た。文人も、期待を込めて彼女を向いた。大きな熊くまのぬいぐるみ頭は、しばらく微動だにしなかった。記き憶おくの中を捜しているのだろうか？　捜しているのだろう。

　文人は待ち、やがて──

「……はい……」

　グリーズはそう呟つぶやき、重そうにこっくりと頷いた。

「……あります」

「やっぱりそうか！　ビンゴだ！」

　ぐ、と文人は拳こぶしを握った。そんな彼の様よう子すにしかし、フィフは、わけがわからない、と首を捻ひねった。

「どういう事じゃ？　そやつが今度の《禁書》なのか？」

「うん、そうさ」

　文ふみ人ひとは椅い子すに背中を預け、携けい帯たいの画面をスクロールさせた。

「恐るべき連続殺人鬼《切り裂きジャック》。奴やつさ。なるほどね。捕まらないわけだよ。《本》になっていたんじゃあ──」

「ええい、一人ひとりでわかってないで説明せぬか！」

「ああ、ごめん」

　文人は素す直なおに謝あやまり、携帯を開いたままでフィフとグリーズを見回すようにした。

「まず《切り裂きジャック》が何をしたかを知らないとね」

「必要なのか？」

「もちろん。でないと、納得出来ないだろ？　とにかく聞けって」

　そう言うと、フィフはちょっと唇を尖とがらせた、黙だまった。それを、聞く気になったと解釈して、文人は先を続ける事にした。

「──《切り裂きジャック》は、一九世紀末のロンドンに突とつ如じよとして現れた連続殺人鬼だ。五人の娼しよう婦ふを次々と殺し、忽こつ然ぜんと姿を消して捕まらなかった。その殺害方法が──」

　文人は自分の喉のどをさっきと同じようにスプーンの柄えの先で搔かき切るようにして見せた。

「喉の落書きは、それが《ずれた》ものだと？」

　フィフに向かって文人は頷うなずくと、資料の喉の落書きの写真があるページを開いて並べ、携帯に表示されているページをスクロールさせた。

「いい？　僕がいま開いてるサイトには、《切り裂きジャック》の被害者の傷がどんなものだったが載ってる」

「そんなものまであるのか？　ネットには」

「だから言ったろ？　ネットは現代の《虚うつろの図と書しよ館かん》さ」

「それは認めぬ」

　またふくれてフィフは腕を組んだが、文人は苦笑しただけでスルーした。

「──《切り裂きジャック》の第一の被害者はメアリという女の人だ。この人は喉を二箇所、ざっくりと斬られて死んだ」

　グリーズが、暴ぼう行こう落書き犯の資料を引き寄せて、写真を確かく認にんした。

「……同じです……」

「そうなんだ。──続けるよ？　第二の被害者はアニー・チャップマン。これも女の人で、喉を一回、切られてる。この女性はそれだけじゃなくて、腹部も切られてそれで──腸ちようを引きずり出されてる」

　びく、とグリーズが震ふるえた。

「気持ちはわかるよ。こんな事……信じられない。そして、二人ふたり目めの女子短大生も首への落書きの他ほかに、腹に一本、落書きをされてる」

　理解をしているだろうか？　文人は一いつ旦たん言葉を切って、フィフを見た。すると彼女はその紫むらさき色いろの瞳ひとみで文ふみ人ひとをじろりと見て、

「早く先を話すのじゃ」

　そう言った。

　文人は頷うなずいた。大丈夫だ。何を言わんとしているか、ちゃんとわかってる。

「三人目の被害者はエリザベスという女性で、この人は喉のどだけを切られた。そして三人目の落書き犯の被害者も、喉にだけ落書きをされている」

　フィフは頷いた。

「そして──四人目だ。被害者はキャサリン・エドーズ。この人は喉の他ほかに顔にも深い傷を負わされて、そして……腹を、臍へそ下したからみぞおちまで切り裂かれた」

「……お、同じです……」

　震ふるえる声で、グリーズがそう確かく認にんしてくれる。

「そうなんだ。そして、《切り裂きジャック》に襲おそわれたのは全員女性。落書き事件も被害者は全員女性で、傷の特徴と落書きの特徴が一致する。こんな偶ぐう然ぜんはない。落書きは《象徴》だったんだ。傷の代わりだったんだ」

「なるほど、さすがはフミヒト。さすがじゃ！──と言いたいところだけれど、ならば、パンツは？　被害者がパンツを穿はいていないのは、何の《象徴》なのじゃ？」

「穿いてない事が何かの《象徴》なんじゃない。パンツを奪うという行為が、別の行為の《象徴》だったんだ」

「何じゃそれは？　パンツを奪う事が《象徴》になる行為など、拙せつは思いつかん」

「……わたしもです……」

　文人は携けい帯たいをパタンととじると、一呼吸入れた。そうしなければ口にするのが難むずかしい程ほど、それはおぞましい内容だった。言葉にするのさえ、勇気が要いる。

「フミヒト？」

　だが言わねば。でなければ、納得してはもらえない。

「……《切り裂きジャック》は被害者を殺したあと、体の一部を切り取った。その行為こそが《切り裂きジャック》が《殺人鬼》と呼ばれる一端なんだ。そうでなかったら、ただの連続殺人犯で、《殺人鬼》とまでは呼ばれなかったんじゃないか、と考えれられてる」

「それは何じゃ。《切り裂きジャック》は何をした」

　文人は唇を舐なめ、そして、

「──《切り裂きジャック》は被害者の性器を抉えぐり取った」

　一気に言った。

　反応はなかった。フィフもグリーズも動かなかった。息をするのも忘れたかのように固まっていたが、文人は構わず続けた。

「僕は、落書き犯のパンツを持ち去るという行為はその代わりなんだと思う。傷をマジックで書いたように、性器を抉えぐり取る代わりにパンツを持ち去った。ジャックは全員にそれをしたわけじゃないけど、それは邪じや魔まが入ったからだ。だけど、それだけなら他ほかにも同じような犯罪をやったやつはいるかもしれない。だけど僕は間違いなくこれは《切り裂きジャック》だと思う」

「……何な故ぜじゃ……」

「犯人が──操あやつられた人間がそうだと教えてくれているんだ」

　文ふみ人ひとは四人目の被害者の資料を一番上にした。

「ほらここ。ここにおかしな落書きがあるだろ？　警けい察さつは《釣り針》って思ったみたいだけどそうじゃない。これは《Ｊ》さ。《Ｊａｃｋ》の《Ｊ》。それを教えてるんだ」

「しかし何故じゃ？　フミヒトの考えが正しいとして、《禁書》に操られた人間がどうして《禁書》の正体を教えようとする？」

　文人にも、それはわからなかった。操られているのが誰だれで、一体どんな暗い感情を秘めているのか、知りようもなかったのだから。

「……嫌いや、なんじゃないでしょうか……」

　ポツリとグリーズが言って、フミヒトとフィフは、え、と彼女を見た。

「……人は、誰も暗い感情を持っています。けど……同時に明るい……よい感情も、持っていますから……たとえ操られてても、それを嫌だと感じるんだと思います……。それが《禁書》の本来の行為との《ずれ》になって、現れるんじゃないかと……その……す、すいません、生意気言って……」

　何となく小さくなったグリーズに、文人とフィフは強く首を振った。

「とんでもない！　うん、そうだよ。操られてる人は嫌なんだ。だから何とかしてもらいたくて《Ｊ》の文字を残して助けを求めた。たとえわかってもらえるかどうかわからなくてもそうした。そうしなくちゃいられなかった──だんだんと支配が強くなってきてたから」

「どうしてそう思うのじゃ？」

「これさ」

　文人は最後の被害者の資料を指した。

「確たしかに今度も落書きには違いないけれど、力の込めかたが、最初に比べてずっと強くなってる。四人目はマジックを落としてもその下に痣あざが残っている。エスカレートしてるんだ。そして──次をやったら、その犯人はきっと《本》になる」

「何故わかる？」

「《切り裂きジャック》が殺したのは五人なんだ。だとしたら、次で終わりだろうし、今度は本当に殺すかもしれない。それまでに止めないと──」

「《奴やつ》の手下の《禁書》が増えて、面めん倒どうな事になるの」

「うん」

「それで？」

　フィフはその横顔に不敵な笑えみを浮かべて、文ふみ人ひとを見た。

「拙せつの《まいすた》の事じゃ。《禁書》のありかも、検討がついておるのじゃろうな？」

「ここさ」

　文人は、資料の中の地図の一角を指した。

「区立病院。《切り裂きジャック》はここにいると思う。《ジャック》の正体は医者だって言われてる事と、何らかの方法で《本》を感知出来る《崎さき田た姉妹》がこの付近にいる事を考えると、その可能性は高いから、調しらべる価値があると思う。病院の中にも本はあるだろうし、紛まぎれるとしたら、《ジャック》には一番居い心地ごこちがいいんじゃないかな？」

　──それが、文人の出した結けつ論ろんだった。

　フィフもグリーズも、文人の推測に賛さん成せいした。他ほかに手がかりもない状況では、可能性の高い場所から調べていくのがよい。フィフは、以前に比べると天と地ではあるが、近くに行けば《崎田姉妹》同様、《禁書》を感じる事が出来る。踏み込んでみる価値はあると思えた。

　ここまで来たらあとはもう、自分を信じるしかない。

　文人は二階の入院病棟へ続く階段を静かに上がった。

　まだ夜とは言えないが、夕暮れというにはもう時間が遅い病院の中は、外来の一階と違い、二階からは人のざわめきが聞こえた。誰だれかに咎とがめられるのでは、という事が常に頭の隅すみに引っかかっていたが、気に留とめないように努めた。気にすれば、それが顔に、態度に出る。

　二階の廊下に出た文人はまず、案内表示板を探してその前に立った。ナースステーションと病室、集中治ち療りよう室しつと手術室がある。本は──どうだろうか。ナースステーションや、手術室に近い場所にある診察室には数はありそうだ。三階も四階も同じような造りだが、三回には患者のためのレクリエーション室があった。ここも本は多そうだった。

　だがとりあえずはまず、この階だ。

「行くよ、フィフ」

「うむ」

　彼女が頷うなずくのを見て、文人は病室を捜すふりをしながら廊下を進んだ。あまり迷っているような態度はいけない。どうしました、と看かん護ご師しに話しかけられたくはない。文人たちは廊下の片側に寄って歩いた。真ん中を歩いて左右の病室を一度に探る、という手もあるが、フィフの感知能力が下がっている事を考えれば、左右別々にした方が確かく実じつだった。これを繰くり返して上まで行って、それで駄だ目めなら、もう一度、推理し直すしかない。

　右側の病室を端まで行ったが、《禁書》は引っかからなかった。ならば今度は左側だ。踵きびすを返し──その時、目の端に外の景色けしきが引っかかった。

　道路側に面した窓の向こうには、北きた鐘かね公こう園えんがあって、見下す事が出来る。その前の歩道を人が歩いていた。当たり前だ。歩道なのだから。若い女性。ＯＬかそれとも大学生？　そのぐらいの年に見える。あんな事件があったのに、特に警けい戒かいをしている様よう子すが見られないのは、自分だけは大丈夫、と思っているからだろうか。

　無用心だな、と思ったその時。

（あ──）

　文ふみ人ひとは、その女性のあとをつけるようにして迫る男の姿を見つけた。

　背は高く、服装はＴシャツにジーンズという、珍しくもない格好だ。だがその手には、何か短い棒のようなものを持っていて、明らかな意図を持ってその女性に近付いていくのが遠目からでもわかった。そして──

「そんなっ」

　大声こそ出すことはこらえたが、文人は窓ガラスに張りつくようにしてその男を凝ぎよう視しした。

「ど、どうした、フミヒトっ……」

　ハラハラとした様よう子すで辺あたりを見回しながらフィフが言うのが聞こえ、文人は彼女の肩をつかむようにすると窓に引き寄せて外を指差した。

「あれっ！　ほら、あそこっ！」

「何と……っ」

　フィフもわかったようだった。いままさに目の前で、第五の犯行が行われようとしている事に。そして、その犯人が、

「ヤシロかっ！」

　であるという事も。

「……みたいだ」

　考えもしなかった。《禁書》に操あやつられているのが彼だったなど、想像もしなかった。確たしかにこの病院に彼は通院しているからここに《禁書》があるなら接触の機き会かいはある。雲くも木きに被害者がつけていたのと同じネックレスを買ってきてくれるようにも頼んでいた。だが何な故ぜ？　彼はいったい、《禁書》につけ込まれるようなどんな暗い感情を抱いていたというのか。

「……チャンスじゃな」

　フィフがポツリとそんな事を呟つぶやき、文人は驚おどろいて彼女を見た。

「な、何言ってんだよ……」

「《禁書》はいま、ヤシロの感情を味わって悦えつに入っているはずじゃ。周囲への警戒はおろそかになる。ヤシロがあの女を襲おそっているうちが、封印のチャンスじゃ。《切り裂きジャック》はなかなかに手て強ごわいとグリーズも言っていたであろう？　この機を逃さず攻めるのじゃ」

「ち、ちょっとまって。じゃあ、八や代しろはどうなる？」

「どうもこうもない。《禁書》を封じてしまえば、ヤシロは事件の一切の記き憶おくをなくして元に戻る。それはヨミの件で経けい験けん済ずみであろ？」

「それはわかってるよ！　そうじゃなくて、今度はまずいって言ってるんだ。いま八代が持っているのはマジックじゃない。そうじゃなかった。グリーズが言ってただろ？　犯行はエスカレートする、って。前の時は、痣あざになる程ほど強く線せんを描えがいた。でも今度は本当に切るつもりなんだ！　八や代しろはあの女性を殺しちゃうよ！」

「ならば、一刻も早く《禁書》を見つけ──」

「違うって！」

　文ふみ人ひとは我われ知らず、窓を叩たたいていた。

「そうじゃなくて、八代を助けないと！」

　フィフはそんな文人を怪け訝げんな表情で見た。

「あの女ではなく、ヤシロを、なのか？」

「え──？」

「殺されようとしているのはあの女じゃぞ？　殺そうとしている方を助けるというのは、おかしな言い方じゃな♪」

「それは……」

　文人は自分でも目が泳ぐのがわかった。確たしかにフィフの言う通りだ。いま助けるべきはあの女の人なのに、どうしてそれが八代になるのか。

「友達を、犯罪者にしたくない──そういう事じゃな？」

（八代が……友達──）
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　文ふみ人ひとは言葉が出なかった。友達──友達。文人にとって、否いな、文人に友達と呼べる人間はいなかった。そのはずで、そう思っていた。八や代しろはクラスメートだ。それだけだ。友達と呼べるような、そんな仲ではなかったはずだ。

　けれど、そうなのだろうか……？

「友達でないというなら」

　代弁するかのように、フィフが言った。

「放っておけばよい。ヨミの時のクラスの男子はそうしたであろ？　それよりも《禁書》じゃろ？　《心しん臓ぞう》を元に戻すために《禁書》を封じるのを優ゆう先せんするのが、フミヒトじゃ。それに、ヤシロを止めに入れば《切り裂きジャック》はまず間違いなく拙せつらに気づく。奴やつは《かぐや》のように自信過剰ではない。拙に敵かなわない事を知っている。すぐに逃亡を図ろうとするであろうよ。そうすれば、また最初からやり直しじゃ」

「わかってる！　わかってるけど……」

　文人は拳こぶしを握った。

　優先すべきは自分の《心臓》のはずだ。そのために《禁書》を優先するのは、間違ってなどいないはずだし、そうするべきなのだ。理性ではそうわかっている。なのに──どうして体は八代の許もとに行きたいと疼うずく!?

　フィフが、笑うように息をつくのが聞こえた。そして、小さな手が、ぽん、と腕を叩たたいた。

「……フィフ？」

「ま、よいよ。ヤシロは拙も嫌いではない。それに、フミヒトにもちゃんと友達が出来て、拙は嬉うれしい。それを見捨てるような男じゃったら、拙の《まいすた》には相応ふさわしくない」

「……言ってくれるよ」

　文人も、口元に笑えみを浮かべた。八代が友達かどうか、それはわからない。けれどいまは体にしたがってみよう。たまにはそんなのもいい。

「フミヒト。顔つきが変わったの」

「そう？　自分じゃわからないけどね。──フィフ、八代から貰もらったネックレス、いま持ってるかい？」

「うむ」

　フィフはポケットからネックレスを取り出し、フミヒトに渡した。

「多た分ぶんこれが目印だ。──あ、まずいな。八代のやつ、あの女の人をもう気絶させたよ。急ごう、フィフ。止めなくちゃ」

「うむ！」

　文人はフィフと共に廊下を全速力で走った。驚おどろいたように入院患者が顔を出し、ざわめく空気に看かん護ご師しが飛び出してくる。それに構わず二人ふたりは階段を飛び、外へと飛び出した。




　　　　　☆




「ねえねえ、チカちゃん……何か、あたしたち目立ってない……？」

　駅に近い、二四時間営業のファストフード店の奥の席に座って、五〇〇円ぽっきりのセットメニューを前にして、崎さき田たルカはしっかりものの妹に、こそっとそう訊きいてみた。何だかどこに行っても注目されてしまうのは何な故ぜだろう？

「目立ってるわね」

　一いつ本ぽん調ちよう子しの、どこか硬質な声でそう言い、チカは音も立てずに牛乳をストローで飲んだ。彼女の食事はとても静かで、まったく音を立てない。食べる時に口を開けてくちゃくちゃと音を立てるのは論ろん外がいだが、ハンバーガーを食べる時ですら、包みを開く音すら立てないのだから不ふ思し議ぎだった。その彼女が、目立ってる、というのだから気のせいではないのだ。

「やっぱりそう？　何でかな……」

「わたしたちが美人だから」

「えええ!?　そ、それを自分で言っちゃう!?　お。お姉ねえちゃん、びっくりだよ……」

「噓うそよ」

「な、何だそっか……そうだよねえ……あたしたちが美人だからなんて──チカちゃんは美人だけど、あたしはちっとも違うし」

「……一卵性の双ふた子ごなのに、ふざけたこと言わないでくれる？」

「あう！　ご、ごごごごめんなさい……」

　紙ナプキンで唇を拭ぬぐって、チカは小さく嘆たん息そくした。そんな妹はとても綺き麗れいだ。昔は長かった髪をショートカットにしても、彼女の美び貌ぼうを少しも損そこなうものではない。ルカは、確たしかにチカとは一卵性の双子なのだけれども、とても同じ顔をしているとは思えなかった。

　チカは使い終わった紙ナプキンを綺麗に畳んだ。

「わたしたちが目立っているのは、別にわたしたちが美人だからってだけじゃないわ。もちろんそれが理由の七割でしょうけど、真夏にこんな消防士みたいな格好でファストフードを食べていれば、それが誰だれであっても目立つわ。それだけの事よ」

「あ、そっか！」

　ルカは、ぱんと手を叩たたいた。手袋は外して横に置いてあった。頭ず巾きんつきのヘルメットも。出来れば上着も脱いでしまいたいところだったが、それは出来なかった。出来るだけ涼しくするために、この下はもう裸なのだ。

「あたしたち、変人さんだ！」

　ぶう、とチカが牛乳を噴ふいて、ルカの顔はミルク塗まみれになって、やー！　と声を上げた。

「ああもう」

　ちょっと怒ったような声こわ音ねで言って、チカはナプキンを鷲わしづかみにすると、それでごしごしと乱らん暴ぼうに、ルカの顔についた牛乳を拭ぬぐった。

「……何なの、いきなり？　わけがわからないわ」

「あたしもわかんないよー……」

　前後の脈略なく思った事がつい口に出てしまうのが、ルカの癖くせだった。チカとはそれこそ生まれた時から一いつ緒しよなのに、いつまでも慣なれない、と叱しかられる。

　そしてそんな時、どうして自分が姉なのだろうか、とルカは自問自答する。ほんの数分、早く生まれたというだけなのだ。おなかの中では先も後もなかったはずなのに、ただ出てくる順番が違ったというだけで、姉にされてしまった。どう考えても、チカの方がお姉ねえさんな性格をしていると思う。だから、

『ねえ、チカちゃん。お姉さんと妹、交換しない？』

　そう提案をした事もあったのだが、

『いや』

　と、にべもなく断られてしまった。どうして？　と訊きくと、

『わたしが姉になったら、お姉ちゃんをいつも叱っているのが、何だか妹をいじめてるみたいになるじゃない。遠えん慮りよなくお姉ちゃんを叱れるのは、わたしが妹だからよ。お姉ちゃんのドジにいらいらさせられて、しかも叱ったら、チカはおねえちゃんなんだから大目に見てあげなさい、とか言われるの、嫌いやよ。ストレスで血管切れるもの』

　そう言われてしまった。

　おかげでルカは昔から、『駄だ目めなお姉ちゃん』だった。何をしてもチカには敵かなわず、迷めい惑わくをかけてばかりだった。

　両親がおかしくなって、あげく《本》になってしまったあとも、ルカはただうろたえて、どうしよう、と言うばかりであったのに、チカは家の古い蔵くらの奥から《生ける仕掛け絵本》と《結社》に関する書物と、《本》と戦うための手段が書かれた書物と、小こ瓶びんを見つけ出してきて、ルカを戦いの中へと手を引いたのだった。

『これよ、お姉ちゃん！』

　チカは目を輝かがやかせ、普ふ段だんからは考えられない程ほど興こう奮ふんしてその古い本を示した。まるで熱ねつに浮かされているかのようだった。

『ここに書いてある！　わたしたちのご先祖様は、あの連中と戦った！　その手段がここに全部書いてある！　この《竜りゆう涎ぜん》って武器を使えば、あいつらを完全に燃もやし尽くせる！　ただの炎じゃないの！　竜の涎よだれのように絡みついて、沁しみ込んで、炭になるまで燃やし尽くす！　これこそ、あいつらに相応ふさわしい『死』よ！　これよ！　これだわ！』

　そうして。

　それからの何ヶ月かは、チカはそれこそ取とり憑つかれたかのように《竜涎》の再現と、《生ける仕掛け絵本》といかに戦うかの勉強に没頭した。

　ルカには何も出来なかった。身の回りの世話をする以外は本当に役立たずだった。それに自分が《本》と戦うなんて想像も出来なかった。役に立つことなんてないと思っていた。

　だけれど──

『これは、お姉ねえちゃんにしか使えない』

　ある日、チカはそう言って、《本》のページを破り取って小さな瓶びんに詰めたネックレスを口くち惜おしそうに差し出した。それは《本》を感知出来るアイテムだった。

『双ふた子ごなのに。わたしに使えるなら、お姉ちゃんを巻き込まなくてすむのに……』

『それは違うよ、チカちゃん』

　ルカはチカの手を握って言った。嬉うれしかった。自分にも、出来る事があるのだとわかって嬉しかった。どんくさくても役に立つのだとわかって、本当に嬉しかった。

『パパとママの仇かたきは、あたしの仇でもあるんだもの。許せないのは、チカちゃんだけじゃないんだよ？　あたしだって──』

　皆まで言わせてはくれず、ルカは苦しいくらいにチカに強く抱だき締しめられた。

　それからは《本》を追っての旅の日々。

　資金は、両親の残してくれた貯金が潤じゆん沢たくにあった。働かなくても、馬ば鹿かみたいな贅ぜい沢たくをしなければ、二人ふたりで百歳まで生きてもまだ余る程ほどだ。そんなに自分の家が裕福だと知ったのは、両親が《本》になってどこかへ消えてしまった後だった。崎さき田たの家はかつては華か族ぞくだったと聞いてはいたが、住んでいた家は土地だけは広かったけれども見事なまでの古民家であったし、そんなに贅沢をした覚えもなかったから驚おどろきだった。

　そのお金で、ネットで消防士の防火装備品一式を買い求め、それを改造し、目的に沿うようにした。要はやはり《竜りゆう涎ぜん》で、空気に触れると数秒で発火するその粘液を、自分たちで調ちよう合ごうしなければならなかったが、当時通っていた高校で化学の成せい績せきがいつもトップのチカは、苦労の末にそれをとうとう再現した。一番の問題は必要な劇げき薬やくを手に入れる事だったらしいが、それもチカが何とかしてしまった。どうやったのかは、教えてくれなかったけれども。

　そうして、ようやく一冊。

　小瓶が示す方へと漠然と向かい、そこで出会ったのが、玩具おもちや売り場で人形の首をひっこぬく老人だった。しかしその男は《本》ではなかった。《本》に魅み入いられた哀あわれな人間だった──二人の両親のように。

　後を尾つけた二人はそこで《本》を見つけ、焼却した。その際に老人の家も半分燃もえてしまったが、あれは事故だ。善意の第三者という事にして賠ばい償しよう金きんを寄付したので、きっと困ってはいないはずだ。お金には代えられないものもあったかもしれないが、それについては心の中で謝あやまるしかなかった。

「……ねえ、お姉ちゃん」

　視し線せんをテーブルに置かれたトレーに敷しいてある広告に向け、チカはまだ中身が三分の一程ほど入っている紙コップを弄いじりながら言った。

「あの二人ふたり、どっちが《本》だと思う？」

「公園で会った、男の子と女の子？」

「ええ。あの男の子……普通なら怯おびえて騒さわぐなり慌あわてるなりするのに、わたしたちの《竜りゆう涎ぜん》を冷静に避けたわ。わたしの気のせいかもしれないけれど──知っている気がした」

「あたしたちの事？　あたしたちって有名人だっけー？」

「違うわよ。《竜涎》よ。……あの男子、あんまり驚おどろいてなかった。女の子の方を助ける余裕も見せたし、何だか狙ねらわれている理由をわかっていた気がするわ」

「じゃあ、やっぱりあの子が《本》？」

「かもしれない。だけど、女の子を庇かばったのが気になるわ。まるで彼女の方が狙われると知っていたような──」

「じゃあ、女の子が《本》だ！」

「お姉ねえちゃん……」

　はあ、とチカはため息をついた。呆あきれ返っているというくらいわかる。ルカは、えへ、と笑って──胸にちくりとした熱ねつを感じて、ほにゃ？　と首を傾かしげた。ジッパーに手をかけて一気に引き下ろす。ふるん、とブラをつけていない胸がまろび出て、

「ちょっ──！」

　チカが仰ぎよう天てんしたように腰を浮かしかけ、しかし、はっと表情を引ひき締しめた。

　胸の間に挟まれるように下がっている小こ瓶びんが、緑みどり色いろの光を発しながら、瓶の片側に寄っている。反応している──《本》に。しかも近い。ネックレスに引っ張られるような感覚が、とても強い。これはなぜかルカにしか感じられないもので、ゆえにうっかりな彼女に大事な瓶が託されているのだった。

「……行くわよ」

「うん！」

　ルカはジッパーを半ばまで戻すと、《竜涎》の発射装置を背負い、ヘルメット付きの防火頭ず巾きんを被かぶった。急いでやったつもりでも、チカは半分の時間で準備を終えていた。

「今度こそ──」

　チカが走り出し、客がぎょっとして脇わきに避けて道を作る。ルカは一いつ瞬しゆん、トレーをこのままにしておいていいのか悩み、

「ごめんなさいっ」

　と一言、注文カウンターの方に向かって謝あやまって姉のあとを追いかけたが、チカは店を出たところで恥ずかしそうに、けれど横顔は怒って、ルカを待っていた。

「お姉ちゃんが先に行ってくれなかったら、《本》がどこにいるかわからないじゃない！」

「ごめん、ごめん」

　先走って飛び出したのはチカだけれども、ルカはそれを指摘するような事はしない。何だかんだと言っても、チカは可愛かわいい妹なのだ。
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「おいっ！」

　車道を横断し、ガードレールを飛び越えながら、文ふみ人ひとは公園の薄うす闇やみに向かってそう叫んだ。名前を呼ぶことは避けなければならなかった。もしも女の人が気を失っていなかったら、八や代しろを捕まえさせる手助けをする事になってしまうと考えての事だった。

　だが、杞き憂ゆうだったようだ。

　犯人は──八代は、顔を上げると振り返り、ゆっくりと立ちあがった。女性は足元に倒れたまま動かない。パンツがまだ両足に通ったまま、膝ひざの下で止まっているのが見えた。手にはやはりナイフが握られていた。ナイフといってもどこででも売っている果物ナイフだ。

　文人はほっとした。刃に血はついていない。八代は文人たちを見ても、何の反応も示さなかった。間違いなく我われを失っている。元に戻っても、これから起こる事は何一つ覚えてはいないだろう。
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「──こっちだ」

　文ふみ人ひとはポケットからあのネックレスを取り出し、じゃらりと手に下げた。女性から注意をそらせるのは一いつ時とき。興きよう味みをこちらに向けさせ続けるには、八や代しろがどうやって女性を選んでいるのかを推測し、それを実践する必要があった。

　文人はそれをネックレスだと踏んだ。

　相手は誰だれかわからないが、八代は失恋したのだ。そのショックは、とても大きかったのだろう。おそらくその事を《禁書》に利用された。失恋のショックを《禁書》は歪ゆがめ、女性を憎み、殺し、《象徴》を抉えぐり取って、貶おとしめる──そういう欲望に変えたのではないか。

「──君のネックレスはこれだろ？」

　これが本物だ。失恋し、返された想おもいそのもの。他ほかの女性たちがつけているものとは、デザインが同じでも、そこには想いはない。ただの物だ。

　案あんの定じよう、八代はこちらに向かってきた。

「フミヒト」

　フィフが文人の前に出て、ばっと腕を伸ばす。

　文人は《本》を開いた。ぐうっと《仕掛け》が立ちあがり、ぽんっ、と音を立てて、フィフの背せ丈たけ程ほどもある巨大なハサミが鞘さやごと飛び出す。彼女はそれをつかむと、ぐるんと回してベルトを肩に通し、斜めにかけた。そのまま、本来指をつっ込むところへ腕を入れ、腰を跳はねあげるようにして抜き放つ。

　八代はしかし構わず、だが、咆ほう哮こうを上げたりする事もなく静かに、果物ナイフを振りあげて襲おそい掛かってきた。

「ヤシロ！」

　じゃりん、と巨大なハサミと果物ナイフが嚙かみあう。

　だが、果物ナイフの刃が捉とらえたのはハサミの峰。フィフはハサミを開かず、ただ弾はじいた。しかしそれで十分だった。戦いの錬度に差がありすぎる。《戦せん闘とう司書》と《禁書》に操あやつられている意思の捻ねじ曲げられた人間では、闘たたかいにもならないのだと文人にもわかった。

　何度目かに八代の腕が跳ねあがると、その手首をフィフはハサミの峰で打った。果物ナイフは手から落ちてさくっと乾いた地面に突き立ち、倒れた。

　拾おうと屈かがみかけた八代の頭を、ばかん、とハサミの平たい方が打ち、大きな体がもんどりうって転がった。

「フィフ！」

「手加減はした」

　ぶん、とハサミを回して背中の鞘に収めたフィフは、勝利を確かく信しんした足取りで、ぴくりともしない八代に向かった。

「とりあえずその辺に縛しばりあげておくぞ。女の方もじゃ。騒さわがれて警けい察さつを呼ばれたらヤシロが捕まる。かといってヤシロを家に送っていたら、その間に《禁書》に逃げられてしまう。それでよいな？」

「わ、わかった……」

　それしかないだろう。フィフの言う通りで、この状況ではどうしたって八や代しろが犯人だという事がわかってしまう。たとえ心しん神しん喪そう失しつで起き訴そ猶ゆう予よとなったとしても、覚えていないというだけで、したのは事実という事になってしまう。八代もまた被害者なのだという事を証明出来ない以上、犯人である彼を隠いん匿とくするしかない。

「拘こう束そく具ぐと猿さる轡ぐつわを」

「う、うん」

　フィフの要求に、文ふみ人ひとは《本》のページを探った。それらは、フィフの要求に従って文人が作ったものだが、まさかこんな早々に実際に使う事になるとは思わなかった。だが──

（！）

　文人は胸に言い知れぬ寒気を感じて振り返り、そして咄とつ嗟さにかけていた指を滑すべらせて別のページを開いた。巻きついた紐ひもが引っ張られて蛇じや口ぐちの栓せんが回り、実体化と同時に大量の水が噴ふき出す。それは狙ねらいたがわず、空中で発火した《竜りゆう涎ぜん》を捉とらえ、途と端たん、炎は消えて代わりに大量の水蒸気を発生させ、辺あたりに発炎筒を焚たいたかのような霧きりを作り出した。

「あっ！」

　フィフの声に振り返ると、その隙すきを待っていたかのように、気を失っていたと思われた八代が跳はね起き、あっという間にガードレールを飛び越え、病院へと走り込むのが白いカーテンの中にうっすらと見えた。

「──《本》め！」

　霧の向こうから、そう吼ほえる声が迫ってくる。

（崎さき田た姉妹か！）

　文人は奥歯を嚙かんだ。何てタイミング。そもそもは彼女たちがこの辺りを見張っていたからこそ、病院に《禁書》があるだろうと予測出来たのだが、仕掛ける前に一応は辺りを回り、二人ふたりがいない事を確かく認にんしたのに、この到着は予想外に早かった。それだけ、彼女たちの持っている《本》を感知する《力》が優ゆう秀しゆうだったという事だ。

「フミヒト！　拙せつらも追うぞ！」

「うん」

　でたらめに打ち出される《竜涎》が火矢のように飛んできては地面に落下して炎を広げる。やはり《竜涎》とは空気に触れる事で発火する柔らかいゼリー状の物質で、粘着性があり、衝しよう撃げきで弾はじける程度に柔らかいようだった。文人は、片っ端から炎に向かって水を撒まいた。霧は濃こくなり、視界はさらに遮さえぎられる。

「やめて、ルカ姉ねえ！」

　無む闇やみな攻こう撃げきはこちらの逃亡を助ける手助けにしかならないとようやく気付いたか、妹のチカの声が白いカーテンの向こうから聞こえた。

　その間にも文ふみ人ひとたちは、ガードレールを乗り越え、危険を承知で車道を駆かけ抜け、八や代しろと同じように病院に飛び込んだ。

「どうする、フミヒト」

　壁かべに張りつくようにして外を窺うかがいながらフィフがぼそぼそと呟つぶやいた。

「連中、この霧きりが晴れたらすぐに来るぞ。すぐに気付く。時間はあまりない。奴やつらに邪じや魔まをさせず、《禁書》を逃さず、八代を助ける──そんな事が出来るのか？　無理なら何をおいても優ゆう先せんすべきは《禁書》の封印じゃ」

「わかってる」

　文人は辺あたりを見回した。何か──何かないか。

「フミヒト。そなたは拙せつの《まいすた》じゃ。そなたが望むなら、拙はあの二人ふたりを──殺す事も厭いとわぬ。ヤシロを救うとそなたが決めたのに従ったように」

「待って──待ってよ！　いま、考えてるんだ！」

　文人はポケットから短い鉛筆を取り出し、そして、回した。

（何か──何かないのか？）

　一回。

（絶対、策はあるはずだ！　何か──）

　二回。

　玄関を見る。天てん井じようを見る。待合室を見回す。

　避ひ難なん誘ゆう導どう灯とう。

　長なが椅い子す。

　スプリンクラー。

　自動販はん売ばい機き。

　休診のお知らせ。

　傘かさ立たて。

　片方しかないサンダル。

　壊こわれたビニール傘。

　何か──何か手はないのか。何か──何か策は。

　鉛筆が回る。

　三回。

　意い識しきが引っ張られる感覚と共に、時間がゆっくりになるのが感じられた。《走そう馬ま灯とう》──事故の時などに、一秒が何分にも感じられる、生存本能に根ざした脳の活動を、文人は意識的に行えた。体を動かす事は出来ないが、思考する時間だけはたっぷりと取れる。

　視界が捉とらえた風景を、止まった世界を精査する。

　避ひ難なん誘ゆう導どう灯とう。

　長なが椅い子す。

　スプリンクラー。

　自動販はん売ばい機き。

　休診のお知らせ。

　傘かさ立たて。

　片方しかないサンダル。

　壊こわれたビニール傘。

　…………。

　…………。

　避難誘導灯。

　長椅子。

　スプリンクラー。

　傘立て。

　片方しかないサンダル。

　壊れたビニール傘。

　…………。

　避難誘導灯。

　スプリンクラー。

　傘立て。

　壊れたビニール傘。

　……。

　閃ひらめきがあった。これだ、と思えるものが。

（──上う手まく行けば《禁書》を追いつめ、あの二人ふたりの事も押さえ込めるかもしれない。やってみる価値はきっとある！）

　それには絶対に必要なものがあった。それを作るのにしなくてはならない事が。

　それは《仕掛け》の《設計》。

　試し行こう錯さく誤ごが必要で、もっとも時間がかかるそれを、文人は頭の中だけで始めた。開いた時の完成形を想おもい描き、それを実現するために、どう部品を作り、どう張りあわせるか。思考する時間だけはたっぷりとある。《走馬灯》を使いすぎると頭が焼けるように痛くなるが、そんな事には構っていられない。

　目の前に実物があるように想像し、動きを思い描く。完成形から部品をひとつひとつばらして並べ、もう一度組み立て、閉じ、開く、を繰くり返して、精度を上げていく。少し不ぶ恰かつ好こうでも使えればいい。綺き麗れいな六角形をしている必要はない。

　大丈夫だ。

　いける。

　これならきっと──《本物》になる。

　さあばらせ。

　並べろ。

　想像の紙の上に線せんを描き、設計図を頭に焼きつけろ。目を開けていてもありありと見える程ほどに、リアルに想像しろ！

（これなら──！）

　その時、時間が戻ってきた。それは津波にも似て、文ふみ人ひとは頭の中から殴られたような痛みに耐えられずにのけぞり、背中から床ゆかに落ちた。

「フミヒト!?」

　驚おどろいたような声がして、力強い手が起こしてくれるのがわかった。眩暈めまいがする。世界がシェイクされているみたいだった。だが、構ってはいられなかった。思い描いた設計図は、一秒、また一秒と経たつごとに、夢のように薄うすれていく。

　文人は吐き気を堪こらえて待合室の長なが椅い子すのところまで這はっていくと、肩のトートバッグの中身をぶちまけた。まろび出たのは、定じよう規ぎ、ハサミ、ペン、両面テープ、デザインカッター、スティック糊のり、《本》のページ、ｅｔｃ──《仕掛け》作りに必要な道具たち。

「フミヒト？」

「フ、フィフ……あの壊こわれたビニール傘がさを持ってきて……」

「どうするのじゃ、あんなもの？　破れて骨も折れておる！」

「いいんだ！　早く！」

「わ、わかった」

　気け圧おされたように、フィフはスカートを翻ひるがえして傘立てに向かう。

　その間に文人はペンを取り、あらかじめ《本》から外しておいた《仕掛け》用の紙に、フリーハンドで線を引いた。定規など要いらない。頭の中の設計図をそのままカーボンコピーするように、文人は線を引き、引き、引いた！




　　　　　☆




「くそっ！──ルカ姉ねえ！　あいつらはどこ!?」

　霧きりを腕で払うようにしながら吼ほえたチカの声に、ルカは慌あわてながら防火服のジッパーを下ろした。ふるん、と胸がまろび出るのにも構わず、小こ瓶びんを摘つまんで持ちあげる。白い闇やみの中で瓶は緑みどり色いろの光を強く発していたが、それははっきりとした指向性を持っていた。ペンライトのようなその光が霧きりの中にラインを作り指しているのは、影かげのように浮かびあがる建物だった。

「チカちゃん、あそこ！」

「病院！──行くわよ、ルカ姉ねえ！」

「あっ、待ってえ！」

　走り出したチカに置いていかれまいと、ルカはジッパーを上げながら慌あわててあとを追った。それがいけなかったのか、ジッパーが咬かんでしまい上う手まく上がらなかった。何度も試したが、閉まったのは半分程ほどで、胸の膨ふくらみの半分はこぼれて、小こ瓶びんもまた胸の上でぽよんぽよんと跳はね回りながら、それでも光はしっかりと病院を指していたのだった。

　車道を横切り、転びそうになりながら何とかガードレールを乗り越えると、チカは待っていてくれた。頭に血が上っているようでも、一人ひとりでつっ込むのは危険だとわかっている。病院の中からは見えない位置に立って、ルカはチカと共に装備を再点検した。《竜りゆう涎ぜん》はまだたっぷりある。ヘルメットの頭ず巾きんの前を合わせるようにして、ジッパーが上がっていないのは隠した。ここで咬んだといったら怒られる。

「……女の子の方が《本》だったのね」

　発射装置の引き金に指をかけながらチカが呟つぶやくように言い、ルカは、うん、と頷うなずいた。

「あんなすっごいハサミ、初めて見たよー。おっかないね」

「ふん。大きくても何でも紙は紙よ。《竜涎》に触れれば燃もえるわ。怖くなんかない」

「そうだね！　やっぱりチカちゃんはすごいな」

「馬ば鹿かな感心してないで、準備して」

「うん」

　とはいえ、準備と言ってもしっかりと後ろについていくだけだ。

　チカはポケットから鏡かがみを出した。柄えがついていて、身を隠しながら向こうの様よう子すを窺うかがうためのものだった。

「……待ち構えてる」

　忌いま々いましそうに、チカは舌を打った。声には怒りが滲にじんでいた。馬鹿にしてる、と思ったのかもしれない。けれど、ルカはそうは思わなかった。《竜涎》を見て、その上で待ち構えているのだから、何か勝算があるのかもしれない──そう言おうと思ったのだけれども、いつものように間に合わなかった。

「行くわ」

　チカは体を低くして、自動ドアを開閉させる赤せき外がい線せんを遮さえぎった。がーっという音を立ててガラス張りのドアが開き、飛び込むと同時に引き金を絞しぼった。

　警けい告こくも、降参しろと言うこともなかった。《本》は抹まつ殺さつするだけ。それが仇かたきをとる事──チカはそう信じている。

　粘性のある《竜涎》は触れた物に絡みつく。少女は──どこかの学校の制服を着た白い髪の少女は、背中から抜き放ったハサミを振るい《竜りゆう涎ぜん》を斬きった。確たしかに斬れはした。二つに分かれて、そして燃もえあがり、炎はハサミを舐なめた。あれは紙だ。火には対抗出来ない。

「……これが何じゃ？」

　少女はそう言うとハサミを振るった。粘性があるといっても鳥もちとは違う。遠心力に耐えかね、《竜涎》は天てん井じように飛び、そこで張りついて炎を上げ続けた。

　シャキン、とハサミを閉じてその峰を肩に乗せ、少女は空いている腕を腰にやり、にやりと不敵な笑えみを浮かべた。

「拙せつはフィフ・デグリース！　《虚うつろの図と書しよ館かん》が《戦せん闘とう司書》じゃ！　貴様らが始末した《禁書》と一いつ緒しよにしてもらっては困る！」

「……怯おびえてたくせに」

　ぼそりとチカが呟つぶやく。

　聞こえたのか、少女の眉まゆが吊つりあがり、冷たく白い頰ほおが赤くなった。

「う、うるさいっ！　あれは過去の事ぢゃっ!!」

「あっそう！──ルカ姉ねえっ！」

「う、うん！」

　今度は二人ふたりで《竜涎》を打ち出す。だが。

「無む駄だじゃっ！」
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　まるで十字の形をした剣であるかのようにフィフ・デグリースはハサミを回し、発火した《竜りゆう涎ぜん》を悉ことごとく斬きり飛ばした。半分が天てん井じように張りつき、半分は床ゆかに落ちて燃もえ続ける。

「何でっ!?」

　怒ったようにチカは叫び、しかし、むやみやたらに発射する事はなかった。《竜涎》の量には限りがある。

「無む駄だだよ」

　そう言ったのは、フィフの後ろに隠れるように立っていた少年だった。同じか、少し下といったくらいの年とし頃ごろの。

「そのハサミの《仕掛け》には紙じゃない素材を使ってるんだ。だから燃えない。《仕掛け》から生み出されても、紙とは異なる素材で作られたものは、紙の性質を持っていない。だから蛇じや口ぐちから出た水で君たちの火を消せたし、燃えないハサミを作ることも出来る。──《竜涎》は怖い技術だけど、君たちの技術は古い。滅んで、時が止まっている。だけど《仕掛け》は違う。いまもまだ進化をしている。──フィフ、そろそろだ」

「承知じゃ、フミヒト」

　白髪の少女は紙の軽さでジャンプし、フミヒトと呼ばれた少年に肩車をするように乗った。不ふ思し議ぎな事に、少年の顔が赤くなる。女の子の太ももに顔を挟まれて照れたのだろうか。だとしたらちょっと可愛かわいいけれど、足元で燃える《竜涎》の照り返しかもしれない。

「何の真ま似ね!?」

　発射装置を構えてチカが訊きく。するとフミヒトは後ろ手に隠していた《本》を出し、それを開いた。ぐうっと《仕掛け》が立ちあがり、ぽんっ、と音を立てて開いた状態で飛び出したのは──大きな傘かさ。

「……こういう事」

　フミヒトと台詞せりふのタイミングを計ったように、途と端たん、火災警けい報ほうが凄すさまじい音量で鳴り響ひびき、天井に設置されたスプリンクラーのいくつかが作動した。水がシャワーのように噴ふん出しゆつし、降り注ぐ。《竜涎》が化学反応で凄まじい水蒸気を発生させる中、ルカは見た。《本》から飛び出したはずの少しいびつな形の大きな傘が、見事に水を弾はじくのを！

「不思議な話じゃないよ！　この傘には本物のビニール傘の、ビニール素材を使っているんだから！」

　ぐうっ、と雨と霧きりの向こうから巨大な影かげが迫ってくる。逃げるどころか、こっちに向かってくる。肩車をして傘を差しハサミを振りあげた影は、まるで巨大なクワガタムシ──

「ルカ姉ねえっ！」

　どん、と押された。よろけ、倒れそうになった。

「あっ！」

　そんなチカの声がした。驚おどろいたような、悲鳴のような声が聞こえた。

（まさかあたしを庇かばって、あのハサミに──）

　心しん臓ぞうが跳はねた。そんなのは駄だ目めだ。両親だけじゃなくて、チカまでいなくなってしまうなんて、そんなのは絶対、いやだ！

「ばかっ、フミヒト！　どこをさわっとるんじゃ！　だいたいそっちではないっ！　右じゃ、もっと右！」

「う、うん！」

　フミヒトのそんな声が霧きりの中からしたと思った瞬しゆん間かん、白いカーテンを破って、男の子の腕が伸びてきた。水蒸気の雲が腕の周りに渦うずを巻く。それ程ほどの勢い。そして。

（あっ！）

　むにゅう、と──鷲わしづかみにされた。半分まろび出たままだった、スプリンクラーの水に濡ぬれた胸の膨ふくらみを握られた。

　感電したみたいなショックが背骨を駆かけあがり、体が硬直した。指がゆっくりと沈み込み、すぐに、反発するようにゆっくりと押し返す。

　ルカの喉のどに悲鳴が込みあげた。だが、

「うわ、また違うのを──！」

　声を上げたのは、何な故ぜかフミヒトの方だった。手は素す早ばやく離はなれ、そして何かを探すように空をさまようと、かりっと爪つめが小こ瓶びんを引ひっ搔かいた。

「これだ！」

　次の瞬間、彼の手は小瓶をつかんで思い切り引いた。うなじで鎖くさりがぷつんと切れ、腕はしっかりと小瓶をつかんだまま霧の奥へと消え、その瞬間、鈍にぶく光が奔はしったのを見た気がした。

　足元で再び爆ばく発はつ的てきな蒸気が発生した。ルカは、光の正体に気づいた。ハサミだ。《竜りゆう涎ぜん》でも燃もえる事のなかったハサミが、本来ならふやけてしまう水の下で、《竜涎》のホースを断ち切ったのだ。

　流れ出る薬やく液えきは空気に触れた瞬間に燃えあがるものの、端はなから爆発的に水蒸気と化して、二人ふたりの周りに濃こい、とてもとても濃い覆おおいを作り、そしてそれはチカが元もと栓せんを締しめてくれるまで消える事がなく、ようやく何とか視界が確かく保ほ出来る頃ころには、少女とフミヒトの姿は消えて、代わりに逃げ出そうとする患者や、それを誘ゆう導どうしようとする看かん護ご師しが、出口であるこちらに迫ってくるところだった。

「うっわー、何かゾンビみたーい……」

「吞のん気きなこと言ってる場合っ？」

　ようやく顔を見る事が出来たチカは、どこにも怪け我がはないようだった。顔がやけに赤いのは、怒っているからだろうか？

「追うわ。奴やつらを捜して」

「あ、ごめーん……取られちゃった。ネックレス」

「なっ──」

　チカが絶句し、ルカは誤ご魔ま化かすように舌を出した。

「──消防士さん！　どうなってるんですか！」

　看かん護ご師しの一人ひとりが駆かけ寄ってきて、けれど、二人ふたりを見るとぎょっとした顔になった。

　チカのすばやい一いち撃げきが、看護師の気を失わせしめる。それを抱きかかえるようにして、もう一人駆け寄ってきた看護師に無言でそれを押しつけ、彼女が戸と惑まどっているうちに、

「とにかく追うわよ」

　と囁ささやいて走り出した。異存はない。あの少年には、こうなったら責任を取ってもらわなくてはならないのだから。

　思い切り、つけてない乙女おとめの胸を、触ったのだから。




　　　　　☆




「上う手まくいったの」

　まだ肩車をしてもらったまま、フィフは、うきうきとした声でそう言ったが、文ふみ人ひとは素す直なおには喜べなかった。

　確たしかに、目もく論ろみは当たった。

　彼女たちの《竜りゆう涎ぜん》を無効化し、こちらの位置を悟るアイテムを奪だつ取しゆ。その上で、火災警けい報ほうを作動させて、逃げ道を塞ふさいで《禁書》を追いつめる──それが、文人の立てた作戦だった。

　さらに文人としては、奪ったこの小こ瓶びんで八や代しろの位置をより特定しやすくするつもりだったのだが、何な故ぜか文人が持っても少しも反応をしなかった。

「案ずるな」

　残念そうな顔をしているのがわかってしまったのか、フィフに髪をくしゃりと乱された。

「そんなものを使わなくとも、拙せつがわかる。既すでに捉とらえたぞ。フミヒトは拙の言う通りに進むがよい。それで万事解決じゃ！」

「それはいいけど、いつまでそうしてるのさ。──うわ、跳はねないでよ！」

「この方が感度がいいのじゃ。拙は軽いのじゃから、我が慢まんせよ」

　文人は、別に重いから言っているのではなかった。そうではなく、気になって仕方がないのだ。頰ほおに当たる足が。首に当たる内うち腿ももが。それはひどく熱ねつを持っていて、熱あつい。それに、紙であるくせに何だかとても良い匂においがするのだった。それがひどく心をかき乱す。

　それを隠して、文人はただ階段を上がった。

　だが同時に、文人はフィフの内腿が微かすかに震ふるえている事にも気付いていた。怖かったのだろう、と思う。傘かさがあって、ハサミで他素材の《仕掛け》に有効性は証明されていたとは言っても、あの大量の水だ。その下に身を晒さらすのは、人にしてみれば濃のう硫りゆう酸さんのシャワーの下に、溶けない傘かさ一本で立つのと同じだろう。

　よく我が慢まんしてくれた、と思う。けれどそれを誉ほめるのは後だった。

　患者や看かん護ご師しと何人もすれ違ったが、強く咎とがめるものはいなかった。皆、それどころではないのだ。自動的に流れる音声が、一階で火災が発生した事を繰くり返し伝えている。軽いパニックだった。申もうし訳わけない、と思いつつ、これなら誰だれも八や代しろを記き憶おくにとどめたりしないだろう、と思った。残るのは自分たちと、そして《崎さき田た姉妹》だ。

　フィフの指示で、文ふみ人ひとはさらに階段をあがった。《切り裂きジャック》は、八代は、上に逃げている。予想通りだった。そう誘ゆう導どうしたのだ。一階で火事が起こったとなれば、上に逃げるしかない。唯一の心配は非常階段だったが、そっちは人で溢あふれていて、逃げようにも時間がかかるのは一目見ればわかる。《戦せん闘とう司書》が追ってきているのがわかっていて、もたもたしているはずはなかった。八代を使って逃げるにしても、完全には操あやつれない状況では、不測の要素が大きかったし、かといって《ジャック》自らが姿を現し、片端から切り刻んでいくのも出来ないはずだった。

　何な故ぜなら、人間には大量の血が流れているからだ。斬きりつけられて噴ふき出だすそれは、水と同じで、紙の体をふやけさせる。ではどうするか。

「屋上じゃ！」

　フィフが天てん井じようを指差し、文人は、やはり、とほくそ笑えんだ。そうするだろうと思っていた。病院の内部にはいたるところにスプリンクラーが設置されている。建物の中に入れば、いつ温度が上がって栓せんが融とけ、水が噴出すかわからないという恐怖がある。かといって非常階段は人で溢れている。下には火が燃もえていると信じているだろう。だとすれば、ひとまずの安全を確かく保ほするには、火も水もない場所──屋上へ逃げるのは当然だった。

　階段の残りを駆かけあがり、文人はフィフを肩車したまま、ただひとつしかない出入り口の扉とびらを開けて外に出た。

「──出て来ぬか、《切り裂きジャック》！」

　文人の頭に手を置き、跳とび箱ばこのようにフィフが飛び降り、危あやうく文人は、うわ、と声を上げそうになった。何故なら、降りる瞬しゆん間かん、錘おもりを入れていたにもかかわらず、スカートが思い切り翻ひるがえって──否いな、錘を入れていたからこそ、ばさっと、強い風を受けた傘のようにスカートが見事に裏返って、穿はいてないおしりがまるみえになってしまったからだ。

　もちろんその事に、フィフが気付かないはずがない。彼女は、

「ぎゃ！」

　と、あまり女の子らしくない悲鳴を上げると、

「見たなっ、バカッ！」

　目にも止まらない速さで振り向くと同時に、文人の頰ほおを張り飛ばした。痛いよりも熱あついだった。ジンと痺しびれて、ぞわぞわと鳥肌が立った。そしてそのあとで、追いかけてくるように痛みが伝わってきた。

「い、いってえ！　折れた！　ぜってえ、歯が折れた！」

「拙せつのおしりを見た代金には安いものじゃ！」

「あほか！　見たくて見たわけじゃないっての！　事故だろ！」

「事故でも責任を取るのが法治国家じゃ！──ええい、いまは《ジャック》じゃ！」

　何て勝手な、とは思ったが、文ふみ人ひとはぐっと堪こらえた。

　確たしかにこんな馬ば鹿かっぽいやり取りをしている場合ではなかった。夜の迫る病院の屋上は、決して視界が良いとはいえなかった。なぜなら洗せん濯たく物ものが、主にシーツが取り込まれないままに、風にはためいているからだった。

　──まるでぇ、倫敦ロンドンの霧きりだろぅ──？

　くつくつと笑うような声がシーツの波の間から聞こえてきて、フィフは腰で跳はねあげるようにしてハサミを抜いた。

　──俺おれはぁ、霧に潜ひそむかいじぃん！　貴様のような餓が鬼きにぃ、捉とらえられるものかぁ──！

「フミヒト……下がっておれ」

　言われるまま文人は下がった。シーツのひとつが翻ひるがえって、その下に八や代しろが倒れているのを文人は見つけ、心しん臓ぞうがどくんと跳ねた。八代の体の下から雑草の生はえるコンクリートの床ゆかに、黒っぽい染みが広がっていく。

（血！）

　すぐにでも駆かけ寄って、状態を確たしかめたかった。だが駄だ目めだ。あれは罠わなだ。こちらの気をそらせるため、《ジャック》がやったに違いない。

（大丈夫だ……《ジャック》は、僕らに勝ったあとでここから逃げなくちゃならない。目立たず、水や火にさらされずに逃げるには、八代が必要だ）

　そう言い聞かせ、文人は何とか踏みとどまった。

（それに……僕にはもうひとつ、やる事がある）

　ちらり、と屋上への唯一の出入り口へと目をやった。《崎さき田た姉妹》はきっと来るだろう。その時に彼女たちを止めるのが自分の役目だとわかっていた。誤解を解き、味方につけなければ、後々面めん倒どうなことになる。

　──さぁあ、来いぃ！　ばらばらに切り刻んでやるぅ──！

「ぬかせ！」

　フィフはハサミを担かつぐようにして、シーツの波の中へと躍おどり込んでいった。

　途と端たん。

　すぐ脇わきのシーツがすっぱりと裂けて、長い、ナイフと言うよりは、刀と言った方がしっくりと来るような刃が突き出された。

　鈍にぶい輝かがやきを放つその切っ先が、フィフの強こわい白髪を掠かすめる。

　ば、と髪が散って文ふみ人ひとは冷やりとしたが彼女はまったく意に介した様よう子すなく、ハサミの輪わの部分に腕をつっ込むと、思い切り体を捻ひねって巨大なそれを振り回した。

　開いたハサミの刃が、シーツを干してある物干し紐ひもごと切る。何枚ものシーツが次々と落ちたが、《切り裂きジャック》の姿はもうそこにはなかった。

　風が吹きぬけ、フィフの背中でシーツが翻ひるがえる。その中で、きらりと刃が光った。白い波の間から、再びフィフをめがけてナイフが襲おそい来る。

　フィフはハサミを床ゆかに突き立て、それを支えに倒立前転をするように反対側へと避けた。着地と同時にハサミを引き抜き、突き出し、シーツを挟み斬きる。下半分が突風に吹き飛ばされたが、やはりそこにも《ジャック》はいなかった。

　──わからないかぁ？　わからないだろぅ！　俺おれは霧きりのかいじぃん！　霧と同じだぁ。誰だれにも捉とらえられるものかぁ──！

「黙だまれ！　こそこそと卑ひ怯きよう者ものめ！」

　フィフは再びハサミを一いつ閃せんさせた。だが捉えるのはシーツばかりで、確たしかに《ジャック》を捉え切れてはいなかった。何か策が必要だ。何か。

「──《本》めっ！」

　その時、《崎さき田た姉妹》のそんな吼ほえるような声と共に、ほとんど蹴け破やぶるように屋上への出入り口の扉とびらが開かれた。特殊な服に身を包んだ少女の、その銀ぎん色いろの面が何かの光に反射してきらきらと輝かがやいて、文人は振り返った。《ジャック》とフィフの戦いに背中を向ける事になるが、怖くはなかった。確かに《ジャック》はこそこそと面めん倒どうだ。だがフィフは負けない──それは確かだ。遅いか早いかだけで。

（それよりも──）

　文人は、《崎田姉妹》を見た。放水ホースのような装置は半ばですっぱりと断ち切られて、使い物になりそうもないのを確かく認にんした。背後では、シーツの翻る音、刃が嚙かみあう音がする。ルカとチカの二人ふたりは、真まっ直すぐに近づいてくる。

　文人は彼女たちに真正面から向きあい、すう、と息を吸った。そうして。

「僕は、江え本もと文人！」

　風に負けない声で、文人は叫んだ。

「装丁師、江本春しゆん夏かの一人ひとり息子むすこだ！」

　武器がなければ拳こぶしで戦うまで、とばかりに意気込んでいた二人が、父の名前に反応した。驚おどろいたように体を震ふるわせ、足が止まった。

　ここだ。畳み掛けなくては。

　文人は、わざとらしい程ほど大おお袈げ裟さに、両腕を広げた。

「君たちの事は知ってる！　事情もだ！　だからこそ《生ける仕掛け絵本》を憎んでいる事も！　だけど僕たちを狙ねらうのは間違いだ！　《本》が全すべて悪いわけじゃない。君たちの両親のように人間を《本》にする連中を、僕らは《禁書》と呼んでいる。君たちが焚ふん書しよした《ギロチン判事》や、後ろで僕の《戦せん闘とう司書》と戦っている、《切り裂きジャック》のように！」

　僅わすかに体を捻ひねり、闘たたかいを示す。

　ゴーグルの向こうで視し線せんが泳ぐ。

「……そんな事を、信じろっていうの？」

（食いついた！）

　文ふみ人ひとは生まれて初めて父に感かん謝しやした。彼女たちが頭を冷やしたのは間違いなく、それは父の名前をこんな予想外の場所で聞いたからだ。

「僕は人間だ」

　文人はゆっくりとポケットに手を突っ込んだ。二人ふたりは警けい戒かいする様よう子すを見せたが、大丈夫、と言う事がわかるようにゆっくりと手を引き抜き、そして、あのネックレスを見せた。

「あ。あたしの──」

「返すよ」

　文人はゆっくりと前に進み、手を伸ばして受けとれるぎりぎりの距きよ離りで止まった。腕を伸ばす。答えるようにルカの手が伸びてきて、グローブをはめた掌てのひらがネックレスの下に来たところで手を離はなした。小こ瓶びんは彼女に返り、途と端たん、それは緑みどり色いろの光を発し始めた。

「《禁書》を見つける役に立つかと思って拝はい借しやくしたんだけど、僕じゃ使えないみたいだ」

「そうよ」とチカは言った。「これはルカ姉ねえにしか使えない」

　いとおしそうに小瓶を見つめていたルカは、こくん、と頷うなずいて妹を向いた。

「……チカちゃん、この人の言ってることはほんとみたい」

「ルカ姉、そんな簡かん単たんに──」

「そうじゃなくて、人間だっていうの。けど……へんなの。ちょっとだけ、ほんのちょっとだけ《本》みたいな反応もあって──」

「それは、これが原因だと思う」

　文人はシャツのボタンを外し、前をはだけた。きゃ、と二人が同時に声を上げたのは意外だった。そのせいで恥ずかしさが込みあげてきたが、やめるわけにはいかなかった。これを見せなくては、彼女たちを動かせない。

「……わかる？」

　文人は胸の《本》を、彼女たちの前に晒さらした。革の表紙に指をかけ、まだ続く刃の嚙かみあう音を聞きながら、開く。

　ぽん、という小気味良い音と共に《仕掛け》の心しん臓ぞうが飛び出した。複雑な立体を持つそれは太い血管が胸の奥の暗がりへと続いている。

「それ……」

「それ……」

　二人ふたりの声は綺き麗れいにハモった。

「僕も君たちの両親と同じく、《本》にされかけたんだ。後ろで戦っているフィフのおかげで、心しん臓ぞうだけですんだけど──僕は、これを元に戻すために、彼女と一いつ緒しよに《禁書》と戦ってる」

　文ふみ人ひとは心臓を閉じた。顔には出さずにすんだが、正直、ほっとした。さすがに、他人に内臓を晒さらすのは、落ち着かなかった。

「一緒に戦ってくれたら力強いとは思うけど、君たちには君たちの戦う動どう機きがあるだろうから無理には頼まない。ただ、僕たちは敵じゃない。それはわかって欲しい」

　姉妹は顔を見合わせた。

　気持ちは通じただろうか？　そうであって欲しい。駄だ目めなら──戦うしかない。文人は、敵意がないことを示すために、無防備に背中を向けた。これは賭かけだ。うなじの辺あたりがぞわぞわする。見つめられている。

　フィフは、《切り裂きジャック》を相手にてこずっていた。追い込まれてはいないが、追いつめることも出来ていない。その原因はシーツにあった。まるで無限に翻ひるがえるそれが、《ジャック》をロンドンの霧きりのように覆おおい隠し、姿を捉とらえ難がたくしている。

（だったら──）

　翻らなくしてしまえばいい。

「フィフ、一ページ目を行くぞ！」

　文人はそう叫んで《本》に手をかけた。いまの言葉だけで彼女にはわかるはずだ。指を差し込み、開く。そこにあるのは、あの蛇じや口ぐちの《仕掛け》だ。ページが開かれていくにつれて、蛇口の栓せんが回る。

（最大で行け！）

　反る程ほどに、文人はページを開いた。ぐうっと立ちあがった蛇口が実体化すると同時に、大量の水が噴ふん出しゆつする！　文人はそれを屋上全体に撒まくように振り回した。シーツが濡ぬれていく。水を含んで重みを増したそれは、もはや風にも翻らない。そして。

　──ぎゃあっ──！

　重く湿ったシーツの陰から、《切り裂きジャック》が転げ出た。体のあちこちから白い煙が上がっている。それはまるで火傷やけどを負ったかのようだった。つまずいたように倒れ、その拍子に隠し持っていたらしい《本》が──《切り裂きジャック》自身であるそれが転がり落ちた。

　慌あわててつかもうと伸ばしたナイフを持ったままのその手を、フィフの巨大なハサミは容よう赦しやなく挟はさみ、すっぱりと切り落とした。血は出ない。だが《ジャック》は再び悲鳴を上げるとのたうち回った。落とされた手は床ゆかに落ちる前に紙に戻り、フィフは勝負がついたと見たのか、ハサミを背中のケースに収めると《本》と手を拾い、指でざっとなぞって、あるページで止め、迷う事なく開いた。何も立ちあがっては来ない。フィフはそこに手を挟むと、そのまま《ジャック》の上に落とした。

　ぼん、と音がして《ジャック》は消えた。《本》に戻されたのだ。

　文ふみ人ひとはフィフでもある《本》の最後のページを開いた。そうしてそこに挟み込まれていた、紙し幣へい程ほどの大きさの紙を一枚取り、フィフに向かって押し出すようにした。

　まるで紙かみ飛ひ行こう機きのように飛び、彼女はそれを指で挟むようにしてつかむと、《切り裂きジャック》の《本》の裏表紙に叩たたきつけるように貼はった。

　──ぎゃあああああああああっ──!!

　思わず耳を塞ふさぎたくなるような悲鳴が辺あたりに轟とどろき、そして消えた。

「封印完了、じゃ」

　文人は胸を撫なで下ろし、急いで八や代しろのところへ向かった。膝ひざをつき、確たしかめると、血は既すでに止まっていた。切られたのは喉のどだったが、やはり浅く切られただけであったらしく、気を失っているだけの様よう子すだった。

（よかった……）

　あとは八代が一連の犯人だと思われない事を祈るのみだった。警けい察さつの資料を見る限りでは、怪あやしまれてもいないようであったから、大丈夫だとは思う。だがやはり、一応は医者に見せた方がいいだろう。傷についてはどう説明したものだろうか。

　辺りを見回し、文人は、そうだ、と思いついた。

　立ちあがり、フィフが切断した物干し台の先端を手にして、床ゆかに広がった血を鋭するどく断ち切られた断面に擦こすった。これで、事故だと思ってくれるかもしれない。稚ち拙せつな工作だが、稚拙なだけに、わざわざこんな事をするはずがない、と思ってくれるかもしれない。

「──あなたたち、何をしてるの!?」

　そんな声がして、文人はぎょっとして屋上への出入り口を振り向いた。若い看かん護ご師しがそこにいた。後ろ手にドアのところに立って、文人たちを睨にらむように見ている。

「火災警けい報ほうが聞こえなかったの!?　早く逃げな──」

　目が《崎さき田た姉妹》を捉とらえた。

「消防、士……さん？」

　二人ふたりは答えない。黙だまっていればらしく見えるから、という判断なのかもしれない。二人はただ頷うなずき、そのまま下がってここを立ち去る仕し草ぐさを見せた。

　文人はタイミングを合わせるようにして、

「看護師さん！」

　と呼んだ。

「と──知り合いが、怪け我がをしたんです！　こっちです！」

　看護師の表情が厳きびしく引ひき締しまり、小走りに走り寄ってきた。文人は胸を撫なで下ろした。これで八代を診てもらえる──そう思った、瞬しゆん間かん。

「──おい！」

　チカの声が聞こえ、同時に、

「なっ！」

　看かん護ご師の足が、フィフの手を蹴けりあげていた。

　封印を施ほどこされた《切り裂きジャック》が空中を飛び、追いかけようとしたフィフと文ふみ人ひとの上に、看護師が倒れてきて巻き込まれた。その時、文人は見た。看護師の腕に一冊の《本》がつかまれていて、それが空中に放り出されるのを。

　二冊の本は夜に踊り、内の一冊が──看護師の持っていた方の《本》が、ばらり、と開き、黒い外がい套とうが翻ひるがえった。長ちよう軀くの男が現れ、病的に白い手が《本》を──《切り裂きジャック》と自分が抜け出た《本》をつかんで着地し、ゆっくりと振り返った。

　美しいが病的な顔の男だった。

　余りに色が白く、肌の下の血管が、青く、赤く、浮いて見える。淡あわい黄こ金がね色いろの髪を無造作に伸ばして、襟えりを立てた黒いロングコートを羽は織おっていた。真っ白いシャツの前の部分は、襞ひだ飾かざりがたっぷりとついていた。

　文人は、ぞっとした。鳥肌が立った。禍まが々まがしさが形を取って現れたと思えた。それに──この臭においは何だ？　腐臭？　血の、臭い……？

　そんな男が二冊の本を脇わきに抱えて、恐ろしく長い腕で優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをして見せた。高貴という言葉がしっくりとくるような仕し草ぐさだった。
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「──お久しぶりですね、《銀ぎん髪ぱつ姫ひめ》──」

「……貴様っ！」

　看かん護ご師しを押しのけ、転がすようにしてフィフは立ちあがり、背中のハサミを抜いた。いつの間にか《崎さき田た姉妹》も傍そばに来ていた。さっきの、おい、はきっと看護師が後ろ手に《本》を持っていたのを見たのだ。しかし。

（誰だれ……？）

　物語の主人公？　それとも《ジャック》のような、元は人間？　迂う闊かつには動けなかった。何を、どんな《仕掛け》を隠し持っているかわからない。

　男は懐ふところからゆっくりと何かを出した。細い棒のような。男がそれを一振りすると、しゃん、と澄すんだ音と共に開き、鈍にぶく輝かがやく刃が現れた。

　ナイフではない。それは──剃刀かみそりだった。

　映画で見た事がある。同じような形のものを使って、ぞりぞりと髭ひげを剃そる主人公を、文ふみ人ひとは憶おぼえていた。昔は不便だったんだな、と思った事を憶えていた。

「──《ジャック》は返してもらいますよ。この男は私が見込んで私が《本》にした最初の男です。《虚うつろの図と書しよ館かん》の黴かび臭くさい棚に収められてしまうのは哀あわれです」

「この悪あく魔まめっ！　《奴やつ》はどこじゃ！」

「私が言うと？」

「……言わんな」

　フィフはその横顔に凶きよう暴ぼうな笑えみを浮かべた。

「ならば、ばらばらにして首だけにして喋しやべらせてくれるっ!!」

　フィフは男に踊りかかった。目にも止まらない速さだった。重量と速さで触れたもの全すべてを斬きり裂くような、そんな一いち撃げきだった。

「──素す晴ばらしい──」

　男はしかしそれを見ても眉まゆ一つ動かさず、それこそまるで優ゆう雅がに髭を剃るかのように、剃刀を動かした。

　円の軌跡を描いて、火花が散った。

「おのれッ！」

　銀の髪を躍おどらせて、フィフのハサミが唸うなる。宣言どおり、ばらばらにするかのように。ずたずたにしようとするかのように。

　だがそのことごとくを、男はただの剃刀一本で凌しのいでいた。

（すごい……）

　介入する余地がない。何かを仕掛ける隙すきもない。そんな事をすれば、さっくりと喉のどを切り裂かれるのは、フィフの可能性があった。

「フィフ……」

　文ふみ人ひとは何も出来ない自分を不ふ甲が斐いなく思いながら、拳こぶしを強く握にぎり締しめた。

「……フィフ、頑がん張ばれ！」

　気がつけば、そう叫んでいた。恥ずかしい。だけど、声は自然と出ていた。それは衝しよう動どうだった。胸の奥から込みあげてきて、喉のどを突いて出た声だった。

「頑張れっ!!」

「──やあっ！」

　まるで応こたえるように、フィフは自分自身を高速で回転させて、凄すさまじい薙なぎの一いち撃げきを男に見み舞まった。火花が散り、剃刀かみそりは二つに折れて空に舞まい、男は後ろに吹っ飛ばされ、屋上の端の手て摺すりに体を叩たたきつけられた。

「やった！」

　そう思った。だが──

「──ふ──」

　男はそんな風ふうに笑うと、剃刀を失って空あいた片手を手摺に置いて、ひょい、と倒立をして下からねめるように文人たちを見た。

「──なかなかやりますね。その喉を搔かき切れないのは残念ですが、今日きようは《ジャック》を取り返しに来ただけですので、これで失礼しますよ」

　そう言うと、男は腕の力だけで手摺から跳はねあがり、そのまま屋上の外へと飛んだ。フィフがハサミを引きずりながら走り、文人も慌あわててあとを追って、共に手摺から外を覗のぞき込んだ。

　あとから思えば、もし男が隠れていたら、その瞬しゆん間かんを狙ねらわれて下から首を切られてもおかしくなかったが、文人はそれよりも《禁書》を追う事に夢中になっていた。

　しかし既すでに夜の闇やみの中に沈んだ病院の底には、何も見つける事は出来ず、やがてフィフは虚きよ脱だつしたようにその場にずるりと座り込んでしまった。うなだれて、ばさりと落ちた白髪が顔を隠して床ゆかにとぐろを巻いた。

「フィフ、大丈夫……？」

　傍そばに寄って膝ひざをつくと、彼女はこぶしを握り、無言で手摺を叩たたいた。

「フィフ！」

　それは、思わず体が竦すくむような強さで、手摺全体が揺れて、うわん、と鳴った。文人は慌ててフィフの手をつかみ、見、怪け我ががない事を確かく認にんして、胸を撫なで下ろした。自分にはまだ修復の技術はない。どの程度までなら自己で修復が可能なのかわからなかった。

「よかった……」

「……すまん、フミヒト」

　うつむいたまま、フィフは、ポツリと呟つぶやいた。

「何だよ、急に」

　どっと疲れが込みあげてきて、文人もコンクリートの上に座った。制服のズボンが汚れちゃうな、と一いつ瞬しゆん考えたが、替えがあるのを思い出して胡坐あぐらをかいた。そういえば《崎さき田た姉妹》はどうしただろう、と振り返るともう姿を消していた。わかってもらえたかどうかはわからなかった。単に《竜りゆう涎ぜん》が使い物にならなかったから引きあげたのかもしれない。

　文ふみ人ひとは視し線せんをフィフに戻した。小さな肩が震ふるえている。その理由は、怒りか──それとも恐怖か。文人にはわからなかった。

（……簡かん単たんには行かないって事だよな……）

　邪じや魔まが入らなければ《切り裂きジャック》の回収は成功していただろう。だが、そんなのは言いい訳わけにはならない。油断があった。《本》は一冊だけだと思い込んでいた。

「……ねえフィフ」

　文人は、彼女の手を握ったまま訊きいた。小さく、肌はなめらかだ。

「ひとつだけ。──八や代しろは《切り裂きジャック》の影えい響きようから、解放されたの？」

「……うん」

「そっか、よかった」

　そう言うと、フィフは驚おどろいたように振り返った。

「良くはない！　《切り裂きジャック》には、武器となる《仕掛け》がたくさんあったし、勉強にもなったのに！　それを、みすみす！　フミヒトが頑がん張ばって、あのようにスプリンクラーを作動させて、好こう機きを招いてくれたのに……！」

「だけど、八代は救えた」

　フィフが目を瞠みはるのに、文人はにっと笑って見せた。

「いいじゃん、今回はそれだけで」

「フミヒト……」

　紫むらさき色いろの瞳ひとみに涙を溜ためて、フィフは小さく、こくん、と頷うなずいた。

　ため息をつき、文人は自然に彼女の白い髪を撫なでていた。

　そうしながら八代を振り返ると、正気に戻ったらしい看かん護ご師しが怪け訝げんそうに辺あたりを見回し、そうして、自分の下で男の子が僅わずかではあるが血を流して倒れているのを発見して飛び起き、慌あわてて病院の中へと戻っていった。

　そろそろ下では火災が小ぼ火やだったと気付く頃ころだろう。天てん井じようやら床ゆかやらは派は手で燃もえていたのだが、スプリンクラーの作動と同時に《竜涎》は消えてしまっていて、小火という程度に違いなかった。

　文人は疲れを押し隠して立ちあがると、握ったままの手を引いて彼女も立たせてやった。

「……すまぬ」

　うつむき、フィフは小さく呟つぶやいた。

　背中にハサミを背負っている事を除けば、この銀ぎん髪ぱつの少女が、ただひたすらに美しく、文人は作り物の心しん臓ぞうが鼓動を速く打つのを押さえようと、夜の空へと目をやった。

　都会の空は明るくて、おぼろげな月の他ほかは、ひとつの星も見つけることは出来なかった。




　　　　　☆




「……スウィーニー・トッド。それが、あの男の名前じゃ」

　家に戻り、それぞれにシャワーなどを済ませて、フィフは文ふみ人ひとが最初に作ったワンピース、文人自身はＴシャツとハーフパンツというリラックスした格好で、彼女には《本》から出したモンブランとミントティー、文人は冷蔵庫にあったシュークリームとアイスコーヒーで、小腹を満たし、ひと息をついたところで、フィフはようやく、男の正体を、そう明かした。

「物語？　それとも人？」

　リビングのソファーに背中を預けた文人は、軽い眠気と戦いながら、そう訊きいた。《走そう馬ま灯とう》の影えい響きようだと思うのだが、軽い頭痛が薬くすりを飲んでもまだ、治まらなかった。

　フィフは向かいのソファーで膝ひざを立てて座っている。正直、そんな格好をしていると、見えてしまわないかと気が気でないのだが、それを指摘すると怒り出すのがわかっているので、出来なかった。

　頭痛に、彼女の怒った声はきつい。

　どうもフィフはパンツを穿はいていない事をすぐに忘れるらしい。いまもそう見える。文人の気など知らないと言った様よう子すで、立てた膝をそろえたまま倒したり、少しだけ開いたりして、気にしている様子がなかった。

「物語じゃ」

　と、フィフは言った。

「一八四六年に、イギリスの週刊誌に、トーマス・ペケット・プレストという作家の手によって初めて世に現れた。内容を知っている？」

「ううん」

「そう。イギリスでは有名な殺人鬼なんじゃがな。あらすじはこうじゃ。スウィーニー・トッドはイギリスのフリート街で理髪店を営いとなんでいた。彼は腕のいい理髪師で、特に剃刀かみそり捌さばきは素す晴ばらしかった。周囲の評判も良かったが、彼は、その評判を聞きつけて外国人の旅行者がさっぱりとしようと客として現れると、その喉のどを搔かき切った」

　フィフは芝居っ気たっぷりに喉を切る仕し草ぐさをして見せた。

「そうしてトッドは旅行者から金品を奪ったのじゃが、問題は死体の始末じゃ。その辺の路地に転がしておいたらすぐに露ろ見けんして、旅行者の腰が引けてフリート街に足を踏み入れなくなってしまうだろう。それは困る。死体を消してしまう必要が、トッドにはあり、奴やつはそれを恐ろしい手段で実行した」

「……どんな？」

「トッドは、近所に住むラベットという未亡人と恋仲にあった。ラベット夫人はミートパイの店を開いていた」

「まさか──」

　文ふみ人ひとは、胃がきゅっと搾しぼられるような感覚を味わった。事実ではなく物語だと最初に聞かされていたのに、そんな事は関係なかった。

「そのまさかじゃ。トッドが殺した客は、ミセス・ラベットがミンチにして、ミートパイにして売っていたのじゃ。しかもそのパイはすこぶる評判が良かった！」

　文人は眉まゆを顰しかめた。何という話か。そんなものを昔の人は喜んで読んでいたのか。想像するだに気持ちが悪い。読んだらミートパイが食べられなくなりそうだ。

「言うておくが」

　フィフは、立てた膝ひざを抱えるようにした。

「この話は、トッドが主役ではないぞ。元々は若い恋人たちの物語だったのじゃ。それが、作者が途中で変わって、一気に血ち生なま臭ぐさい話になった。《悪あく魔まの床とこ屋や、スウィーニー・トッド》は、ヒロインの恋人を監かん禁きんしてパイ職しよく人にんとして働かせていた。まあ最後は犯罪が露ろ見けんして逮捕されるのじゃが、トッドは一いち躍やく人気となって、後には奴やつが主役として様さま々ざまな作者の手で話が書かれ、映画やミュージカルにもなり──そして《奴》も《本》を作った」

「それが──あいつ？」

　やけに腕が長い長ちよう軀くの病的な白人の姿を、文人は思い返した。あの男の持っていた剃刀かみそり。あれは床屋が使うものだったのか。髪はいつも美容室でやってもらっているので、文人は床屋には行ったことがなく、髭ひげを剃そるというのがわからなかったが、トッドは物語の中の存在でそんな事はないとわかっていても、金こん輪りん際ざい、行く事はないと思えた。

　フィフは頷うなずき、足を崩して胡坐あぐらをかくように座った。

「トッドは《奴》の右腕と呼ばれる程ほどの《禁書》じゃ。類は友を呼ぶというが、《切り裂きジャック》を生み出したのが、トッドだったとは……納得じゃ」

　確たしかにそんな《禁書》に憑つかれたのでは、《ジャック》のような罪を犯すのも道理だと思えた。八や代しろはよくもその誘ゆう惑わくに耐えたものだ。

「……やっぱり、失恋したのが原因なのかな」

「ヤシロの事？」

「うん。八代は、あのネックレスをつけていた女の人ばかりを襲おそっていた。それも、病院に行った日の夜にだけ。それを考えると、多た分ぶん、八代が好きだったのは病院に関係のある女の人だったと思うんだ。例えば……看かん護ご師しさんとか」

「じゃろうな。ヤシロはそう簡かん単たんに誘惑に屈する男ではない。病院に行った日にだけ事件を起こしていたのだとしたら、病院に行く事で心が弱ったのであろうから、必ず顔を合わせる看護師という線せんは高そうじゃ」

　文ふみ人ひとは頷うなずいた。

「けど、もう大丈夫なんだよね？」

「うむ。《切り裂きジャック》は奪われたが、一度は封印を施ほどこした。その時点で、ヤシロの呪じゆ縛ばくは解けておる」

「そっか……よかった」

　そう言うと、フィフは何な故ぜかにんまりとした。

「……何だよ」

「いや。意外じゃったのでな。フミヒトが《禁書》よりも、ヤシロを助ける事を優ゆう先せんしたのが。責めておるのではないぞ？　よいな、と思うて」

「ば、ばっか。勘かん違ちがいすんなよ」

　急に顔が熱あつくなって、文人は手で扇あおいだが、ほとんど何の効果もなかった。

「あれは《崎さき田た姉妹》をおびき出して、火災報知器を──」

「わかったわかった」

　フィフはあしらうように手をひらひらと振って、あからさまに信じていないという事を態度で示したが、腹は立たなかった。そんな言いい訳わけ、そもそも文人自身、信じてはいなかった。あの時は確たしかに、八や代しろを助けなくては、と思ったのだ。

　あれが、友達というものなのだろうか。

　わからなかったが、文人は自分の行動を一ミリだって後悔はしていなかった。

「そういえば──」

　とフィフが言って、文人は、ん？　と小首を傾かしげた。

「──《崎田姉妹》はどうしたのじゃろうな。気付いた時にはもういなかったけれど」

「さあ……？　一応、僕らの立場は説明したけど、わかってもらえたんだかどうか──」

　その時、チャイムがピンポンと鳴った。

「誰だれだろう、こんな時間に」

　深夜、というにはまだまだ早い時間ではあるが、訪問するには少し遅い時間だった。宅配便だろうか。ポストに不在通知は入っていなかったけれども。

　ソファーを立ち、カメラ付きのインターフォンを見た文人は、ぎょっとした。白黒画面のモニターに並んで映っていたのは、

「さ、《崎田姉妹》！」

　だった。

「何!?」

　フィフもソファーから跳とんできてモニターを覗のぞき込み、表情を険しくした。名乗ったのだからここを知られる事はありうるとは思っていた。だがまさか、こんなに早く──

　すると今度は、テーブルに置いていた携けい帯たいが鳴った。

「母かあさん？」

　だった。文ふみ人ひとは『通話』のボタンを押した。

「もしもし？」

『あ、文人？　忙しいから用件だけ言うわよ？　お父とうさんに憧あこがれてたっていう、双ふた子ごのお嬢じようさん、いたでしょう？　その子たちが今日きよう、会社を訪ねてくれてね、事情を聞いたら何だかちょっと大変そうだったから、しばらくうちに置いてあげる事にしたから。そろそろ着くころだと思うから、よろしくね』

「ちょ、母さ──」

　ぷつ、と電話は切れてしまった。

「ど、どういう事じゃ!?」

　フィフにも漏れ聞こえたらしい。だったらどうもこうもない。そういう事だ。

「ったく」

　文人は多少の苛いら立だちを抱えながら、玄関に向かった。フィフもあとを付いてくる。

　どんな説明をしたのか知らないが、どういうつもりなのか。

　だが、少なくとも、今すぐにやりあうつもりはなさそうだった。モニターで見た彼女たちはあの消防士のような格好はしておらず、二人ふたりとも、臍へそが出る程ほど短いチューブトップとショートパンツという格好で、大きな海外旅行用のトランクを脇わきに置いていた。

　少し乱らん暴ぼうに玄関を開けると、門の向こう、門灯の明かりの中に、合わせ鏡かがみのようにそっくりな少女が立っていた。

「こんばんはー♪」

「……こんばんは」

　崎さき田たルカが明るく言えば、崎田チカは冷静に、そう挨あい拶さつをした。一応、礼れい儀ぎとして文人も、こんばんは、と答えてから、

「えっと……どういう事？」

　と訊きいた。

「お母様から聞いてない？」チカが言った。「今日からお世話になるから」

「よろしくねっ」

　あは、とルカが笑う。

　確たしかにそれはさっき電話で聞いた。聞いたが。

「ちょっと待ってよ！　だから、どうしていきなりそういう話になってるのさ！　それはもう僕らと敵対しないって事？」

「ええ」

　チカが言い、ルカが頷うなずいた。

「あなたの話をわたしたちは信じる。何よりあなたは私たちに素す晴ばらしい本の世界を開いてくれた、あの《江え本もと春しゆん夏か》先生の息子むすこさんだとわかったから。あんなに本を愛した先生の息子さんが、わたしたちに本を憎むようなことをした連中の仲間であるはずがないから」

「……父とうさんに会った事があるの？」

「いいえ。だけど、先生の作品は幾つも拝見したわ。どれもこれも素す晴ばらしかった」

「あっそう……」

　文ふみ人ひとは、息子は父と大違いで本が大嫌い、という事は、いまは言わない方がいいだろうと思った。この状況だけでもごちゃごちゃしてるのに、これを余計に混乱させたくはなかった。

「だけど、だからって何で、君たちがこの家に来る事になるのさ」

「そうじゃ！　ここは拙せつとフミヒトの《禁書》共と戦うための最さい前ぜん線せん基地じゃぞ！　貴様らにその覚悟があるのか？」

　チカはちらりとフィフを見たが、完かんっ璧ぺきに無視をした。

「……責任を取ってもらおうと思って」

　そう、彼女は呟つぶやくように言った。

　文人は嫌いやな予感がした。《禁書》を、《奴やつ》を目の前にした時よりもずっと、嫌な感じがした。

「せ、責任……？」

「ええ──」

　こっくりとチカとルカは頷うなずいた。

「──あなたには、わたしとルカ姉ねえをお嫁よめさんにしてもらいます」

「ふつつかだけど、よろしくねぇ」

　双ふた子ごの《焚ふん書しよ鬼き》は、そんな事を言った。

　最初、文人は何を言われたのか、わからなかった。意味不明、理解不能だった。言葉は耳に届いたが、それはただの音だった。

　お嫁さん？　それってどこの国の言葉？

　しかし、それはやがてじわじわと痛む脳にしみ込んで、嫌でも何でも、無理やりに理解させられた。

　お嫁さん。結婚。

　つまりはそういう事なのだが──

「な、何でっ!?　何でいきなりそういう事になるのさ！」

「そ、そうじゃ！　貴様ら何を言っておるか！」

　何な故ぜか、隣となりでフィフもとても慌あわてた様よう子すで、そう叫んだ。

　すると《崎さき田た姉妹》は顔を見合わせ、何故か恥ずかしそうに頰ほおを赤く染めた。

「……だってわたしたち、あなたに肌を触られてしまったから……」

「もまれちゃったもん──おっぱい」

　そんな事した憶おぼえはない、と言おうとした文人は、あ、と声を詰まらせた。あの時。ルカが下げていた小こ瓶びんを奪おうと、視界の悪い中、ほぼ手探りで行動した時、確たしかに感触の違う柔らかい何かをつかんだ。まさかあれがそうだったと？

「思い出したみたいね」

　チカは潤うるんだ目で文ふみ人ひとを見上げた。

「崎さき田たの家は、生しよう涯がいの伴はん侶りよにしか決して肌を許さない。事故であれ、偶ぐう然ぜんであれ、責任を取って、わたしたちをお嫁よめさんにしてもらいます」

「そんな！　だって僕はまだ一五だから法律が！」

「待つわ」

「うん、待つ待つ」

「待たれたって、どのみち二人ふたりもなんて無理だよ！　法律で重婚は認められてないんだから！」

「別に籍せきに入らなくても構わないわ。そんな紙切れの話ではなくて、わたしたちが望むのは、実際の生活の話なんだから。わたし、ルカ姉ねえなら許せるし」

「あたしもチカちゃんと別れないですむって最っ高だよ？」

　文人は思わずよろめいた。

　何だこれは。

　父の知り合いには、やはり、まともな人間がいないのか。むちゃくちゃだった。どこか壊こわれてるとしか思えない。

「だ──駄だ目めじゃ駄目じゃ駄目じゃあっ！」

　詰まっていた声がようやく出た、という風ふうな大声を上げ、文人と姉妹の間に割って入るように、フィフが前に出た。

「何を勝手な事を言っておるか！　フミヒトは拙せつの《まいすた》じゃぞ！　誰だれにもやらん！」

　すう、とチカの目が眇すがめられた。

「あら。わたしは別に《本》を追うのをやめようとは言ってないわ。むしろ共に追うつもりでいるし」

「貴様らが？　は！　そんなのは却下じゃ！　《焚ふん書しよ鬼き》と一いつ緒しよになんぞ、戦えるか！　いつこっちが燃もやされるかわかったものではない！」

「そんな事はしないわ──文人君が、するなというなら」

　ちらりと視し線せんを向けてきたチカの頰ほおが、ぽ、と赤くなった。それは、どきりとする程ほど艶いろっぽかった。するとルカも、

「お願ねがい、文人くぅん。もう、ホテルとか引き払ってきちゃったし、あたしたち、断られたら行くところないの！──そうだ、これ！」

　ルカはポケットからくしゃくしゃになった紙を出し、文人に突き出すようにした。

（何……？）

　一いつ瞬しゆん躊躇ためらったが、文ふみ人ひとは結局、受け取り、開いた。

「あ──」

　それは、母からの手紙だった。そこには、

『どうせごねてるんでしょーけど、家長の私が認めたんだから、あんたに断る権利なし！　それに、先に生活費、貰もらっちゃってそれでサザビーズのオークションで、欲しかった初版本、買っちゃった♪　そういう事だからよろしくー』

　と書かれていた。

「あの馬ば鹿か母っ！」

　ぐしゃ、と文人は母からの手紙を握りつぶした。

　大声に驚おどろいたのか、ルカはびくっとして顔の前でがっしと祈るように掌てのひらを組みあわせ、哀あわれっぽい子犬のような目で見つめてきた。その目に見る見る涙が盛りあがって──こぼれた。

「うわ！」

　文人は、自分で思うよりもずっと動揺した。恐るべきは女の子の涙だった。

「あた、あたしたちっ、断られたら行くとこないのっ！　お、お金も、お義か母あさんに、渡っ、渡しちゃったしっ！　うわーん──」

「ち、ちょっと！」
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　文ふみ人ひとは慌あわてたが、ルカは少しも泣なき止やみそうになかった。

　そのうちにぞろぞろと近所の人や通行人が集まって、道の向こうから何事かとこちらを覗のぞき込むようにして、ひそひそと言い交わす声が聞こえた。

　──何？　女の子泣かしてんの？

　──うわ、さいてー。

　──事件？　警けい察さつとか呼ぼうか？

　──ひょっとして修しゆ羅ら場ば？　四角関係とか？

　たまらない。この状況は──まさしく針はりの筵むしろだ。

「……大丈夫？　ルカ姉ねえ」

　チカがそっと姉の肩を抱き、腕をさするようにした。

「うん……」

　二人ふたりは、こつん、とおでこをつけてこするようにした。

　──姉妹だってよ！

　──うわ、鬼き畜ちく！

「……ああもう、わかった！　わかりましたよ！」

「フミヒト!?」

「結婚とかはともかく、母かあさんがしばらくここにいさせるように言ったんだから、それには従うよ！　じゃないと、あとで殺されるし……。荷物は自分で運べるでしょ？　とりあえず入って！　あ──壁かべの本には絶対に触らないで！　見るには母さんの許可が必要だから！」

　文人はそう言いながら、急いでドアを開けて脇わきに退どいた。

「わかった──さ、ルカ姉」

　チカに支えられるようにして立ちあがったルカは、こくん、と頷うなずいた。

　二人は大きなトランク──多た分ぶん、あそこに防火服が入っているのだろう──を転がしながら家の中に入っていった。その様よう子すをフィフは睨にらみつけていたが、実力でたたき出そうとはしなかった。

　足を止めた人々も、つまんないの、とか勝手なことを言いながら散った。

「──あ、そうだ」

　重要な事を忘れていた、という風ふうにチカはドアの向こうから顔を出した。

「そこの《本》の女の子が《切り裂きジャック》と戦ってる時に気付いたんだけど、彼女がパンツを穿はいてないのは、君の趣しゆ味み？」

「ち、ちがうよ！」

　文人は悲鳴のような声で否定した。

「そう……。君の趣味なら、わたしたちも脱がなくちゃって考えてたんだけど。その子の趣味だったのね」

　それを聞くと、フィフの白い眉まゆが吊つりあがった。

「誰だれが趣しゆ味みかっ！　貴様らだって、ぶらじゃあ、つけてないくせにっ！」

「あれは、戦せん闘とう上じよう、仕方なくよ。普ふ段だんはちゃんとつけてます。──ほら」

　チカはチューブトップの胸元を引っ張った。確たしかに一見、何もつけていないように見えるのだが、彼女はきちんと肩かた紐ひものないブラをつけていた。

　しかし──思い切り見てしまった。もちろん彼女はそれに気付いていた。絶対に。だが、それについては何も指摘をしなかったし、顔に出す事もなかった。

「じゃあ、穿はいていていいのね？」

「ぜ、ぜひ、そうしててください……」

　力なく言うと、頷うなずき、二人ふたりは玄関へと入っていった。

「──フミヒトっ！」

　胸むな倉ぐらをつかまれ、文ふみ人ひとは腰を無理やり屈かがめさせられた。燃もえるような怒りを宿した紫むらさき色いろの瞳ひとみが目の前にあった。

「どういうつもりじゃっ！」

「し、仕方ないだろっ。あの二人を野放しにしたらきっと面めん倒どうが増えるだけなんだから！　彼女たちは《本》がわかるけど、《禁書》との区別はついてない！　万が一《虚うつろの図と書しよ館かん》に踏み込まれたりしたらどうする!?　それに《禁書》であっても燃もやされたら、君の《仕掛け》を増やしてスキルを上げることだって出来なくなる。戦力だと思って、見張ってなくちゃ！」

　フィフは少しも納得した顔をしてはいなかった。

　当然だ。

　文人自身、むちゃくちゃな理屈だと思っている。だが、あの二人の動向をつかんでおいた方がよいのは事実だった。好きにさせておいたら、今日きようみたいに、《禁書》と彼女たち、両方を相手にしなくてはならなくなるかもしれないのだから。

　フィフは胸倉をつかんだまま首をうなだれた。わかって──否いな、諦あきらめてくれたのだろうか。

「……フミヒトの言いたい事はわかった。じゃが──」

　ぐ、と手に力がこもる。

「──おもしろうないっ！」

「ぐぉ！」

　ごす、と思い切り脛すねを蹴けられ、文人は飛びあがった。弁べん慶けいの泣き所とはよくぞ言ったものだった。声が喉のどに詰まる。立っていられない。

　うずくまる文人に、ふん、と吐き捨てるように言って、フィフは二人を追って家の中へと向かい、姿が見えなくなった。

「──貴様らっ！　この家では拙せつの方が先せん輩ぱいなのじゃから、勝手は許さぬからな！」

　そんな咆ほう哮こうに似た声を聞きながら、文人は痛みに涙を浮かべ、

（何で僕がこんな目に……）

　と、過か酷こくな運命を呪のろい、星の見えない夜空を見上げて深いため息をつくのだった。













　　　　　エピローグ







「……大変だったみたいですね……」

　大きな熊くまのきぐるみの頭の中でグリーズがそう言ったのに対して、フィフは椅い子すにふんぞり返って大きなため息をつくと、

「まったくじゃ。おかしな連中は居い候そうろうを決め込むし、フミヒトはそれをはっきり断らぬし、《まいすた》としての自覚が足らんのじゃ」

「はいはい、ごめんよ」

　何度も繰くり返されたやり取りだった。

　最初の方こそ、まともに返事をして説明をしていたのだが、その内うちにこれは、フィフなりのガス抜きだとわかって相あい槌づちだけにしたが、文ふみ人ひとが謝あやまるというのが重要らしく、それでまあ満足をしている様よう子すだった。

　あれから三日が過ぎたが、《崎さき田た姉妹》にどう対応してよいものか、文人は戸と惑まどっていた。お嫁よめさん宣言をして、あれこれと世話を焼いてくれようとするのだが、正直、慣なれない。

　姉のルカは、おっとりしているのに料理の腕は絶品で、癒いやし系な感じ。妹のチカは、目玉焼きすら出来なかったりするのだが、理系全般には強く、積せつ極きよく的てきで行動的だった。

　話をしてみて、《結社》とは本当に何も関係がない事がわかってほっとしたが、何かにつけて《江え本もと春しゆん夏か》を褒ほめ称たたえるのには閉口した。あれはもう信仰と言っていいだろう。二人ふたりはまるで宝の山の中にいるような顔で、いたるところにある父の《作品》を眺めて、一時間でも二時間でも同じ場所に立っていることが出来る。理解不能だった。

　ともあれ、彼女たちが共きよう闘とうしてくれる事になったのはありがたかった。ルカには例の小こ瓶びんがある。フィフが《禁書》をはっきりと探知出来ない以上、彼女の小瓶はこれからきっと役に立つだろう。

《切り裂きジャック》と《フリート街の悪あく魔まの床とこ屋や》の二冊の《禁書》の行方ゆくえはようとして知れなかったが、八や代しろが起こした連続落書き暴ぼう行こう事件については捜査は続いているものの、その手が八代に及ぶことは、いまのところはなさそうで、ほっとした。奪ったパンツが彼の家から出たりしたらやばいが、彼はそれを病院の植え込みに隠していたらしく、昨日きのう、それが発見されたと文ふみ人ひとは捜査資料からさっき知ったのだった。

「……では、何かまた情報が入ったら、連絡いたしますね……」

「うむ」

　残った紅茶を飲み干してフィフは席を立った。文人も《本》を持って立ちあがり、二人で部へ屋やを出た。振り返ると、閉まっていく扉とびらの向うで、グリーズはいつまでも手を振っていた。

「──次は負けぬぞ」

　図と書しよ館かんへと戻る道すがら、ぽつりとフィフがそう言ったのが聞こえた。

「絶対に、負けぬ」

　文人も、気持ちは同じだった。《スウィーニー・トッド》。あいつに負けない《仕掛け》を作って、もっとフィフを強くする──文人もそう胸に誓った。この作り物の心しん臓ぞうに。

　暗い通路を抜けると、空気が変わった。振り返ると、二つに分かれていた棚が二重写しのようになって元に戻るところを見た。これで《虚うつろの図書館》への入り口は閉じた。文人はふと、あんなところで一人ひとりで、グリーズは寂しくないのだろうか、と思った。ないのかもしれない。彼女は本が大好きで、あそこには本が山のようにあるのだから。

「そんなわけはなかろう」

　まるで、心を読んだかのようにフィフがタイミングよく言うのが聞こえ、文人が彼女を見ると、フィフは少し強こわい白い髪を指ですくようにしながら、同じように閉じた書架を見ていた。

「誰だれだって一人は寂しい。じゃから──出来るだけお茶をしにいこうの、フミヒト」

　やはり心を読んだのだろうか。それともこれが《まいすた》と《戦せん闘とう司書》の《絆きずな》なのだろうか。ともあれ、フィフの意見には文人も賛さん成せいだった。

「うん、そうだね」

　そう言うと、フィフは振り返って嬉うれしそうに笑った。

　何な故ぜかそれが眩まぶしく、そして恥ずかしく、文ふみ人ひとは誤ご魔ま化かすように踵きびすを返すとその場を離はなれて貸し出しカウンターのある広いところへフィフと共に出、そして、あ、と足を止めた。

「……八や代しろ」

　だった。二日程ほど学校を休んでいた彼が、そこにいた。首には絆ばん創そう膏こうを貼はっていたが、それだけだった。包帯などもなく、文人はほっとしたが顔には出さなかった。

　文人とフィフは屋上での戦いのあと、八代を看かん護ご師に任せて帰った。《ジャック》を封印した事で、事件の記き憶おくをなくした八代は、文人たちとあの場にいたのを覚えてはいない。それならその方がよかった。

「よう」

　と言って、八代は笑えみを浮かべた。その顔には、《ジャック》に憑つかれていた時の影かげはどこにもなかった。失恋の痛手はあるはずだが、暗い気持ちは消えたのだろう。

「もう帰るのか？」

「うん」

　文人はフィフをちらりと見て言った。

「満足したみたいだから」

「うむ！」

　胸を張るフィフに、八代は笑った。

「そういやあ、さ」

　と彼は眉まゆをしかめた。

「わっかんないんだよなー」

「何が？」

「この傷。いまは絆創膏ですんでるんだけど、最初は結構、でかくてさ。一昨日おとといの夜、病院で小ぼ火や騒さわぎがあったの聞いてるか？　俺おれその日、屋上で倒れてて発見されたんだけど、どうやっていったか、憶おぼえてないんだよ」

「へえ、不ふ思し議ぎだね」

　文人は、作り笑いを浮かべて言った。動揺を悟られてはならない。

「医者は何て？」

「たぶん一時的な記憶障害だろう、だと。火事のショックじゃないかっていうんだけどさ、その火事を覚えてないんだから、気持ち悪いぜ。まあ、無事だったんだからいいんだけどよ」

　文人は頷うなずいた。

「そうだよ。怖い目にあった記憶なんて、ない方がいいさ」

　だがそれはエゴだ。それで八代がした事が消えるわけではない。わかっている。

　八代に襲おそわれた女性たちの記憶や恐怖は消えないのだから、八代は相応の罰を受けるべきなのかもしれない。だがあれは彼の意思で起こしたものではない。意思と言うなら《ジャック》の意思だ。被害者と言うなら、八や代しろも被害者だ。

「──あれ、八代？　それに──江え本もととフィフちゃんも……そろってどうしたの？」

　その声に振り向くと、そこには、本を抱えた雲くも木きが立っていた。よくその細い腕でそんなに持てるものだ、と驚おどろく程ほど、本を抱えている。

「今日きよう、退院したんだよ、俺おれ」

　八代はどこかおどけた様よう子すで言い。その様子に雲木はほっとしたような顔をした。おそらくあのネックレスの事で、気にかけていたのだろう。

「そんでさ、おまえらに退院祝いをしてもらおうかと思って」

「は？」

「やっぱ、病院の食事は口に合わなくてさー。体がもっと活力のある食い物を求めてるっていうか、ぶっちゃけ、ハンバーガーが喰くいてえ！」

　ぐ、と拳こぶしを握る。

「──つーわけで、ご馳ち走そうしてくれ。退院祝いに」

「八代ってば……」

　雲木は困ったように微笑ほほえみ、文ふみ人ひともまた苦笑した。

「何で僕が──」

「友達だろ？」

　どきりとした。《仕掛け》の心しん臓ぞうが、とくん、と跳はねた。

　にっ、と八代は笑え顔がおになった。それは、何ともすっきりとした、良い笑顔だった。

「何なら俺が奢おごろう！」

「わけわかんないよ、八代」

　雲木が笑う。

「まったくじゃな」

　フィフも笑う。釣られて、文人も笑っていた。

　友達──友達か。

「行くよな」

　八代が笑う。

　一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよし、けれど文人はすぐに、はっきりと頷うなずいた。













　　　　　あとがき







　鎌かま倉くらに行きたいです。




　江えノ島しま水すい族ぞく館かんに行きたいのではありません。もちろん鎌倉に行った際には絶対に足を延ばして行きますけれども。行きたいのはそれが理由ではありません。

　大仏が見たいわけでもないです。もちろん見ますけど。

　サーフィンをしたいわけでもありません。水族館は好きですし、海洋生物──特にサメにはたまらない魅み力りよくを感じますが、実際に泳ぐのは嫌いです。

　サメといえば、海外には最強のサメであるホオジロザメを見に行くツアーがあるそうですね。うらやましい。私も観かん察さつ用ようのケージの中に入って海の中でホオジロザメを見たいです。おっかないだろうなあ……。




　や、そうではなくて──鎌倉に行きたいんです。




　理由はそこに日本で唯一らしい、『飛び出す絵本』の専門店があるから！──です。何でもかなりの数の『飛び出す絵本』があるそうで、行きたくって仕方ないのです。

　という事で、これを書き終わったらちょっと時間を作って行ってこようかと思います。そろそろ我が慢まんも限界なので。

　まだ見ぬ『飛び出す絵本』の宝がきっと山と！　楽しみです。

　一巻目が出てからも色いろ々いろと《資料》として買いましたが、洋書の『飛び出す絵本』──というかもはや絵本ではない『ＰＯＰ‐ＵＰ』で驚おどろいたのがありました。『ＨＵＭＡＮ』とあったので、人体の『飛び出す絵本』だろうなあ、と思っていたんですが、届いてみると、様よう子すがおかしい。どう考えても、箱の大きさが本ではない。いったい何を買ったのだろう、とはらはらしながら開けてみて納得。それは、開くと等身大になる『ＰＯＰ‐ＵＰの人体模も型けい』だったのでした。いやあ、海の向こうはスケールが違います。

　国内のだと、『ガマ王子対ザリガニ魔ま人じん』がとても良かったです。映画『パコと魔法の絵本』に出てくる『飛び出す絵本』のプロップレプリカ並みの出来で、イラストも素す晴ばらしくしかけも派は手でで、とても気に入りました。映画も早く観みに行かなくては！




　さて。

　おかげさまで『司書とハサミと短い鉛筆』は、シリーズ化とあいなりました。

　皆様、ありがとうございます！

　いまのところ全何巻になるかは決めていないのですが、無理をせずにのんびりとやっていこうと思います。

　作者としてはその間に、何とか一巻の表紙の素晴らしいイラストを『飛び出す絵本』とはいわないので『しかけカード』に出来ないものだろうか、と思し案あん中ちゆうです。トモセ先生のあのイラストは、珠しゆ玉ぎよくですから！




　作者の日々はこんな感じですが、『司書とハサミと短い鉛筆』の三巻目もどうか、何とぞよろしくお願ねがいいたします。




　それではまた、お逢あいしましょう！




　二〇〇八年　　九月中旬


ゆうき　りん







※『司書とハサミと短い鉛筆』シリーズはフィクションであり、実在する地域、個人、法人、団体等とは何の関係もございません。









[image: ]







ゆうきりん

埼玉在住。執筆の励みは、玩具と映画と美味しいもの。お寿司とかー。上の写真は自分で作った『鮪の握り』の飛び出す仕掛け絵本です。『でぃ・えっち・えぃ』シリーズ（電撃文庫）、『スイ～トスイ～ツショコラ』（徳間書店）もよろしくです！
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イラスト／トモセシュンサク

普段はイラストやＰＣゲーム原画など描いています。ライトノベルの挿絵を描くのは一つの夢だったので感無量です。座り仕事なので運動不足解消のため最近はエアロバイクをせっせと漕ぎながらＴＶゲームをすることにしています。手元がぶれるのであまりお勧めは出来ません。
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司し書しょとハサミと短みじかい鉛えん筆ぴつ2








ゆうきりん
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